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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　……えへ、えへへへ、思い出すたびに顔が緩ゆるんで困ってしまいますね。

　でも、それは仕方がないことです。

　この前の、私の誕生日に起きた出来事を考えれば、ニヤニヤするのは当たり前です。

　あの日、お兄ちゃんは自分の理想像が、なんと私──みたいな女の子だと言ってくれたんです！　しかも、誕生日プレゼントとして指輪までくれて……！

　まあ実際は、指輪にチェーンを通してネックレス状にしたものだったんですが、それでも指輪であることには変わりませんからね。

　……お兄ちゃんは自他ともに認める妹好きですし、理想の女の子像は私──みたいな女の子と判明したわけですし……。ふ、ふふふ……、これは、指輪を実際に指にはめてもらうようなことも間もなく起こるに違ちがいありません……！

　もちろんその時は左手の薬指にえへへへへへ──……っと、い、いけません！

　こ、こういう時こそ油断は大敵なのです。気を引き締しめないと。

　……ふう。この春からお兄ちゃんと同じ高校に通うのです。仲直り（私は仲なか違たがいなんてした覚えはなかったのですが）もできたことですし、これを機に今までのギクシャクさを完全に消し去り、新たな関係を構築する必要があります。

　も、もちろん最終的に目指すべきなのは、こ、こここ恋こい人びと同士！　なわけですけど！

　まずはそこに至るまでの過程が大事です。お兄ちゃんと同じ学校に通うのだから、自然と距きよ離りも縮まっていくはず。夢にまで見たお兄ちゃんとのイチャイチャ高校生活……！

「そこまで。試験は終しゆう了りようです」

　とその時、不意にそんな声が聞こえ、同時にチャイムの音が鳴り響ひびきました。

　ハッと我に返ると、周りには他の受験生達と机の間を行き来する試験官の人の姿が。

　……あ、私としたことが、ついうっかり試験中に妄もう想そうにふけってしまいました。

「試験用紙の回収です」

「はい、どうぞ」

　でもまあ、とっくに終わっていたので問題ありません。手て応ごたえも完かん璧ぺきですしね。

　三十分以上時間が余ってしまいましたから、つい妄想の世界に行ってしまいました。

　とにかくこれで、春からはお兄ちゃんと同じ高校の生徒です。

　新しい環かん境きようで、またいっぱいイチャイチャしてもらいますからね、お兄ちゃん！







　　　第一章　新たな状じよう況きよう、新たな作品







「あー、やっぱわかんねえ」

　そんなぼやきが口から漏もれて、それを追いかけるようにため息も続いた。

　現在、俺こと永なが見み祐ゆうは学校の図書室にいる。その端はじっこの席に座って、片ひじをつきながらぼんやりと窓の外を眺ながめているところだ。

　本来今日は休日のはずなのだが、なんでわざわざ登校して図書室なんかにいるかというと、図書室から始まるラノベを思いついたからその雰ふん囲い気きを味わいながらプロットを書くため──ってわけでもなく、もちろん真ま面じ目めに自習しに来たからでもない。

「……涼すず花かのやつ、なんで俺と同じ高校を選んだんだろう」

　俺が休みの日に学校に来た理由。それは俺の妹である涼花の付き添そいのためだった。

　今日学校が休みな理由は高校入学試験があるからだ。

　今も向かいの校舎では、受験生たちが真しん剣けんに試験に取り組んでいることだろう。

　そんな中に涼花もいる。それが気がかりで、俺は学校への案内も終わったってのに、こうやって律りち儀ぎに妹の試験が終わるのを待ってるってわけなのだ。

　……といっても、試験の出来不出来を心配してるわけじゃないぞ？

　あの完かん璧ぺき超ちよう人じんの涼花がテストでミスるとか、あり得ないことだからな。

　そうじゃなくて、問題はさっきの俺の呟つぶやきでもわかる通り、どうして涼花が俺が通うここ私立七なな海み坂さか高校を受験してるのかってことなんだよ。

「エスカレーターで白はく桜おうの高等部へも上がれるはずなのになぁ……」

　……うーん、わからない。いくら考えてもやっぱりわからん。

　涼花が今通っている白桜女学院は頭に「超」がつくほどのお嬢じようさま学校だ。そこは中高一いつ貫かんで、よほどのことがない限りそのまますんなり高等部に進学できるらしい。

　涼花は成績優ゆう秀しゆう・運動神経抜ばつ群ぐん・人望まである完璧超人。おまけに生徒会長まで務める生徒の見本だ。つまり逆の意味で「よほど」の生徒なわけで、わざわざそんな立場を蹴けってまで他の高校を受験する理由なんてないはずなんだよ。

　七海坂うちも一応は進学校ではあるけど、さすがに白桜とは比べものにならないしな……。

「あーもう、やっぱ全然わかんねえよ……」

　ガシガシと頭をかいていると、離はなれたところで本を読んでいたメガネの女子生徒に睨にらまれた。休みの日にわざわざ図書室に来てブツブツやってんじゃねーよと言われた気がするので、俺はごもっともですと頭を下げるしかなかった。

　……はぁ、涼花がこの高校を選んだ理由、ねえ？

　もちろん俺は、その話を聞いた時に直接訊たずねたんだぜ？　でも返ってきた答えは、

「べ、別に深い意味はありません」

　……いやいや、高校受験なんだから深い意味がなかったら逆にダメだろ！

　まあその後で「総合的に判断した結果です」とか「同じ学校にずっといると視野が狭せまくなりますし」とか「どの高校でも大学受験には問題ないですから」とか「お母さんとお父さんの許可はもらってます」とか、いろいろ理由は挙げてたんだけどな。

　でも、やっぱりどの理由もしっくりこないわけで。

　俺はなんとなくスッキリしない気分で、こうやって涼花の試験が終わるのを待ちながら手て持もち無ぶ沙さ汰たな時間を過ごしてるというわけだった。

　……まあ本人が納なつ得とくしてるなら、俺がとやかく言うことじゃないんだろうけどさ。

　でも妹と同じ高校に通うとなると、……なんというかその、いろいろあるだろ？

　俺達は小学校も中学校も別々だったから、同じ学校に通うって経験が今までなかったんだよ。だからこそ、あれだ、心の準備とかができてないんだ。

「……もしかして、あれが理由だったりするのかな」

　そんな風に考えに行き詰づまっていると、ふとある考えが浮うかんだ。

　先日いろいろあって、長年涼花との間にわだかまっていた確かく執しつのようなものが「一応」「まがりなりにも」解消されたわけだが、それが今回のことに影えい響きようしてたりするのだろうか？　というものだ。

　つまり、涼花は俺と仲直りできたから、俺の通う高校を受験しようと考えたんじゃないかという──……って、いやいやいや、何考えてんだ俺は!?

　そ、それってつまり、涼花が七海坂を選んだのは俺がいるからってことだろ？

　うわ、どんだけだよ!?　キモ過ぎるだろ俺!?　自うぬ惚ぼれってレベルじゃねえぞ!?

　俺は浮かんできたあり得ない妄想を振ふり払はらうため、ブンブンと勢いよく頭を振った。

　するとメガネの女子生徒に再びギロッとされたので、俺は慌あわてて居ずまいを正す。

　……い、いかん。なんか思考が変な方向に行っちまってる……。

　俺は軽く深呼吸をして頭を切り替かえる。考えてもわからないことをあれこれ考えてても無む駄だだ。うん。それよりこの待ち時間を有効に使おう。

　俺は鞄かばんから一冊のノートを取り出す。

　アイデアノート。その名の通り、ラノベのアイデアをまとめるための必ひつ需じゆ品ひんだ。

　ラノベ作家になるため、俺はさまざまなラノベ大賞に応おう募ぼしているわけだが、それらの作品は大体このノートから生まれている。

　アイデアってのはいつ浮かんでくるかわからないからな。いつでも対応できるようにするため、こうやって常に持ち歩いてるってわけだ。

　せっかくの空き時間を無駄にしないため、俺は次の応募用作品のプロットでもまとめようとノートを開く。……のだが、

「うーん、調子が出ない……」

　白紙のページを睨みながら、ペンを持つ手は一向に動かない。

　もちろんそれはアイデアが浮かんでこないからだが、こんなことは初めてだな……。

　今までならアイデアなんて、ノートにまとめるのも大変なくらい溢あふれ出てきたのに、それが今は全然だった。こんな状態だと複数の大賞に応募するどころか、一作品を完成させることさえおぼつかない。

　これがいわゆるスランプってやつだろうか？　経験がないからわからないけど。

　俺はうんうんと唸うなりながらも、実はなんとなくこの状態の原因に見当がついていた。

　この前、俺は涼花の協力もあって自分の理想の女の子像ってやつを理解したわけだが、多分だがそれが関係してるんじゃないだろうか。

　……まあぶっちゃけその理想像ってのは涼花なんだが──あ、もちろん妹としてじゃなく、客観的に一人の女の子として見た場合魅み力りよく的だって話で、別に俺がリアル妹をそういう目で見てるからとかじゃないからな!?

　……こほん。とにかくそんなわけで、理想のヒロイン像も把は握あくしたし、これから作品をバリバリ書いていくぜーと意気込んでたわけだが、その初しよっ端ぱなから躓つまずいた。

　今までみたいに勢いに乗って書き上げていくことができず、一作品書くのもメチャクチャ大変だったのだ。……まあ、なんとか応募締しめ切り直前のギリギリで完成させて送ることはできたんだが、なんであんなに苦労したのかわからない。

　せっかく理想像を把握したってのに、なんだってこんなにも調子が悪いんだ俺は？

　……とまあ、思わず自分の現状を振り返ってしまったわけだが、そんなこんなで俺は新作のアイデアを出すこともできず、ノートを相手に腕うでを組んだり首を捻ひねったりするしかないのだった。

「……あれ？」

　そうこうしていると、不意にチャイムの音が鳴り響いて、俺は我に返る。

　時計を見ると、随ずい分ぶんと時間が経たっていた。それだけ集中していたらしいが、その割にはノートが真っ白なままで悲しい。以前の俺ならこの短時間に十作品分くらいのアイデアを出していたはずなのに……！

　……って、そんなことをくよくよ考えてる場合じゃなくてだな。

「今のって試験終了のチャイムじゃねえか？　行かないと……っ」

　俺は慌ててノートと筆記用具を鞄にしまうと、ガタガタと忙せわしなく席を立った。

　試験が終わったら一いつ緒しよに帰ろうと涼花と約束していたのだ。というわけで俺は図書室を後にして、待ち合わせ場所の中庭へと向かった。

　ちょうど試験を終えた受験生達がわらわらと校舎から出てくるところだったが、涼花の姿はすぐに見つかった。やはりあいつはひときわ目立つ。

　超絶美少女ってのはもちろん、なんかオーラみたいなのが違ちがうんだ。それに周りの受験生達も涼花の方をチラチラ見てるから余計に見つけやすい。

「あ、お兄ちゃん、お待たせしました」

「い、いや、その、図書室で時間を潰つぶしてたから」

　駆かけ寄ってくる涼花に、俺はなぜか言い淀よどんでしまった。

　ううむ、この前仲直りして以来、なんか気まずい。いや、仲直りしたのに気まずいってのは変だってわかってるけど、なんだか妙みように意識してしまう。

　……って、ただ妹と会話してるだけなのになんで緊きん張ちようしてんだ……。平常心平常心。

「あー、その……、試験の方はどうだった？」

「問題ありません。完璧にできたと思います」

「か、完璧……」

　さも当然のように答える涼花に、俺は戦せん慄りつする。

　いやまあ成績優秀な涼花なのだからその言葉に間違いはないだろうけど、それにしたってこうもナチュラルにその単語を使えるとは、やっぱ俺の妹はすごい。

「ま、万が一にもしくじるわけにはいきませんから、何度も見返しましたし名前欄らんもちゃんと確かく認にんしました。大だい丈じよう夫ぶです。それでも時間が余ってしまいましたが……」

　……去年俺が受験した時は、そんな超余よ裕ゆうなことにはならなかったんですけど。

「とにかくこれで、私も春からこの高校の生徒ですね」

　そして早くも勝利宣言。普ふ通つうだったらこんな大それたことを口になんてできないはずだが、涼花は全く他意がない様子だった。恐るべし。

「どうしたんですかお兄ちゃん？　なんだか難しい顔をしてますけど」

「そ、そうかな？　そんなつもりは──」

「……！　も、もしかしてお兄ちゃんは、私が同じ学校に通うことに抵てい抗こうがあったりするんですか……!?」

「え？　いや、そんなことはないけど」

「そ、そうですか。それならよかったです……」

　ホッとした様子で胸に手を当てる涼花。そしてやってくる静せい寂じやく。

　……ああもう、なんだろうこの変な感じは。最近ずっとこの調子だ。

　別に険悪な雰ふん囲い気きになるってわけじゃないけど、どこかかみ合わないというか、ギクシャクした感じになってしまう。お互たがい変に意識してるというか、仲直りした後の方が今までよりも気まずいってどういうことなんだよ……。

　何年も不仲だったから、今いま更さら普通の関係になるってのが難しいのかもしれない。

　かといってこのままだと疲つかれてしまうから、徐じよ々じよに慣れていくようにしないと、神経が持たないぞ。……と、とりあえず表面上だけでも落ち着こう。

「……帰るか」

「……そうですね」

　涼花も同じように考えていたのか、お互いどこか仕切り直すような雰囲気でそんなやり取りをして、正門に向かって並んで歩きだした。

　そんな俺達を、主に男子の受験生達がチラチラと眺ながめている。涼花には熱い眼まな差ざしを向け、俺にはちょうどその逆だ。おいお前ら、俺達は兄妹なんだからそういう視線を向けるな。誤解されるだろまったく。

「あ、ちょ、ちょっと待ってください」

　そんなことを考えていると、涼花が急に俺の服の裾すそをつかんで立ち止まった。

「どうした？　忘れ物か？」

「違います。……あ、いえ、ある意味そう言えなくもないんですが……」

　涼花はどこか歯切れの悪い口調でモジモジしていたかと思うと、

「その……、このまま帰るのももったいないと言いますか……。せ、せっかくですし、このままお兄ちゃんに校内を案内してもらいたいなって……」

　つんつんと人差し指を突つき合わせながら、そんなことを言い出した。

「校内を案内……？」

「ほ、ほら、さっきも言った通り私も春からここの生徒じゃないですか。ですから前もって学校の様子を知っておくのもいいかなって。べ、別に他意はないんですけど！　……その、ちょうどいい機会だと思ったものですから！」

「な、なるほど？」

　勢いよく前のめりになる涼花に、俺は上体を引きながら答える。

　既すでに合格が確定事じ項こうになっているのはさて置き（いやまあ涼花だから確定事項でも問題はないだろうが）、言ってる内容には納なつ得とくがいった。

　……なるほど、校内案内か。確かに、前もって学校の様子を知っておきたいっていうのは普通かもな。完璧主義者の涼花のことだから、予習的な意味合いもあるのかもしれないし、ちょうど俺という先せん輩ぱいもいるので都合がいいのだろう。

　……それに、考えてみれば俺にとってもいい機会じゃないか？

　最近は執しつ筆ぴつ活動が忙いそがしかったこともあって、仲直りして以来ゆっくり二人で過ごす時間もなかった。この機会にコミュニケーションを取れば、この謎なぞのギクシャク感も消えるんじゃないだろうか。

「妹のお願いを聞く兄貴ってのも、兄妹なら普通だし……」

「？　何か言いましたかお兄ちゃん？」

「い、いや、なんでもない。案内だろ？　ＯＫ、わかった」

「よかったです。ありがとうございます」

　うれしそうに笑う涼花に、やっぱりどこか緊張してしまう俺。

　……仲のいい兄妹ならこういうのは普通なんだから、徐々に慣れないとな。

　そんなこんなで俺は、涼花と一緒に学校内を歩き回り始めた。

　ここが一年の教室、あっち化学実験室、向こうにあるのが図書室──

「……と、図書室ではお兄ちゃんの隣となりに座って一緒に勉強をしたり……！」

　あそこに見えるのが体育館で──とまあ、そんな感じで普通に案内してたのだが、

「……体育館……。壇だん上じようで、全校生徒を前にしてお兄ちゃんは私のお兄ちゃんですって宣言をしたり……！　い、いえ、それはさすがに……！　でもでも……！」

　……なんか、涼花の様子がおかしいような気がする。

　俺の案内を熱心に聞いてるようではあるけど、どこか上の空というか……。

　だがそう思って眺めていると、涼花と目が合う度たびに逸そらされた。しかもそっとって感じじゃなくプイッと思いっきりだ。……もしかして不ふ機き嫌げんなのだろうか。

　仲直りしたってのに、俺はまた迂う闊かつにも涼花を怒おこらせるようなことを知らず知らずのうちにしてたのか？　いや、そうじゃなくてもしかしたら、仲直りはしたけど関係は今まで通りドライでという涼花の意思表示!?

「ど、どうしたんですお兄ちゃん!?　いきなり頭なんて抱かかえて!?」

　……い、いかん。どうも思考が変な方向へ飛んでしまう。何か別なことを考えよう。

「い、いや……、それで、どうだ？　普通の学校で面おも白しろみはないだろ？　七海坂は白桜みたいな変わった学校じゃないし……」

「お兄ちゃんが白桜にどんなイメージを持ってるかは知りませんが、白桜だって普通の学校ですよ。それに面白みなんてどうでもいいです。わ、私はこの学校の雰囲気が気に入りましたから」

　どこか恥はずかしそうにまた視線を逸らす涼花。その時ふと、あの疑問がまた俺の脳のう裏りをよぎって、いい機会だからもう一度訊きいてみようと思って口を開いた。

「なあ涼花。昨日も訊いたけど、どうしてここを選んだんだ？」

「え？」

「いろいろ理由は聞いたけど、やっぱりまだなんか腑ふに落ちなくてさ。ほら、白桜は名門だし高等部もあるし、わざわざこっちに移るなんて」

「ま、またその話ですか」

　涼花がむぅ……と、ほんのり赤い頰ほおを膨ふくらませる。

「き、昨日も言ったじゃないですか。高校はどこに行ったって大学受験に支障はありませんから。だったら見聞を広めるためにもですね……」

「わざわざ白桜の高等部を蹴けってまでってのはやっぱ──」

「べ、別に変じゃありません。いいじゃないですか私が納得してるんですから」

「そ、それはまあそうだけど」

「……それに、こ、この学校にはお兄ちゃんが……」

　かあああと顔を赤らめる涼花。語ご尾びがかすれてよく聞こえなかったが、お兄ちゃんって単語だけは聞き取ることができた。

　……俺が、なんだ？　…………も、もしかして、ひょっとして……。

「ま、まさかとは思うけど、俺がいるからこの高校を選んだとか……？」

「!?!?!?!?」

　俺の言葉に、涼花がスザザザザと弾はじかれたように後ずさる。

「な、な、ななななな……っ!?」

　あからさまに狼ろう狽ばいしている涼花だが、実は俺も似たような感じだった。

　……や、ヤバイ。思わずとはいえ、俺はなんつー恥ずかしいことを口走ってんだっ！

　一いつ瞬しゆんでも「俺と仲直りしたから兄妹で同じ学校に通いたいって思ったのかなー」なんてバカなことを考えるなんて、アホか俺は！

「そ、そそそそそれは、そ、そ、その……っ」

「ご、ごめん涼花！　いくら仲直りしたからって、お前がわざわざ俺を理由に高校受験なんてするわけないよな！　マジですまん！」

　俺が必死に謝罪すると、涼花は真っ赤な顔で「そ、そうです！」と答えた。

「そうですよ！　わた、私がそんな……、お、お兄ちゃんと一緒の学校に通って思う存分イチャイチャするためにわざわざ高校受験をするなんて……！　そ、そそそそんなバカなことがあるわけ…………、あるわけないじゃないですか!?」

　いやまったくその通りだよ。ほんと、何考えてたんだ俺は……。

「……変なこと言って、本当にごめん。忘れてくれ──……って、涼花？　なんで今度はお前が頭を抱えてるんだ？」

「い、いえ、ちょっと自己嫌けん悪おに……。はぁ、どうして私はこうなんですか……。せっかくお兄ちゃんと仲直りできたのに、それでも素す直なおになれないなんて……」

　涼花は小声でなにやら呟つぶやきながら「ううう……」とうめき声をあげている。謎だ。

「あー、その……、とにかく悪かった」

「い、いえ、お兄ちゃんは悪くありません。……それに、お兄ちゃんがいるからというのも、その、あながち間違いというわけではないですし……。あのその、もちろん知ってる人がいるから安心だという意味で」

　な、なるほど、そういうのは確かにあるかもな。

　ようするに、あれだ。涼花は涼花の理由で白桜以外の高校に進もうと思って、じゃあ俺もいるし家から近いし一応進学校だしって理由で七海坂を選んだんだろう。

　涼花本人がそれで納得している以上、俺がとやかくいう問題じゃなかったってことだ。

　……それに、とりあえずレベルでも俺がいるからって理由が聞けたことがうれしくて、俺はもうそれ以上追つい及きゆうする気がなくなっていた。

「そうか、わかった。じゃあ何か困ったことが出てきたら遠えん慮りよなく言ってくれ」

　まあ涼花に限ってそんなことにはならないと思うけど、と俺が笑っていると、

「あ、あの、お兄ちゃん」

　涼花がチラチラとこちらを見ながら、なにやらモジモジしていた。

「……い、今いま更さらなんですけど、わ、私がこの高校に通うことで、お兄ちゃんに迷めい惑わくになったりはしませんか……？」

「迷惑？　なんで？」

　俺はその質問の意味がよくわからず、素すで首を傾かしげる。

　涼花が同じ学校にいて俺に迷惑になるようなことなんてないだろ。

　俺が同じ学校にいて涼花の迷惑になるようなことならあるかもしれないけど……。

「そ、その、相談もせずに勝手に決めてしまったことですし、もしかしたらお兄ちゃんの学校生活の邪じや魔まになったり……」

「おいおい、そんなことあるわけないだろ？」

　ため息交じりに肩かたをすくめる。俺としてはむしろ、涼花と仲直りできたこの時点で同じ学校に通えるようになったってのは、普ふ通つうにラッキーなことだ。今まで別々だった時間をここで取り返せるかも──そう考えたらワクワクしてくる。

　……とはいえ、それを面と向かって涼花に言えるわけないけどな。

　底冷えする目で「お兄ちゃんはそんなことを考えてたんですね……」なんて言われた日には、ちょっと立ち直れなくなるかもしれない。想像するだけでキツイ。

「俺の心配なんてしなくていいよ。それに、お前が邪魔になるなんてことは絶対にあり得ないから、気をつかわなくていいからな？」

「あ、ありがとうございます……！」

　安あん堵どするようにほぅ……と息を吐つく涼花。

　……ほんと、俺の妹さまは頭に「超ちよう」がつくほど真ま面じ目めなやつだよ。

「お兄ちゃんにそう言ってもらえてよかったです。もしかしたらと思っていたので……。では、案内を続けてもらえますか？」

　了りよう解かい──と、そんなこんなでまた校内巡めぐりを再開する俺達。

　教室のある校舎を出て部活棟とうの方に足を向けると、だんだんとすれ違ちがう生徒の数が多くなってきた。今日は受験のため基本的に学校は休みなのだが、それでも部活がある生徒は結構登校してきているようだ。

「賑にぎやかですね。部活が盛さかんな学校なんですか？」

「あ、ああ、まあ……」

　辺りを見回しながら質問をする涼花だが、俺は生返事だった。

　……原因はこの視線だ。さっきからすれ違うやつらが俺達（ってか涼花）を見ては、ヒソヒソとやってやがる。男子連中なんて明らかに涼花に見とれてるし、さっきの受験生達と反応が同じじゃねえか。

「……おいあの子、すげー可愛かわいいぞ」「……うわ、マジだ。あの制服、受験生か？」

　おいおい思いっきり聞こえてるぞ、そこ。涼花が可愛いのは事実だが、だからってそんなテンプレ反応を堂々と披ひ露ろうしないでほしいもんだ。

「なんだか目立ってますね。白桜の制服だからでしょうか？」

　そして肝かん心じんなところで勘かんが鈍にぶい涼花。お前はもうちょっと自分が美少女だという自覚を持つべきだ。もちろんそんなことを俺の口から言えるわけがないんだが。キモいし。

「……横にいるのって、永見だよな？」「……くそっ、なんであいつばっかり可愛い子と一いつ緒しよにいるんだよ」「……まったくだ。既すでに氷ひ室むろさんという人がいながら」

「ちょっ!?」

　その時、また違う方向からそんな声が聞こえてきて、俺はそのトンデモな内容に思わず反応してしまう。……前者はともかく、後者の台詞せりふは明らかにおかしいだろ!?　なんだよ氷室さんという人がいながらって！　どういう意味だよ！

「……………………ほう」

　それはもちろん涼花にも聞こえていたようで、刺さすような視線をこちらに向けてくる。

　ゴゴゴゴゴ……という音が聞こえてきそうなほど緊きん張ちようした空気がいつの間にか漂ただよっており、俺は冷や汗あせを垂らしながら背筋を伸のばした。

「学校でお兄ちゃんが氷室さんとどういう関係と認にん識しきされているのか、非常に興味があります。是ぜ非ひ説明していただきたいものですね」

「い、いや、関係も何も、特別なアレは一いつ切さいなくてだな……。ごく普通の友達というか、それ以前の知人というか、むしろストーカーと被ひ害がい者というのが正しい認識で……」

「それなら同じ学校の生徒にあんな風に言われるわけないですよね……？」

　涼花が目だけ笑ってない笑え顔がおをこちらに向ける。

　背後にどす黒いオーラのようなものが見えるのは……、目の錯さつ覚かくだと言ってください。

「……くそ、リア充じゆう爆ばく発はつしろ」

　そしてさらに煽あおってくる外野陣じん。……うっせーお前らが爆発しろ！　ってか俺はリア充じゃねえよ！　充実してる要素が何一つねえよ！　なんでこんな目に遭あってんだよ！

　と、嘆なげいてる場合じゃない。涼花をなだめないと……。

「あ、あいつらが勘違いしてるんだよ……！　舞まいが俺に絡からんでくる事情はお前も知ってるだろ……？　しかも同じクラスだから余計に誤解されるんだ……！」

　俺は涼花にそう耳打ちするが、胡う散さん臭くさそうな視線が全然緩かん和わされない。なんでだ。

「……本当にそれだけなんですか？」

「そう、それだけ！　でも事情を知らないやつらが勝手に勘違いするから困るぜ！　というわけでここの案内も終わったことだし、他の場所に移ろう！」

　俺はまだ「むうう……」と納なつ得とくしていない涼花の背中を押して、部室棟を後にする。

　とにかく他のことに注意を逸そらして、この話題をさっさと忘れさせるしか──

「あ────っ！　祐じゃない！」

　ない！　と思った矢先、横合いから聞こえてきた大声に、俺はガクリと肩を落とす。

　……どうしてこのタイミングで、今一番会いたくないやつに遭そう遇ぐうするんですかねぇ!?

「なんであんたが学校に来てんの!?　それに、なんで涼花さんも一緒にいるわけ!?」

　説明するまでもないと思うが、中庭に退たい避ひした瞬しゆん間かんにエンカウントしてしまったこの女子生徒こそ、今さっき話題に上った氷室舞その人である。

　学校一の美少女であり、プロラノベ作家炎えん竜りゆう焰ほむらであり、そして永と遠わ野の誓ちかいのストーカーでもある。そのポンコツな性格からよくトラブルを呼び寄せてくれるわけだが、それはさっきの誤解からもわかってもらえると思う。ってかわかってください。

「お前こそ、なんで学校に来てるんだよ。今日は休みのはずだろ？　お前は部活にも入ってないはずだし……」

「それは祐も同じでしょ。私は数学の補習があったからよ！」

　バーンと豊満な胸を張って自じ慢まんげな舞。

　……こんなことでいちいちツッコんでたら過労死するからしないぞ？

「ラノベ執しつ筆ぴつで忙いそがしかったんだけど、先生が怖──わわわ！　わ、私は真面目だから、補習にも来てあげたってわけよ！　そのおかげで偶ぐう然ぜん祐にも会えたし、さすが私よね！」

「なんでその部分で偉えらそうにできるのか俺にはわからねえよ……」

「そ、そんなことよりも──あ、涼花さんこんにちは──あんた達がここにいる理由を教えなさいよ。特に、涼花さんが一緒にいる理由！」

　そう問い詰つめられ、俺はどうしたもんかと一瞬悩なやんだ。

　が、すぐに、別に隠かくし立てするようなことでもないと気がつく。

「えっと、実はだな──」

「お兄ちゃん、それは私から説明します」

　だが、なぜか涼花が俺を遮さえぎる形で前に出た。

「こんにちは氷室さん。実は今日、私はこの学校に受験をしに来たんです」

「え？　じゅ、受験？」

「はい。お兄ちゃんは付き添そいに来てもらいました。それで試験が終わったので、帰る前に校内の案内をしてもらっていたんです」

　涼花はにこやかな笑みを浮うかべながら端たん的てきに説明する。さらに続けて、

「つまり、この春からお兄ちゃんと同じ高校に通うことになるというわけです。なので氷室さんも、これからよろしくお願いします」

　ペコリとお辞じ儀ぎをして、そう締しめくくる。その時の表情が不思議と朗ほがらかというか、どこか自慢げに見えたのは俺の気のせいだろうか……。

「な、なんですって……っ!?」

　一方舞は、なぜか愕がく然ぜんとした様子で後ずさった。

　……なんであんな大げさな反応をしてるのかまるでわからないが、いつの間にか涼花と舞の間に謎なぞの緊きん張ちよう感が漂っているような気がする。

「す、涼花さんが同じ高校に通うなんて、そんなことになったら……」

「ふふふ、どうしたんですか氷室さん」

「く……っ！　まさか涼花さんがこんな思い切ったことをするなんてね……！」

「あのー……」

「祐は黙だまってなさい！　牛にステーキの焼き加減を議論する資格はないのよ！」

「意味がわかんねえよ!?」

　そして何気にたとえがヒドイ。意味がわからないけどとにかくヒドイ。

　涼花と舞は俺の方には目もくれず、なんか見つめ合ってるというか睨にらみ合ってるというか……、一体何なんだよこれは……。

「……ふ、なるほど、私もこのままじゃいけないってわけね」

　やがて舞は腕うでを組むと、そんなわけのわからないことを言い出した。

「その持って回ったような言い方、なんかのラノベキャラの真ま似ねか？」

「ち、違うわよ！　現状認識を改めただけ！　そんなことよりも！」

　舞はそう言いながらビシッと俺の方に指を突つきつけて、

「涼花さんの案内をしてるって言ってたわね！　それ、私もついていくから！」

「へ？　そりゃまあ別にかまわないけど、そんな無む駄だに力を入れて言わなくても」

「ええ!?　い、いえ、その、原げん稿こうなどで忙しいでしょうし、そんなお手間は……！」

　一転、涼花が焦あせったようにワタワタと手を振ふる。

「別に私はかまわないから。それに祐だけだと案内できない場所もあるでしょ？　女子更こう衣い室とかトイレとか」

「そ、そこもお兄ちゃんに案内してもらいますから！」

「できるか!!」

　サラッと無茶苦茶なこと言ってくれるなお前は！

「そんなわけだから、私も一緒についていくからね！　ほら、さっさと行くわよ祐！」

「って、案内が必要なのは俺じゃなく涼花だろうが！」

　舞が俺の腕を摑つかんでグイグイと引っ張っていく。涼花が慌あわてた様子で「ま、待ってください！」とついて来るが、どんな構図だこれは。

「……むう、むうううぅ……。せっかくお兄ちゃんとの二人きりが……」

「まあでも、舞の言ってたことも一理はあるし、こうなった以上は舞にも案内してもらえばいいじゃないか。どうせ強ごう引いんなんだから、何言っても無駄だ」

「……お兄ちゃんはちょっと黙っててください」

「誰だれが強引なのよ誰が！」

　フォローしたら左から妹に睨まれ、右からは舞に文句を言われた。

　……傍はたから見たら両手に花かもしれないが、実際は全然そんなことないからな？

「……あ、氷室さんと一緒にいるのって」「……永見くんだよ。ほら、付き合ってるって噂うわさの」「……でもその隣となりにいる可愛い子は？」

　そうやって三人で校舎内を歩いていると、見知った女子三人組と出会った。

　同じクラスの女の子達だが、俺達を見て遠巻きにヒソヒソとやっている。……内容はバッチリ聞こえてるんだけどな。

「ふふーん。聞いた聞いた？　わ、私達付き合ってると思われてるんだって」

　舞がニヤニヤと笑いかけてくる。……こ、こいつ、永遠野誓のファンだからって理由で俺と噂されても平気なんだろうが、こっちはたまったもんじゃないぞ……。

　声を大にしてそれは誤解だと言いたいが、俺がラノベ作家・永遠野誓（の代理人）だってことは学校では秘密にしてるから、できない。くそぅ……。

「お、お兄ちゃん？　そんな風な認識をされて喜んでいるんですか……？」

「お前には俺が喜んでるように見えるのかよ……」

「見えます。鼻の下を伸ばして思いっきり……っ」

　なんでそういうところだけ目が節穴になるの!?　いつもの鋭するどさはどこへいった！

　上じよう機き嫌げんな舞と不機嫌な涼花に挟はさまれていると、また女子達のヒソヒソ話が聞こえた。

「……もしかして、あの子も永見くんの？」「……え？　じゃあもしかして二ふた股また？　修しゆ羅ら場ば？」「……うわっ、氷室さんだけじゃ満足せずにあんな可愛い子まで？　鬼き畜ちくじゃん」

「だ────っ!!」

　さ、さすがにこれ以上好き勝手言わせておくわけにゃいかん！

　舞とのことだけなら俺が針の筵むしろに座ってりゃ済むが、涼花に変な噂が立つようなことだけは容認できない。そういう芽は今のうちに摘つんでおかねば！

「変な誤解はしないでくれ！　こいつは俺の妹なんだよ！　今日は受験しに来たの！」

　俺が詰め寄ってそう説明すると、女子達は「え────!?」と声を上げた。

「ウソ！　妹さん!?　全然似てないよ!?」

「ほっとけ！　俺だってそう思ってるけど事実なんだよ！」

「え？　じゃあ氷室さんと妹さんとで二股？　やっぱ鬼畜……」

「なんでそうなる!?　ってかついでに言っとくけど、舞とだって別に付き合ってたりしないからな!?」

「ちょ、ちょっと祐！　ついでって何よついでって！」

　後ろで舞がギャーギャー騒さわいでるけど無視だ無視！　それどころじゃない！

「ふーん、妹さんだったんだね」「なーんだ。面おも白しろいことになりそうだったのに」

　さらに誠心誠意説明すると、女子達はわかってくれたようだった。

　……にしても、面白いことになりそうってなぁ……。ＪＫは恐おそろしいぜ。

「はぁ……、とにかくそういうわけだから、妹のことで変な噂とか流さないでくれよ」

　俺は最後にそう言って、女子の集団から離はなれた。不満顔で出で迎むかえた舞は見ないようにしたが、なぜか涼花の方も同じくらい不満そうな顔を俺に向けていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって涼花。入学早々変な誤解を受けるようなことはないから」

「……むう、それはまあ、百歩譲ゆずって望むところなのですが……」

　百歩譲って望むところってどういう意味だろう……。

「そうじゃなくて、お兄ちゃんが妹だって説明した時の反応が……」

　唇くちびるを尖とがらせて言う涼花に、俺はさっきのことを思い出していた。

「えーと……？　俺達が似てないってとこ？」

「違ちがいます。似てないのは事実です」

「そ、そうですか……。でもあとは──特に何の問題もなく納得してもらったと思うんだけど、何かマズかったか？」

「そう、ですよね……。特に何の問題もなく納得されてしまったんです。『なーんだ』という感じで、軽く……」

　涼花はどこか真しん剣けんな顔で呟つぶやく。だが俺には、それの何が問題なのかまるでわからない。

　涼花が俺と付き合ってる女の子じゃないかっていう誤解が、それで解けたんだからよかったんじゃないのか？　涼花には何がそんなに引っかかっているんだ？

「……やっぱり、妹のままではダメということですか……！」

「……涼花？」

　何か決意を固めたような様子でグッとこぶしを握にぎり締める涼花。本当に何が起こっているのかまるでわからない俺は、どういうことなのか再度訊たずねようとしたのだが、

「ほら、いつまでもこんなとこにいないで、案内の続きに行くわよ」

　と、舞に腕を引っ張られ、その機会を逸いつしてしまった。

「いや、その前にちょっと涼花と話が──」

「何をしてるんですかお兄ちゃん。早く行きましょう。新たな目的が加わりましたから、のんびりしている暇ひまはありませんよ」

「ええ!?」

　と思ったら、いつの間にか涼花が元に戻もどってるし、なんなんだよマジで……。

　俺は涼花と舞に引っ張られ、校舎内の探たん索さくを再開する。もうなにがなんだかわけがわからないから、好きにしてくれ。抵てい抗こうする気力もない。

「それで、祐は今までどんなところを案内してたの？」

「どんなって……、普ふ通つうに教室のある場所とか部活棟とうとかだよ」

「なるほど、じゃあ次の場所は決まったわ。行くわよ」

「望むところです」

　舞が歩き出すと、涼花も同じ速度でついていく。間に挟まれた俺は従うしかない。

　なぜかウキウキとした顔の舞も不安なら、それに挑いどみかかるような涼花の視線もまた不安だった。なんで学校を案内するだけで、こんなにも空気が張りつめてんだ……。

「着いたわ、ここよ！」

　そんなこんなで舞に連れられてやってきたのは──

「……ここって、なんで体育倉庫なんだ？」

　なぜか体育館を素す通どおりして、その奥にあった倉庫だった。

　跳とび箱や平均台など、体育で使う道具が収められている普通の倉庫で、わざわざこんな所を案内する必要はないと思うんだが。

「な、何言ってんのよ祐。ここは私達にとって特別な場所じゃない」

　しかし舞は、頰ほおを染めてモジモジしながら、そんな意味不明なことを言い出した。

「ど、どういうことですかお兄ちゃん！」

　……いや、そんなこと言われても、俺自身も何のことかわからないんですけど。

　俺が涼花をなだめていると、舞は思いっきり胸を張って、

「ふっふーん、ここはね涼花さん、私と祐が二人きりで過ごした思い出の場所なのよ！」

　と、無駄に自じ慢まん気げにそんなことを言い放った。

「……なっ!?　なんですって……!!」

　ガーンと打ちひしがれた様子の涼花。ついでに俺も。

「ほ、本当なんですかお兄ちゃん！　氷室さんと、ふ、ふふふ二人きりでなんて……！」

「いやいやいや！　俺も全然心当たりがないんだって！」

「こ、こここ、こんな薄うす暗ぐらい人ひと気けのない場所で氷室さんと二人きり……!?　い、一体何をしていたというんですかお兄ちゃんは！」

「お、落ち着け涼花！　ってか舞、なんだよ二人きりの思い出って！　誤解を招くような捏ねつ造ぞうをしてんじゃねえよ！」

「ね、捏造なんかじゃないわ！　祐だって覚えてるでしょ!?　この場所で二人きりで息を切らせて汗あせを流したことを！　あの時は本当に身体からだが火ほ照てったわ……！」

「お、お兄ちゃぁん……っ！」

　熱い吐と息いきを漏もらす舞に、毛が逆立たんばかりの迫はく力りよくの涼花。

　……くそっ！　なんでこんなことになってんだよ……！　体育倉庫で舞と二人きりとか本当に身に覚えのないことだってのに──

「ん……？　待てよ？」

　だがその時、ふと頭にある可能性がよぎった。……まさか、

「おい舞……、お前が言ってるのって、俺が体育倉庫の整理を手伝った時の話じゃ……」

「そうよ？」

　しれっと!!

「おい待て！　あれはお前が一人じゃ無理だから手伝ってくれって俺に泣きついてきたから、一いつ緒しよに片付けたってだけじゃねえか！」

「う、ウソはついてないじゃない！　あの時は祐と二人きりだったし、夏だったから熱くて汗が出て身体が火照ったのよ！」

　な、なんという悪意しかない表現……！

「聞いたか涼花!?　そういうことだから、やましいことなんて一いつ切さいないからな!?」

「……でも、氷室さんと二人きりでこんな場所にいたことは間違いないんですよね」

　う～～……と唸うなりながら悔くやしそうな表情を浮うかべる涼花。

　……そりゃ事実はそうだけど、俺にどうしろってんだよ……。

「そ、そうよ涼花さん。祐と二人きりでいたことには違いないんだからね！　……ふっ、あれは夏の思い出の中でも特に輝かがやかしいものだわ……」

「もうちょっとマシな思い出くらいあるだろうに……」

　ドヤ顔の舞を見ていると、そこはかとなく悲しい気分になってくる。

「……はぁ、なんとなく感じてたけど、やっぱ舞に任せててもまともな案内にはならないみたいだ。あいつは放ほうっておいて他の場所に行くとしようぜ……」

　俺がため息交じりで涼花にそう言うと、

「……いえ、氷室さんの案内は非常に興味深いです。もっと他の場所にも連れて行ってもらいたいものですね」

　と、なぜか俺の方に鋭い視線を向けながらそんな答えが。……なぜだ。

「さあさあ、次の場所に行くわよ！」

　そして再び舞の先導で移動する俺達。

　次にやって来たのは……、今度は保健室？　なんだってこんな場所に。

「ここも祐との思い出の場所よ！　怪け我がをした祐を、私がこの手で看護したの！　祐の身体に直接触ふれて包帯を巻き、絆きずなを深めたあの日を忘れないわ……」

「ほ、ほほほう？　お、おおおお兄ちゃん、弁明は？」

「ま、待て！　……それはまさか、こけてちょっと手を擦すりむいた時のことか!?　大したことないって言ってんのに、お前が無理矢理保健室に連れて行った、あの……！」

「やっぱり祐も覚えてるのね。た、大切な思い出だもんね」

「どこが!?　そもそもこけたのだってお前が勢い余ってぶつかってきたからだし、捏造なだけじゃなく自作自演じゃねえか！」

「あ、悪意のある表現はしないでほしいわね！　細かいことはさて置き、私があんたを看護しながらイチャイチャしたのは事実じゃない！」

　事実じゃねえよ！　消毒は忘れるわ包帯はまともに巻けないわ、イチャイチャはもちろん看護だってできてなかったよ！

「甲か斐い甲が斐いしく手当てする私に熱い視線を送る祐……。今でもはっきりとその光景を思い浮かべられるわ……」

　なぜか頰を染めながら遠くを見つめる舞。多分その時の俺も、今と同じように呆あきれかえったジト目を向けていたに違いない……。

　俺は「はぁ……」とため息を吐つきながら涼花の方に向き直る。涼花のやつも、舞のバカバカしい話に呆れかえってるだろうな──

「ひ、氷室さん？　か、看護なら私の方が上手だと思いますよ？」

　……と思っていたのだが、涼花はなぜかヒクヒクと顔を引きつらせながら、舞に対たい抗こうするようにそんなことを言った。……って、なぜに……？

「お、お兄ちゃんが風か邪ぜを引いた時だって一いつ生しよう懸けん命めいお世話しましたし、怪我の手当てだって私の方が手て際ぎわよくできると思いますし……！」

「でも、私みたいに実際に包帯を巻いたことはないのよね？」

「それはそうですけど……！　けれどそこまで言うなら、今ここで包帯くらい巻いてみせますから！　お兄ちゃん、ちょっとそこに座ってください！」

「ええ!?　な、なんでまたそんな!?」

　いきなり変なことになって戸と惑まどう俺を「いいですから！」と無理矢理ベッドに座らせてから、涼花は棚たなから包帯を取り出す。

「あ、それなら私もやる！　私の手際を実際に見せてあげるわ！」

　そして、意味不明なことに舞までそれに続き、包帯を構えて迫せまってきた。

「ちょ、ちょっと!?　どういう事態だよこれは!?」

「動かないでください！　ほ、包帯を巻きますから、手を伸のばして……！」

「じゃあ私は腕うでに巻くから！　祐、上着を脱ぬぎなさい！」

「な……っ!?　で、では私はお兄ちゃんの上半身全体に──」

「いやいやいや!?　お前らなんか目が据すわってるぞ!?」

　俺はその謎なぞの迫力に、思わず後ずさろうとする。だが二人はそんな俺を逃にがさないとばかりに前のめりになり、結果的に、

「うわっ!?」

　俺は二人に押し倒たおされる形で、仰あお向むけにベッドに倒れ込んだ。

　身体の上に感じる二つの柔やわらかな重みや、間近に迫る涼花と舞の顔に、俺の体温が急激に上じよう昇しようしていく。……って、どういうシチュエーションだよこれは!?

「あ、安心してくださいお兄ちゃん。優やさしく丁てい寧ねいにしますから……！」

「わ、私のテクニックに酔よい知れなさい……！」

　包帯の話だよな!?　なんか変な感じに聞こえたけど、気のせいだよな!?

　俺が焦あせっている間にも、ジリジリと迫ってくる二人。

　……と、とにかく、なんとかこの状じよう況きようから脱だつ出しゆつしないと──と必死に考えていると、

「……え、えーと、あなた達は何やってるのかしら……？」

　二人の背後から、保健の先生が戸惑った顔でこちらを見ているのに気がついた。ちょうど今帰ってきたところらしく、二人の注意もそちらへと向く。……これはチャンスだ！

「ななな何でもありません！　失礼しました！」

「あ、お兄ちゃん？」「ちょっと、祐！」

　俺はガバッと起き上がり、二人の腕を摑つかむと急いで保健室から出て行く。そして人ひと気けのないところまで移動すると、ようやく手を離はなした。……た、助かった。

「もう、いきなりなんなのよ！」

「そうですよ。どうして出て来ちゃったんですかお兄ちゃん。これでは、どちらが上手にお兄ちゃんを手当てできるかがわからないじゃないですか」

「……だ、だから、いつの間にそんな話になってんだって……。校内を案内するのが目的だったはずだろうが……」

　不満げに睨にらむ涼花に、俺は息を切らせながら反論する。

「う……っ、そ、それはその通りですけど……。でも氷室さんとだけそんな思い出があるなんて……、そんなのズルイじゃないですか……」

「ズルイ？　ズルイってどういう」

「い、いえ、何でもありませんよ!?　……と、とにかく出てきてしまったものは仕方がありません！　お兄ちゃんへの手当てはまた今度の機会にするとして、氷室さんにはもっと他の場所も案内してもらいましょうか！」

「ふっ、望むところよ涼花さん。私と祐の思い出の場所はまだまだあるんだから！」

「ま、まだ舞に案内させるつもりなのか……」

　さっきから訪おとずれる場所が変だし、言ってることも無茶苦茶だし、それになんかいつの間にか趣しゆ旨しが変わってるような気すらするんだが……。
















　とはいえ、案内される主体の涼花がああ言っている以上どうしようもない。

　そんなこんなで、その後も俺達は舞に連れられて校内の様々な場所に足を運んだ。

　中庭のベンチで愛を語らっただとか、図書室で一冊の本を二人で読んだだとか、家庭科実習室で俺にクッキーを作ってあげただとか、舞は説明するたびに自じ慢まんするように胸を反らし、涼花はそれを聞いてさっきと同じような感じでピキピキと頰を引きつらせていた。

　……ちなみに言うまでもないが全すべて捏造だ。もしくは主観の相そう違いだ。

　だが、俺がいちいち反論しても涼花は超ちよう絶ぜつ不ふ機き嫌げん顔で、

「こ、こんなにもいっぱい氷室さんとの思い出の場所があるんですね……！」

　と俺を睨むばかりで、まるで納得してくれている様子はなかった。……悲しい。

「そしてここが、私と祐が初めて出会った場所よ！」

　そんなこんなで舞に最後に連れてこられた場所は、校舎の屋上だった。

「ここで私達は初めてお互たがいの秘密を共有したのよね！」

「……ようするに、俺が永遠野誓で舞が炎竜焰だって認にん識しきし合った時のことだろ。ってか初めて出会ったのはここじゃなくて教室じゃねえか」

「こ、細かいことはいいのよ。屋上で出会ったことにした方がなんだか劇的だし」

「既すでに語るに落ちてるんですけど!?」

「あの時祐は私の必死のお願いをよろこんで聞いてくれて、研究するのを許可してくれたのよね……。『ああ、お前の好きなように俺を研究してくれ』って……」

「ほ、本人を目の前によくもまあ……。お前が俺の正体をみんなにバラすって脅きよう迫はくした結果じゃねえか！　しかもそんな台詞せりふは一言も言ってないし！」

「そ、そうだったかしら？　まあちょっとくらいの脚きやく色しよくは作家の性さがよね？」

「事実無根の出来事は脚色とは言わない！」

　俺はしらばっくれる舞に深いため息を吐いて、涼花の方を振ふり返る。

「……お前もわかってるだろうけど、こいつの言ってた内容は十割デマだ。実在する個人や団体とは何の関係もないってやつだからな」

「失礼ね！　事実を基もとにしてるんだから一割くらいは本当よ！」

　無視だ無視！　もはやツッコむ気にもならない。

「……わかっていますよ。全て氷室さんの主観の話だってことくらい」

　涼花は「む～……」としばらく唸っていたが、やがて拗すねたように唇くちびるを尖とがらせながらそう返した。俺はそれを聞いて、ほっと胸をなで下ろす。

「わかってるんです。わかってるんですけど……」

　だが、涼花はそう言ってはいるものの、やっぱりまだ不機嫌顔のままだった。

「え、えーと、涼花さん？　何を怒おこっていらっしゃるんでしょうか……」

「わ、私は別に怒っていません。ただ……」

　ただ……、なんだろう？　こんな歯切れの悪い涼花は初めてだった。

「ただ…………、思い出が氷室さんの脚色だとしても、その基となった出来事は実際にあったんです。それだけ学校でお兄ちゃんとの時間を過ごしてきたんですよね」

「それはまあ……、同じ学校の生徒だしな」

　さらにいうとクラスメートで、おまけにいうとストーカーでもある。

　実際、学校で一番多くの時間を過ごしているのは舞だ。……迷めい惑わくな話だが。

「…………そして、いえ、だからこそ、お兄ちゃんとお付き合いしているとみんなに思われている……。でも、じゃあ、妹である私は……、同じことをしても果たして……」

「え？」

「はっ!?　い、いえ、なんでもありません！」

　涼花は俺の声にビクリと反応し、慌あわてて首を横に振る。

　その様子もさっきまでの何かを考え込んでいた姿も、どう見ても「なんでもない」はずはなかったが、何度訊たずねても涼花は「大だい丈じよう夫ぶですから！」の一点張りだった。

「ほ、本当に何でもありませんから。あんまり心配しないでください」

「……それならいいけど。なんか元気がなかったようにも見えたから」

「いえ、そんなことはないです。それどころか、今からもうこの学校に通うのが楽しみになってきましたから。氷室さんの案内のおかげで！」

「ま、マジですか……？」

　あんな無茶苦茶な案内で、どうして涼花のやる気が出たのか謎だった。

　というか俺の案内より舞の方がよかったってことなのか？　なんか凹へこむんだが……。

　俺がズーンと肩かたを落としている間、涼花は「そう、そうですよ……！」と、まるで自分に言い聞かせるように繰くり返していた。

「……これからは、お兄ちゃんと同じ学校に通うんです……！　このままじゃダメです。このままでは……！」

　何かを決意するようにグッとこぶしを握にぎりしめる涼花。

　新たに始まる高校生活を思い浮うかべているのだろうが、何をそこまで強く考えているのか、俺にはまるでわからなかった。

　……まあなんにせよ、涼花の機嫌が直ったのはよかった。俺はほっと胸をなで下ろす。だがその時ふと、舞の様子がおかしいことに気がついた。

「…………そう、このままじゃ、ね」

　珍めずらしく真しん剣けんな顔で、涼花の方をジッと見つめている舞。

　何か小声で呟つぶやいたようだが、それは屋上に吹ふく風に飛ばされて聞こえなかった。その代わり、その後にポツリと漏もれた言葉だけは、俺の耳にもハッキリ届いたのだった。

「……でも、じゃあどうすればいいのかしら」




　　　　　　　▼




　案内も終わり、そろそろ帰ろうということで俺達は学校を後にした。

　当然のようについてきた舞と一いつ緒しよに帰路についていると、涼花が、

「お兄ちゃんのバイト先に寄って行きませんか？　これからお世話になることも増えるでしょうから」

　と、そんな提案をしてきた。

　なるほど、俺のバイト先である丸まる猫ねこ書店は、ちょうど学校と自宅の中間あたりに位置している。涼花が今通っている白桜からだと、家と反対方向になるから今まではあんまり馴な染じみがなかっただろうが、これからはそうじゃなくなるもんな。

　そんなわけで、俺達は連れ立って丸猫書店へと向かった。

　ちなみに今日はバイトの日ではないので、純じゆん粋すいに客としての訪問だ。

「ん？　あ～、ナガミンと舞ちゃん～。それにナガミンの妹さんも～」

　書店では、バイトの先せん輩ぱいでありこの店の娘むすめさんでもある江え坂さかさんが出で迎むかえてくれた。

　成人してるのに見た目が小学生という魔ま性しようの人だが、俺は別にこの人が目当てでここでバイトしているわけじゃない。なので変な誤解はしないでいただきたい。

「どうしたのみんなで～？　ナガミンのハーレムを見せびらかしに来たのかな～？」

「のほほんとした顔で悪意たっぷりなことを言わないでくれますかね……。そうじゃなくて、学校の帰りで寄ってみようって話になっただけです」

「ほへ～、そうなんだね～。私の勤労っぷりを見に来てくれたんだ～」

「……存在しないものは見られないと思いますけど」

　レジにべた～と顎あごを載のせていつものスタイルで溶とけている江坂さんに、俺は冷たい目を向ける。だが江坂さんはまるで堪こたえた様子もなく、

「何をおっしゃるナガミン～。現に私はいま接客中なのだよ～？」

「え？　お客さんが来てたんですか？　だったら俺達とダベってる場合じゃ──」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫～。お客さんと言ってもナガミンのお客さんだから～」

　その言葉に俺が「へ？」と返すと同時に、本ほん棚だなの陰かげから一人の女性が出てきた。

「ふふ、私は運がいいな。よもやこんなところで先生と会えるとは」

「え？　し、篠しの崎ざきさん？　なんでこんなところに？」

　それが担当編集の篠崎さんだったので、俺はもちろん涼花や舞も驚おどろく。

「妹さんと炎竜先生も一緒とは。これはあれかな？　妹さんを嫉しつ妬とさせるために炎竜先生にコナをかけたとかそういう構図なのかな？　そしてあわよくば炎竜先生もその毒どく牙がにかけようと……。ふふふ、さすが永遠野先生だな」

「よくまあ妄もう想そうだけで一いつ瞬しゆんにして俺を悪者にできますねぇ!?」

「うわ～、ナガミン鬼き畜ちく～。私もナガミンに食べられちゃうよ～」

「お兄ちゃん……、最低ですね」

「祐、見み損そこなったわ……」

　……こいつらはなんでこんなにも息がピッタリなの？　打ち合わせでもしてるの？

「まあそれは冗じよう談だんだとしても、学校帰りで妹さんと一緒とはどういうことかな？」

「受験をしてきたんです。この春からお兄ちゃんと同じ高校に通います」

　篠崎さんの質問に、涼花が毅き然ぜんと受け答えをする。

「なんと！　やはり妹さんは素す晴ばらしい！　先生の作品のために高校まで同じところを選ぶとは、あなたは妹の鑑かがみだ！」

「い、いえ、それほどでもありません」

「……あの、涼花が俺の高校を選んだのは別に俺の作品のためじゃ……」

「これからもその調子で先生との愛を積み重ねていってくれたまえ！」

「そ、そんなのじゃありませんけど。お、お兄ちゃんの面めん倒どうを見るのは妹の義務なので」

　聞いちゃいねえ……。どうしてこの二人はこう無む駄だに相あい性しようがいいんだ……。

　その割にはなんか会話が嚙かみ合ってない気がするのも余計に謎なぞだ。

「そ、それより篠崎さん。ここにいる理由を」

「ん？　ああそうだったな。実はここに来る前に先生のお宅を訪ねたのだ」

「え？　なんでまた？　そんな予定聞いてましたっけ？」

　俺は訊ねながら、密ひそかに涼花に目配せする。

　編集との電話のやり取りは代理人である俺の役目だが、メールは本物の永遠野誓である涼花が担当しているから、そっちでそんな話になってるのかと思ったのだ。

　しかし涼花は無言で首を横に振って否定。

「いや、突とつ然ぜん行けば先生が驚くかと思ってな。だがあいにく留守で、しかも携けい帯たいに連れん絡らくしても通じなかったから、以前話で聞いていた先生のバイト先に来てみたというわけさ」

　そういえば、図書室で一度注意されたからスマホの電源を切っておいたんだ。

　……なるほど、それでここで鉢はち合あわせしたってわけか。偶ぐう然ぜんだな。

「でも編集がわざわざ訪ねてくるとか、なにか重大な報告でもあるんじゃないの？」

　舞の言葉に、俺も涼花もハッとする。言われてみればその通りだ。

　俺達は篠崎さんの次の言葉を固かた唾ずを吞のんで待つ。篠崎さんがそれを察してか、ふっと意味ありげな笑えみを浮かべてから、ゆっくりと口を開いた。

「ふふ、実は……………………、特に用事はない！」

「「「……は？」」」「ほへ～」

　綺き麗れいにハモる俺と涼花と舞。ついでに江坂さん。

「いや、あの……、じゃあなんで……？」

「実はこの近くに来る用事があってね、ついでだから一度先生のお宅にお邪じや魔ましようかと思ったのだよ。ほら、家庭訪問的な感じで」

　……な、なんだそりゃ。編集が作家の家庭訪問なんて普ふ通つうは──……ないよな？

「ふふふ、それに先生の部屋を見せてもらって、夜のおかずの傾けい向こうなども調べておこうと思ってな。担当編集として、そこは把は握あくしておかないとだろう？」

「そうですか。お帰りはあちらですどうもありがとうございました」

「い、いやいや、冗談だ！　あくまでも先生の嗜し好こうを研究して編集者として役に立とうとする善意の発はつ露ろだ！」

　……それはつまり冗談じゃないって言ってるようなもんじゃねえか！

「ナガミンの好みなら、私知ってますよ～」

「な、江坂さん!?　な、なんでそんなことを……！」

「ふっふっふ～、本屋の娘をナメちゃいけないよ～。バイト中にナガミンがどんなジャンルの本をチラチラ見てるかなんて、把握済みなんだよ～」

「ほほう、それは興味深いですね。是ぜ非ひ教えていただけませんか」

「わ、私も！　私も知りたい！」

　えっへんと胸を張る江坂さんに、真顔の涼花と前のめりの舞が食いつく。

「ほう、先生はこんな幼女に性せい癖へきを教えて興奮してたのか。さすがだ。その倫りん理りも人道もかなぐり捨てた姿勢こそが、素晴らしい作品を作るのだな！」

「篠崎さんの中の天才作家像はまさしくサイコパスですね!?」

　ああもう！　なんで俺はいつの間にかこんな窮きゆう地ちに立たされてるんだ!?

「とにかく篠崎さん、特に用事がないんならもう帰ってくださいよ！　仕事の話なら電話で──って、いや、電話だと無駄話しかしないから、やっぱメールでお願いします！」

「おいおい、そう邪じや険けんにしないでほしいものだ。重大な用事はないが、伝えたいことは一応あるんだ。これから家に帰るんだろう？　是非私もお付き合いさせてくれたまえ」

　……むう、全力でお断りしたいが、編集が伝えたいことがあると言っている以上さすがに追い返すわけにもいかない。実際は俺じゃなく涼花の客なわけだから余計に。

「……はぁ、俺の部屋には入れませんよ」

「まったく、先生は心配性だな。私だって先生の許可なくベッドの下や押し入れの中や本棚の奥なんかを調べたりはしないぞ？」

　……うっわ、全部ピンポイントで隠かくし場所を当ててるんですけど。恐おそろしい……。

「……でも、こうなった以上は仕方ないですね。無む碍げに追い返すのも失礼です」

　そっと耳元でそう囁ささやく涼花。最終的にはその意見に従って、篠崎さんを家に招くことに決まった。代理人としては、真の作者には逆らえない。

　そうして俺達は、篠崎さんと一緒に丸猫書店を後にした。

　その時に江坂さんが「私もナガミンの家に行く～。ナガミンの家の子になって一生ナガミンのベッドでヌクヌク暮らすの～」とフザケタことをぬかしたので、しっかりレジに縛しばり付けておいたことは言うまでもない。

　それから十分くらい歩いて、自宅へと到とう着ちやく。

「失礼する。なるほど、ここが永遠野先生の家か……」

　中に入ると、篠崎さんがふふふと笑いながら辺りを見回した。別にそんな怪あやしい反応を見せるようなものはないはずなのだが……。

「こちらへどうぞ。今お茶の用意をしますから」

　みんなでリビングに向かうと、涼花は早さつ速そく全員分のお茶を入れ始めた。

「すまないな妹さん、面倒をかける」

「いえ、お客さんをもてなすのは当たり前のことです」

　紅茶の入ったカップをテーブルに置き、涼花は俺の隣となりに座る。

「……ふむ、美お味いしいな。もしかして妹さんは料理も得意だったりするのか？」

「ええ、食事の準備は涼花に任せきりですよ」

　俺がそう答えると、涼花は照れたように俯うつむく。なぜかその様子を、舞が頰ほおを膨ふくらませながら見ていた。

「それは素晴らしい。妹さん、是非先生には精のつく物をいっぱい食べさせてあげてくれたまえ。ウナギに山やま芋いも、スッポンなんかがベストだ。そして大いに間ま違ちがいを犯おかしてもらえれば、作品もより素晴らしい出来になるだろう」

「げほごほっ!?　な、何言ってんですかあんたは!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ。さらに持て余すようなら遠えん慮りよなく私にも相談してくれ。そういったお手伝いをするのも編集の義務だからな。ふふふ……」

　だから何の話をしてるんだこの人は……！

　……と、ダメだ。篠崎さんのいうことをまともに取り合ってはいけない。強ごう引いんに話題を修正しないと、気づけば俺は最低の変質者に仕立て上げられるからな。

「はぁ……。で、俺に伝えたいことってのは何なんですか」

「いやまあ、さっきも言ったが別に重要事じ項こうはないんだ。先生の〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉シリーズは順調すぎて何も言うことはないしな。ただ──余よ裕ゆうもあるわけだから、今のうちから考えていた方がいいかとは思う」

「考えって、何をです？」

「新作だよ」

　篠崎さんがしれっと口に出した単語に、その場にいた全員が「え？」と反応する。

「し、新作って……？　どういうことですか？」

「どういうこともなにも、文字通り新作についてだよ。現シリーズが順調とはいえ、永遠に続くわけじゃないだろう？　いや、私としては別に永遠に続いてくれてもいいのだが、それにしたって先生ほどの天才作家だ、新しいシリーズの立ち上げを視野に入れるのは当然のことじゃないか」

　……それは、言われてみればそうかもしれないけど。

　俺はチラッと横目で涼花の様子を窺うかがう。すると涼花も俺と同じように、突然出てきた新作の話に困こん惑わくしているようだった。

「えーと……、何と言いますか、いきなり新作と言われても……」

「ああ、そんなにかまえなくてもいいんだ。別に今すぐどうこうしないといけないって話ではないからね。ただ、そろそろ意識し始めてもらえればと思ったのさ」

　軽く言う篠崎さんだったが、俺は「はぁ……」と中ちゆう途と半はん端ぱな返事しかできなかった。

　……にしても新作、ねえ？

　全く想定してなかっただけに、ピンとこない。作者である涼花本人でさえ、いまいちしっくりきてないような様子だった。

　とはいえ、篠崎さんの言っていることは理り屈くつではわかる。作家としては現状のシリーズとは別に、次の作品についての構想は徐じよ々じよに用意しておくべきだってことだろう。それが永遠野誓のような大人気作家となるとなおさらだ。編集部としても読者としても、新シリーズに期待を持つのは当然といえる。

「でも新作って、どういうのにすればいいんです？」

「そこは永遠野先生はラブコメ作家だから、次回作もそっち方面になるのではないかな？　だが私は先生を信じているから、ジャンルにこだわらず好きに考えてもらえればいい」

　……ううむ、漠ばく然ぜんとしてるな。

　涼花も珍めずらしく考え込んでいる。とにかく俺は代理人として、涼花の考えていることを代弁しないといけない。ここは結論を急ぐべきじゃないな。

「……うーん、すいません。やっぱり上う手まくイメージできないですね」

「気長にやってくれればいいのさ。……だが、ふむ、さすがに投げっぱなしというのは編集者として無責任だから、なにか先生の助けになるようなものは……」

　篠崎さんはそう言ってしばらく宙を見上げていたが、やがて「む、そうだ」と何かを思いついたように視線を戻もどした。

「具体的なイメージがわかないなら、具体的な形に落とし込むのが一番だな。ようするに『試ためしに書いてみる』ってことだが、だったら目標があった方がわかりやすい」

「目標、ですか？」

「そう。実は今から約二カ月後、三月の終わりくらいに『春のラブコメ祭り』というイベントを皇すめらぎファンタジー文庫主しゆ催さいで開くことになっているんだ。うちの作家さんに短編を書いてもらって、それをネット上で公開するというものなんだがね」

「へえ…………、って、あれ？　そんな話は初耳なんですけど？」

「報しらせてなかったからな。考えてもみたまえ、仮に永遠野誓が現行シリーズの外伝とかで祭りに参加したら、人気がぶっちぎりすぎて注目が集中してしまうだろう？　イベントとしてはバランスが悪くなるから、先生の参加は考えてなかったのだ」

　な、なるほど……？　でもまあ、確かに涼花の作品の人気を考えると、あながち大げさな考えとは言えない……か。

「それで、そのイベントがどうかしたんですか？」

「だから、そこで先生の新作を発表しようじゃないかって話だ。シリーズとは関係のない全く新しい作品なら、先生が参加しても問題あるまい？」

「ええ!?」

　俺は驚おどろきながら、思わず涼花と顔を見合わせる。

「うむ、我ながらいい考えだ。これならうちの看板作家である先生にもイベントに参加してもらえるし、新作を書く目標としても具体的じゃないか。名案名案」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ。いきなりそんなこと言われても」

「大丈夫だ先生、そんなに気負うようなイベントじゃない。先生は気軽に、まさに新作がどんなものか『お試し』するくらいの姿勢で書いてくれればいいのさ。つまり新作を考える練習場だな。格好のイベントだろう？」

　か、軽く言ってくれるなこの人は……！

　とはいえ、実際に練習場として利用してもいいくらい軽いイベントなのも間違いはなさそうだが……。

　篠崎さんはこう見えても──言動がトンデモでまともに相手をしてたら精神がひん曲がりそうになるような困った人でも──ラノベに関することだけは真ま面じ目めだから、その篠崎さんが言ってる以上気軽に取り組んで大丈夫な場なのだろう。

　とすると……、待てよ？　これはマジでいい機会なのかもしれないぞ？

　具体的な目標を持って新作について考えられるし、失敗してもダメージはない。

　それに、公表することで読者の生の声も聞けるし、悪い話じゃないと確かに思える。

「どうだね先生？　その方向でイベントに参加してみては？」

　俺がさりげなく横に視線を向けると、ちょうど涼花と目が合った。

　どうやら俺と同じ考えらしく、涼花はコクリと頷うなずく。

　……よし、じゃあ篠崎さんにはイベントに出るってことを伝えるからな──

「ちょ、ちょっと待って！」

　と、俺が口を開きかけた直前、突とつ然ぜん大声がリビングに響ひびいた。

　見ると、今までずっと黙だまったままだった舞が、顔を紅潮させて身を乗り出していた。

「な、なんだよ舞、いきなり驚くだろ」

「どうかしたかね、炎竜先生」

「わ、私も……そのイベントに参加したいんですけど！」

「……なぬ？」

　興奮して若じやつ干かん上ずった声で言う舞に、篠崎さんが意外そうに目を見開く。

「炎竜先生が、春のラブコメ祭りに？」

「そ、そうです。皇の作家なら参加できるんでしょ？　っていうか、私にもそんな話は来てないんですけど！」

「それは炎竜先生がラブコメ作家じゃないからだと思うが」

　篠崎さんがキョトンとした顔で返すと、舞はぐ……っと詰つまって、

「で、でもでも！　だからって参加できないなんてことはないんでしょ!?」

　どこか必死な感じで食い下がる。その様子がなぜかかなり真しん剣けんに見えて、俺は思わず横にいた涼花に「……舞のやつどうしたんだろうな」と、そっと耳打ちしていた。

「…………まさか」

　だが涼花もまた、なぜか同じくらい真剣な表情でそんな舞を眺ながめていた。

　てっきり「そうですね？　なぜでしょう」くらいの反応が返ってくると思ってたのに。

「それはもちろん大だい歓かん迎げいだ。うちの作家さんなら誰だれでもウェルカムだが、そもそもジャンル違ちがいの人は対象外だっただけでね」

「じゃあ、私も参加します！　エントリーしといてください！」

「私は炎竜先生の担当じゃないが──……まあいいか。了りよう承しようした。……だが一つだけ聞かせてくれないか？　どうして炎竜先生がジャンル違いのラブコメ祭りに参加しようなどと思ったのだ？」

　あ、それは俺も聞きたい。舞の現シリーズは『スカイ・マジック・ガーディアン』（略りやく称しようスカマガ）というバリバリのバトルもので、ラブコメとは明らかに畑が違うのだ。

　なのにどうして急にそんなことを言い出したのか。

「そ、それは…………」

　舞はその質問にかああぁと顔を赤くして、俺の方にチラチラと視線を向ける。

　そしてギュッと目を瞑つぶると、やがて意を決したようにこう言い放った。

「祐の──い、いえ、永遠野誓の影えい響きようで私もラブコメが書きたいと思ってたのよ!!」

　……え？　えええ!?　ま、マジですか……。

　でも、聞いてみたら実に舞らしい、それ以外ないって動機だった。

「ほほう、それは素す晴ばらしい！　さすが永遠野先生。天才の作品は他者の運命をも動かすものなのだな。そういうことなら納なつ得とくだ。私は大いに歓迎するぞ！」

　篠崎さんは舞のその答えに、上じよう機き嫌げんになってうんうんと頷く。

「なるほどなるほど。炎竜先生も人が悪いな。そんなことを考えていたのなら、前もって自分の担当編集に伝えておけばよかったのに」

「そ、それは…………。参加しようって思ったのは祐が出るからだって知ったからだし、それにこれは使えるって思ったのも今さっきで……」

「うん？　どうかしたかね炎竜先生」

「ななななんでもありません！　そ、そんなことより！」

　舞は真っ赤な顔でワタワタしながら「訊ききたいことがあります！」と続けた。

「ネットで発表ってことは、そのイベント、読者投票とかあるんでしょう!?」

「もちろんだ。一位になった作品はそれこそ書しよ籍せき化することだって視野に入れている」

「やっぱりね……！」

　篠崎さんの答えを聞いた舞は、満足げにニヤリと笑えみを浮うかべる。

　そしていきなり振ふり向いたかと思うと、ビシッとこちらを指さしながら、

「というわけで祐！　どっちが人気投票で上になるか、勝負よ!!」

　と、次の瞬しゆん間かんトンデモナイことを平然と口走ったのだった。

「……は？　……はああああああぁっ!?　しょ、勝負!?　どういうことだよ！」

　もちろん俺は驚きよう愕がくする。だが舞は負けじと言い返してくる。

「ど、どういうことも何もないわよ！　私はあんたの一番のファンであると同時にライバルなのよ!?　そのために今までずっとあんたを研究してきたんだから！　このラブコメ祭りでその研究成果を披ひ露ろうして──そして勝つ!!」

「……なっ!?　んな……っ！」

「あんたのラブコメに私のラブコメが勝つのよ！　私のラブコメが一番あんたを萌もえさせるの！　そしたら……、そしたら祐はきっと私を……！」

　舞は全身をプルプルと震ふるわせながら、怒おこってるのか笑ってるのかよくわからない表情で俺を睨にらみつける。興奮した瞳ひとみがギラギラと輝かがやいていて、俺は完全に気け圧おされていた。

「……とにかく！　そういうわけだから勝負よ祐！」

「いやいやいや！　なにが『そういうわけだから』なんだよ！　いきなり勝負とか、全然意味がわかんないんですけど!?」

「お、往おう生じよう際ぎわが悪いわね！　あんたは私のライバルなんだから、勝負するのは当たり前でしょ!?　あんたも新作、私もラブコメは新作。状じよう況きようだって公平よ！」

　そういう問題じゃない！　なんでいきなりこんな話になってんだってことだよ！

　そりゃ舞が永遠野誓をライバル視して、研究と称しようするストーカー行こう為いを繰くり返してきたことは、被ひ害がい者である俺が一番よく知ってる。だから勝負云うん々ぬんってのも論理的には納得できる。おかしいところは何もない。だけど──

「ぜーったいに勝負してもらうんだからね、祐！」

　今の舞はなんかいつもと違う。普ふ段だんからおかしなやつではあるけど、今回はさらになんだか得体のしれない迫はく力りよくみたいなものを感じるんだ。

「……お兄ちゃん」

　とその時、耳元で涼花の声が聞こえた。振り向くと、涼花はいつの間にか俺の傍そばにそっと寄り添そうような姿勢になっていた。

　……そうだ、状況がどうであれ、本物の永遠野誓である涼花の考え通り動くのが代理人の仕事だ。なんか舞に圧あつ倒とうされてしまってたけど、涼花が断れというのなら俺は全力で勝負なんて拒きよ否ひするしかない。……と思っていたのだが、

「氷室さんの提案を受けてください。私は勝負をします」

「……なん…………っ!?」

　思わず声が出てしまいそうになったのを、俺は慌あわててのみ込む。

　……あ、危ねえ……！　もうちょっとで舞達の前で迂う闊かつな反応を見せるとこだった！

　でも……、な、何言ってんだお前!?　勝負を受ける理由なんてないはずだろ!?

　俺は涼花の意外な言葉に、神かん坂ざか姉妹しまいとの同人誌対決の時を思い出していた。

　あの時みたいにキレて冷静な判断ができず、また今回も勢いで言ってるんじゃ──

　そう思いながら涼花の瞳を覗のぞき込んだ俺は、しかし次の瞬間固まった。

「これは避さけられない戦いです。だから勝負を受けてください、お兄ちゃん」

　涼花の表情は冷静そのものだった。少なくとも表面上はそう見えた。

　理由はわからない。だけど涼花は舞の勝負を受けるという判断をした。

　だったら、代理人である俺はその意思の通り永遠野誓を演じるしかない。

「ちょっと祐！　まさかライバルを前に逃とう亡ぼうなんてしないでしょうね！」

「わ、わかった。受ける。その勝負、受けるよ」

　なので俺は、反射的にそう答えていた。その途と端たん、舞の表情が喜びに溢あふれる。「やったやった」と飛び跳はねていたが、俺の視線に気がつくとハッとした様子で「絶対に負けないんだからね！」と照れながら啖たん呵かを切った。

　……ほ、本当にこれでよかったんだろうな、涼花。

「ほう、これは面おも白しろい！　うちを代表する看板作家の二人が直接対決とはな！」

　一方篠崎さんはといえば、完全に傍ぼう観かん者を決め込んで面白がっていた。

　……編集ならこういう作家同士のいさかいは止めるのが普ふ通つうじゃないのかよ……、と普通じゃない編集者相手に言ったところで無む駄だだと悟さとり、何も言わなかった。

「いいぞ、これは実に盛り上がる！　イベントでも二人の勝負は大々的に宣伝しよう！」

「……あの、さっき人気がぶっちぎりすぎて注目がどうとか言ってたはずでは……」

「問題ない。二人とも新作なのだから、条件としては他の作家さん達もイーブンだ。そこから先は実力の世界なのだから、先生達は気にせずお互たがい素晴らしい作品を書いて、大いに戦ってくれたまえ！」

「……くっ！　お気楽な編集者め……！」

「まあお祭りイベントですから、誰が勝とうが負けようが盛り上がれば構わないといった感じなのでしょう。別に篠崎さんが悪いわけではありません」

　……む、言われてみればその通りかもしれない。

　勝負って言葉にビビってしまったが、確かにこれで勝とうが負けようが何がどうなるってわけじゃないんだ。勝負の内容だってお試ためしの新作ＶＳ初めてなジャンルの新作なわけだし、真剣勝負には程ほど遠とおい。

　……まさか涼花は、それに気づいていて冷静に判断したのだろうか？

　無理に断って舞に不満を溜ためるより、勝負を受けた方がいいっていう計算？

　いや、きっとそうだ。さすが涼花、俺の妹さまは相変わらず頭がいい。

「ふん、外野が盛り上げてくれる分にはどうでもいいわ。でも、勝負は勝負。絶対にあんたの作品以上のラブコメを書いてみせるんだからね……！」

「……ああ、楽しみにしてるぜ」

　遅おくれながら、俺も余よ裕ゆうを取り戻もどしてそう返す。

　涼花ももちろん手を抜ぬくつもりはないだろうが、かといって本気の勝負とも思っていないだろう。リスクもリターンもないわけだし、舞の気が済めばそれでいい。

「じゃあ、負けた方は勝った方のいうことをなんでも一つきくってことで」

「ああ、お互いがんばろ──」

　…………ん？　あれ？

　……ちょっと待て？　今サラッとすごいことを言わなかったかこいつ？

「あ、あの、舞さん？」

「なによ」

「今なんか、変なことを言いませんでした？　なんでもいうことを一つとか……」

「言ったわよ。当たり前でしょ？　リスクがないと真剣勝負にならないじゃない」

「な、なるほど。…………じゃなくて！　な、なんでもいうことをきく!?　ちょ、ちょっと待てよ！　そんな無茶苦茶な条件──」

　吞のめるか！　と続けようとしたのだが、その時グイッと服を引っ張られる感かん触しよくがして、俺は思わず振り返る。そこには、

「……ひ、氷室さん、そこまで………！　つまり、本気なわけですね……！」

　瞳に怪あやしい光を浮かべた涼花が、ジッと舞を睨みつけていた。

　……あ、これは、ヤバイ。なんかわからないけど、完全にスイッチが入ってる……！

　って、いやちょい待ち！　まさかお前、受ける気じゃないよな!?　なんでもいうことをきくとか、そんなバカな話をきくはずがないよな!?

「なによ祐！　ひょっとして嫌いやだとか言うんじゃないでしょうね！」

「いえ、お兄ちゃんはどんな条件でも勝負を受けます！」

　言っちまった────！　やっぱり言っちまったよ────!!

　いや、マジでどういうことだよ涼花!?　そりゃ実際はお前と舞の勝負なんだから構図としては正しいんだけど、だからってなんであんな無茶な条件にまで付き合う必要があるってんだ!?

「す、涼花お前……！」

「お兄ちゃん……、これはいよいよ負けられない戦いになりました……！」

　あ、ダメだ。目がマジだ。瞳が燃えてる。

　……こ、これはアレか？　完かん璧ぺき主義者だから、どんな勝負でも手は抜けないってそういう論理なのか？　だとしたら涼花の意外な一面を見た気がする……って、冷静にそんなこと考えてる場合か俺！

「ふっふーん、それでこそ祐ね！　でも覚かく悟ごしてなさい！　勝つのは私だから！　絶対にあんた以上に萌えるラブコメを書いてみせるんだから！」

「……望むところですね！　ちょうどいいです。お兄ちゃんの新作で、氷室さんのラブコメを打ち破ります！　そうですよね、お兄ちゃん!?」

「あ、うん……、はい……」

　……ううう、なんとかこのおかしな流れを修正したい。でもどうすればいいのかまるでわからない。っていうか、そもそも代理人でしかない俺には、そんなことをする権利すらないのだ。

「いいぞ！　実にいい！　軽いイベントだと思っていたが、これは私も力を入れなければなるまい！　戦いのセッティングは任せてもらおうか！」

　そして人の気も知らずに、火種にガソリンを注ぎまくる篠崎さん放火魔。

　それに煽あおられてますますヒートアップしていく涼花と舞。

　…………ああ、こりゃダメだ。

　ここに至って、俺はもう諦あきらめるしかなかった。俺の力ではこの大火災を鎮しずめる術すべはない。

　で、だったらどうすべきなのかというと、結局は涼花の代理人として、永遠野誓の表の顔として、この状況に乗っかっていくしかないんだよな……。

「ほら、お兄ちゃんも意気込みを見せてください！」

「……あーもう！　わかったよ！　こうなったら絶対に負けないからな舞！」

「おお、永遠野先生が萌えて──もとい燃えている！」

「ふ、ふん！　それはこっちの台詞せりふよ！」

　気付けば俺は完全にヤケクソになっていた。

　……くそっ、こうなったら涼花が勝ってくれることを祈いのるしかねえ！　舞相手になんでもいうことをきくとか、嫌な予感を通り越こして完全に自殺行為だからな！

　俺は腹をくくって涼花を応おう援えんすることに決めた。

　ただし──

　……なんでこんなわけのわからないことになってしまったのか、その理由は後でじっくり聞かせてもらうからなチクショウ！




　　　　　　　★




「……つまり、新作については前々から考えていたことで、でも上う手まくできるか不安だったところに舞が勝負を持ち掛かけてきたから、それに勝てないようでは新作もおぼつかないってことで自らを追い詰つめるために勝負を受けたと、そういうことか？」

「はい、そうです」

　私はお兄ちゃんの言葉に頷うなずきます。……まあ、ウソなんですけど。

　お兄ちゃんはしばらく腕うでを組んで難しい顔をしていましたが、やがて大きくため息を吐つくと諦めたように「……そういうことなら仕方ない」と肩かたを落としました。

　その様子に、私はチクリと胸が痛みます。ウソをついたことへの罪悪感。でも、本当のことを言うわけにはいかないので心の中で謝るしかありません。すいませんお兄ちゃん。

　あの後、氷室さんと篠崎さんが帰り、私はお兄ちゃんと今後のことについて話をしていました。

　と言っても、勝負を受けた以上は勝たないといけないから、新作のためにお兄ちゃんにまた取材協力をしてもらうと決めただけです。逆に言うと、それ以外は特に話し合うことはないからです。

　……そう、これは私の戦いなんですから……！

　今回は、今までみたいな動機から、あんなことをしたんじゃないんです。

　……そ、その、普ふ段だんみたいに取材にかこつけてお兄ちゃんとイチャイチャしたいからとかじゃなくて──い、いえ!?　もちろん取材がメインでイチャイチャはおまけですけど、それでも役得とかを期待してなかったわけではあのその！

　……こ、こほん。とにかくです、もちろん取材を通じてお兄ちゃんとイチャイチャするのは当然ですが、目的はもちろん氷室さんに勝つためです。この勝負だけは、絶対に絶対に負けられないんですから……！

「しっかし、負けたらなんでもいうことをきくって、あいつ絶対おかしなことを考えてるよなー……」

　そう、敗者は勝者のいうことをなんでも一つきかないといけない。

　これも恐おそろしい条件です。氷室さんは絶対お兄ちゃんとイチャイチャするような命令をしてくるでしょう。あ、あんなことやこんなことも……！　わ、私だってまだそんなことはしてないのに……！　け、けしからんです！

　むむむ……。ですが、実はこれは勝負の本当の目的ではありません。そして、それは氷室さんもよくわかっているはずです。この条件はあくまでも退路を断たつためのもの。勝負の根底に横たわる意図とは直接関係はありません。

「はぁ……、なんでこんなことになったのやら……」

　……お兄ちゃんはどうやらその意図に気づいてはいないようです。

　お兄ちゃんは鈍にぶい人ですからね。特に女性からの好意に関しては。……まあそのおかげで今まで助かってきた面もあるのですが……。でも私についてはもうちょっと鋭するどくてもいいのに、本当にお兄ちゃんは……！

「あ、あの、俺なんか悪いこと言ったか……？」

「ぴゃぅ!?　い、いえ、そんなことはありません！」

　い、いけません。ついいつもの癖くせで鈍どん感かんなお兄ちゃんを睨にらんでしまいました……。

　落ち着くんです私。落ち着いて、確実に勝利するために、今の状じよう況きようを整理しましょう。

　この戦いの意図──それはもちろん、氷室さんの想おもいにあります。

　氷室さんがなぜジャンル違ちがいのラブコメを書こうと思ったのか。そんなの決まってますよね？　お兄ちゃんへの想いを物語にするためです。私と同じように。

　氷室さんはおそらく、私がお兄ちゃんと同じ高校に通うと知った瞬しゆん間かんに、その理由を看破したんだと思います。明確にか漠ばく然ぜんとか、そこまではわかりませんが……。

　そしてこのままではいけないと思った氷室さんは、ラブコメ祭りの話を聞いて自分も作品を書いて、それを『永遠野誓』にぶつけて勝つことで想いの強さを見せつけようと考えたに違いありません。私にはよくわかります。

　氷室さんは間違いなく、自分とお兄ちゃんをモデルにした物語を書いてくるでしょう。それは私と全く同じやり方です。つまり、この勝負はどちらの想いが強いかをぶつけ合うという戦いなのです！

　……絶対に、絶対に負けられません……！　私のお兄ちゃんへの想いが誰だれかに負けるなんて、そんなことはあり得ないのですから……！

「な、なんか気合入ってんな。頼たのもしい限りだけどさ」

　改めて決意を固める私に、お兄ちゃんがちょっと後ずさります。……なぜですか？

　……ふう、とはいえ、実はこれだけでは済まないから厄やつ介かいです。

　氷室さんの意図はその通りだとしても、私の意図はそれだけじゃないからです。

　私には、もう一つ乗り越えないといけない重大な課題があるのですから……！

「そういや涼花、新作を書くにしても、また妹モノでいくのか？」

　そう、問題はそこです！

　妹。

　お兄ちゃんは妹好きです。それはもう疑う余地はありません。

　ですが、そんな妹という立場は、実は非常に危あやういものだったのです。

　今日、学校の廊ろう下かで会った女子生徒達の言葉を、私は思い出します。

『妹さんだったんだね』『なーんだ』

　……なんなんですかあの安心したような反応は!?　妹だったらどうして『なーんだ』なんですか!?

　……はぁはぁ。いえ、私にもわかっています。それはどうしてなのか、痛いほどわかっていますよ。そして、それが重要なことだとも。

　あの出来事は、私に強くこういう考えを思い抱いだかせるものでした。

　──このままではいけない。

　私は妹で、お兄ちゃんは妹好きです。それは涙なみだが出るくらいうれしくて幸せなことなんですが、それに安住していてはいけなかったんです。

　あの時私は悟さとりました。お兄ちゃんが妹好きで、お兄ちゃんの理想像が私みたいな女の子で、そして仲直りもしてもうすぐ同じ高校に通えるこの現状──実はこれ、アドバンテージなんかじゃなくて、ようやくスタートラインに立てた状態にすぎないのです。

　……うう、自分で自分の考えにショックを受けますね。で、ですが、この現実を受け入れないと、真の意味でお兄ちゃんとラブラブにはなれません……！

　このままでは、高校生活が始まったとしても私は妹として埋まい没ぼつしてしまいます。

　一方で氷室さんは、お兄ちゃんとの仲をさらに進展させていく……。

　つまり私は、このまま妹という地位にあぐらをかいていると、氷室さんに負けてしまうかもしれないんです！　現実でも、それから物語の中でも！

　だから──

「……いえ、新作は妹モノにはしません」

「え!?」

　私はここで、新たな環かん境きようが始まる前のこの時点で、妹だというだけじゃない女の子の魅み力りよくを探し出さないといけないのです！

「新作は妹属性禁止です！　まったく新しいヒロインの物語で、氷室さんのラブコメに勝つんですから！」

　そして、そんな物語をお兄ちゃんに面おも白しろいと思ってもらうんです！

　私は絶句しているお兄ちゃんに向かって、心の中でこう叫さけびます。

　……お兄ちゃんへの想いでは、私は誰にも負けないんですからね!!







　　　第二章　突とつ然ぜんですが、家を出ていかせてもらいます







「……ああ、もう朝か……」

　俺はまだボーッとした頭のまま上体を起こし、時計を確かく認にんする。

　いつもよりずいぶんと早い時間に目が覚めてしまったが、二に度ど寝ねする気にはならない。

　……なんか最近眠ねむりが浅いな。やっぱあれがショックだったのかな……。

　俺はダルい身体からだに鞭むち打ってベッドから出て、洗面所へ向かうために部屋を後にした。

　あれってのはもちろん、数日前のあの出来事のことを指している。涼すず花かが新作を書くことになって、なぜか舞まいと勝負することになり、そして妹属性は禁止ってあれな。

　俺の中では永と遠わ野の誓ちかい＝妹作家って認識だったから、相当衝しよう撃げきを受けた。もっとも、あの後涼花から理由を聞いて一応の納なつ得とくはしたんだ。新作なんだから今までとは違った新しい挑ちよう戦せんをする──実に真っ当な理由だったよ。

「うーん……、でもやっぱなんか、なあ……」

　とはいえ、どこかスッキリしない気分なんだよな……。

　具体的にどうスッキリしないのかわからないから気にしても仕方がないんだけどさ。

「妹属性じゃない新作って、どんなのを考えてるのかね……」

　俺はこういうモヤモヤを消し去ろうと、気持ち強めに顔を洗う。

　そして制服に着き替がえようと部屋に戻もどろうとした時、ふとリビングから物音がしたので行ってみると、

「…………え？」

「あ、おはようございますお兄ちゃん。今日は早いですね」

　想定外の光景がそこには広がっていて、俺は思わずフリーズしてしまった。

「え、と……、なにやってんの……？」

「見ての通り、荷造りですが」

　制服姿の涼花が平然と答える。その言葉通り、これは荷造り以外の何物でもなかった。

　大き目のバッグに着替えや教科書や、その他細々とした日用品などを丁てい寧ねいに詰め込んでいる。中には涼花愛用のマグカップなんかもあり、どこからどう見たって学校に行くための準備じゃなかった。

　固まっている俺とは対照的に、涼花はテキパキと荷造りを続ける。

　やがて止まっていた脳のう味み噌そが動き出した時、一つの単語が浮うかんできた。

　……まさか……………………家出？

　ええええええええええええええええええええ!?　ちょっ!?　ええ!?

　な、なんで涼花が家出なんて!?　ま、まさかいい加減頼たよりにならない俺に愛あい想そをつかしたとかなのか!?　ちょっと前に仲直りしたばかりなのにもう決別!?

「す、涼花……！　俺が悪かったんなら謝るから……！」

「……お、お兄ちゃん？　なにかおかしな勘かん違ちがいをしてませんか？」

　ドン引きしている涼花。

　……いや、勘違いもなにも、荷造りなんていったらやっぱり……。

「もう、やっぱり変なことを考えてますねお兄ちゃんは。……いいですか？　これは新作の取材のためにしてるんですよ」

「……へ？　新作の、取材？」

「そうです。これから私は数週間家を出ますから」

「や、やっぱ家出じゃないか！」

「だから、話は最後まで聞いてください！　……まったく、お兄ちゃんは」

　涼花は呆あきれた顔で「いいですか？」と続ける。

「さっきも言いましたが、取材の一いつ環かんとして家を出るんです。新作を書くにあたって兄妹ではない恋こい人びと同士のシチュエーションをいろいろと知る必要があります。……も、もちろんその相手としてお兄ちゃんに協力してもらうわけですが」
















「あ、ああ、そういう話を書こうとしてるのか……。そういうことならもちろんかまわないけど、それがなんで家出？」

「家出という表現には語ご弊へいがありますが……。恋人同士のシチュエーションを取材するにしても、同じ家に住んでいたらやっぱり兄妹感は抜ぬけないでしょう？　オンオフを切り替かえればいいと思うかもしれませんが、今回は徹てつ底てい的にしたいんです。そのために、しばらくの間家を出ようと。べ、別々に暮らせばより恋人同士の雰ふん囲い気きも出るでしょう？」

　な、なるほど……、それでようやく納得できた。

　……にしても、まさか取材のために家を出るとか、発想がすごい。

　さすが天才作家・永遠野誓だ。俺も普ふ段だんからラノベ主人公っぽく振ふる舞まったりして作品のクオリティを上げようとかしてるけど、なんというか、考え方の次元が違う。

「……？　お兄ちゃん？　どうかしましたか？」

「あ、いや、なんでもない。と、とにかく事情はわかった。でも、家を出るのはいいとしてもどこに行くつもりだ？　まさかホテルに泊とまったりするのか？」

「何を言ってるんですか……。そんな無む駄だ遣づかいなんてできません」

　……ものすごい額の印税をもらってるくせに、経済観念が全然ブレてない俺の妹さまは偉い大だいだな……。ごもっともです。

「その間は白はく桜おうの寮りようにお世話になります。空き室を使用する許可をもらいました」

「うん？　白桜女学院に寮なんてあるのか？　お前は入ってないだろ？」

「半寮制です。自宅から通えない人は寮で暮らしているんです」

　なるほど、名門女子校だから全国から生徒が集まるだろうし、考えてみればそういう施し設せつはあって当たり前か。

「そうか、白桜の寮なら安心だ。……あ、でも親父と母さんは──」

「お母さんとお父さんにも、ちゃんと許可をもらってあります」

　うん、まあそうだろうな。高校受験の許可ももらってるくらいだから、そんなところで手て抜ぬかりがあるわけない。……にしても、やっぱ涼花には甘いんだもんなぁ。

「とにかく、そういうわけなので、これからは一日中取材ができます。離はなれて暮らしている間は、わ、私達は恋人同士ですから、お兄ちゃんもそのつもりでお願いします」

「あ、ああそれはもちろんかまわないけど。でも……」

「でも、なんですか？」

「いや、今まで別々に暮らすってことがなかったから、ちょっと心配で」

「……そうですね。お兄ちゃんを家に一人にするなんて、私も心配です」

　……あ、あの、俺はお前のことを心配したんですけど……。

　でも、言われてみればしっかり者の涼花よりも俺一人の方がはるかに不安なのはその通りなので、返す言葉が一つもなかった。

「お兄ちゃんもこれを機に、もうちょっとしっかりしてください」

「善処します……」

「で、でもまあ、その点については対策済みですけど……」

「え？」

「な、なんでもありません。そういうわけなので、今日から私はしばらくの間、妹だけど妹じゃありませんから。お兄ちゃんもその認識でお願いします」

　涼花はそう言ってバッグを持つと、そのまま玄げん関かんへと向かっていってしまった。

「どういう風に取材するかはその都度説明します。とりあえず今日の放課後、白桜へ来てもらえますか。さ、早さつ速そくやりたいことがありますから」

　見送る俺が頷うなずくと、涼花は「そ、それでは行ってきます」とだけ言って、小走りに家から出て行ってしまった。なんだか顔が赤かったように見えたけど、それはさておき、またなんだか変なことになったなぁ……と、俺は改めて首を傾かしげる。

　だが、涼花はこういう取材をして、あの素す晴ばらしい作品を生み出してるんだ。

　しかもこれからさらに、お試ためしとはいえ新作にまで手を広げようとしている。

　少しでも涼花に追いつこうと思っている俺だが、気づけば追いつくどころか引き離されそうな状じよう況きようだった。もちろん、このままじゃいけない。

「……よし、涼花が新作を完成させるのと同時に、俺も次の応おう募ぼ作を書き上げよう！　いつまでも不調だなんて言ってられないからな！」

　天才がこんだけ努力しているんなら、凡ぼん人じんの俺はその何倍も努力しないといけない。

　俺は早速部屋に引き返し、登校までのわずかな時間をアイデア出しに使おうと決めた。こういうわずかな時間の積み重ねが大事なんだ。

　そんなこんなで俺はやる気たっぷりで机に向かい──……そして集中しすぎて危あやうく遅ち刻こくしそうになりましたとさ。

　……いきなり涼花がいないとどうしようもない兄貴だって自ら証明しそうになってどうするんだよ、俺は……。




　　　　　　　▼




　その日の放課後。俺は涼花に言われた通り、白桜女学院までやって来た。

　寮に泊まるんなら迎むかえは必要ないはず。となると何か取材をするんだろうけど、どんな内容なんだろうか？

「お、お待たせしました」

　白桜の正門に到とう着ちやくすると、すぐに涼花が出てきた。いつも通りのシチュエーションだが、恋人同士っていう単語が頭に浮かんで、なんかちょっとドキドキする。

「え、えーと……。それで、これからどんな取材をするんだ？」

「まずは、彼氏が彼女の学校に迎えにくるシチュエーション。そ、それから彼氏の家に遊びに行くシチュエーションです」

　なるほど、王道だな。その彼氏ってのが俺で、彼女ってのが涼花なのがくすぐったいけど、これも取材のためだから仕方がない。

「や、やっぱり恋人の家に遊びに行くというのは重大事件ですからね……！　い、今まではできなかったわけですが……！」

　まあ実際は今朝までいた自宅なんだが──みたいな野や暮ぼなことは言わない。

　キャラになりきって取材するのが涼花のスタイルだから、俺も見習うだけだ。

「そ、それではお願いします、お兄ちゃん」

「あ、ああ、じゃあ行くか。……って涼花、その呼び方は──」

「わ、わかっています！　わかってるんですけど！　……で、でもこれだけはどうしてもダメで……！　そ、その、口くち癖ぐせみたいになってしまっていて……」

　完かん璧ぺき主義者な涼花がこう言うくらいだから、本当に矯きよう正せいできないんだろうな。

「わかった。そこは俺の方も脳内変へん換かんでもして気にしないようにするよ」

「す、すいません。私もお兄ちゃんの名前が『お兄ちゃん』だと思うようにします」

「キラキラネームも裸足はだしで逃にげ出すレベルだな!?」

　……けど、涼花がそれで納なつ得とくするってんなら俺は付き合うしかない。俺の名前は『永なが見みお兄ちゃん』か……。ふ、自己紹しよう介かいするたびに死にたくなりそうだ……。

　そんなことを話しながら二人で歩く。途と中ちゆう「恋人同士だから」という理由で手をつないだりしながら、やがて家に到着した。

「お、お邪じや魔まします……」

　涼花は初めて彼氏の家を訪ねた彼女になりきりながら、そんな挨あい拶さつをした。

　本当は自分の家なのだが、涼花の反応が初うい々ういしくてそうは見えない。

　本当に取材となると演技が上う手まいよな、こいつは……。

「な、なるほど、彼氏の家に初めて来ると、こうも緊きん張ちようするものなんですね」

「そ、そうか。その感覚が作品に生かせればいいな」

「あの、お兄ちゃんはどうですか？　初めて彼女を家に連れて来たら……？」

　そう考えると……、確かにドキドキする。こいつは妹の涼花だって意識していても、彼女だったらと思うとやっぱり緊張してしまう。

　……こうやって女の子を招いた経験なんてないし。招かざる客なら今まで何度も来てるけど、あれは悪い意味でしかドキドキしないからな……。

　ストーカークラスメートとか、金きん髪ぱつエロイラストレーターとか、自じ称しよう俺の妹声優とかの姿が頭に浮うかんできて、俺は何とも言えない悲しい気分になった。

「……お兄ちゃん、どうして遠い目をしてるんですか……」

「い、いや、何でもない。それより、次は何をするんだ？」

「そ、そうですね。やはり彼氏の部屋にお邪魔するのがいいかと思うんですが」

「なるほど、定番だな。じゃあ部屋で遊ぶか？」

「あああ遊ぶ!?　お、お兄ちゃんは何をして遊ぶつもりなんですか!?」

　え？　そりゃまあゲームとか、もしくは単純に話をしたりとかを想像してたんだけど、なんでお前はそんなに慌あわててるんだ？　顔も赤いし……。

「か、彼氏と彼女が部屋で二人きりで大人な遊び……!?　そ、それってやっぱりそういうことですよね……!?　こここ心の準備が……！　でもでも、これはあくまで取材なんですからある意味好機と言えなくも……！」

「あ、あの、涼花さん？」

「ぴぅっ!?　にゃにゃにゃにゃんですかお兄ちゃん!?」

「い、いや、俺の部屋で遊ぶってのが、なんかマズかったのか？」

「べ、別にそんなことはないんですけど！　あの、その……！　や、やっぱりそういうのはまだ早すぎるかなと思いまして！　も、もちろん私はかまわないんですけどね!?　なにせもうすぐ高校生なわけですし!?」

　……あー、うん。全然言ってる意味がわからない。

「と、とにかく、お兄ちゃんの部屋に行くのはやめにして！　……こほん、実はもう一つあらかじめ考えていたことがありますので、その取材をしましょう」

「お、おう。で、そのもう一つのことってのは？」

「キッチンを貸していただけますか」

　キッチン？　そんなところで何の取材をするんだ？

「もちろんかまわないけど──……って、なんで睨にらむんだよ」

「私はこの家に初めて来たことになってるんですから、案内してもらわないとどこにあるのかわかりません」

「あ、そ、そうだったな。悪い。こっちだ」

　細かいところにリアリティを求める涼花にダメ出しされながら、俺はキッチンへと案内する。すると涼花は鞄かばんの中から中身が入ったスーパーの袋ふくろを取り出した。

「これはつまり……、今から料理をするってことか？」

「そうです。もともとお兄ちゃんの晩ご飯を用意しないといけないって思ってましたからね。一人だとインスタントで済ませるつもりだったんでしょう？」

　……う、図星だ。冷れい凍とうピザかなんかでいいかなーって思ってた。

「お兄ちゃんにそんな食生活はさせられませんから、取材期間中でも食事の用意は私がします。お弁当も作ります。朝食はさすがに無理ですが」

「それはありがたいけど、面めん倒どうじゃないか？　お前に負担をかけるのは……」

「べ、別に負担じゃありません。お兄ちゃんの──い、いえ、彼氏のお世話をするのは負担なんかじゃなく喜びですから。あ、あくまでも一いつ般ぱん論としてですけど!?」

　涼花が真っ赤になってプイッとそっぽを向くのを見て、俺も同じくらい頰ほおが熱くなる。

　……いきなり取材モードにならないでほしいな。不意打ちだと余計恥はずかしい……。

「ようするに、これも取材を兼かねてのことってわけだな？」

「そ、その通りです。彼氏は一人暮らしでだらしない人ですから、彼女である私がしっかり面倒を見てあげないといけないんです。あ、あくまでもストーリー上の設定でたまたまそうなっただけで、お兄ちゃんがそういう人だからとかじゃないですよ!?」

　涼花が書こうとしているシチュエーションと俺のキャラが運よく合がつ致ちしていたらしい。

　けど、面と向かってだらしない人認にん定ていされたのはちょっと凹へこむ……。事実なだけに。

「でもまあ、わかった。それが取材なら付き合うよ」

「あ、ありがとうございます。一人暮らしの彼氏の面倒を見るために、彼女は毎日家にやって来て面倒を見るんです。つ、つまり、この取材のテーマはズバリ『通い妻』です！」

「か、通い妻!?」

　いきなりそんな単語が出てきて、俺は驚きよう愕がくする。

　……ってか、なんで涼花がそんなアレな単語を知ってるんだ!?

「こ、この前Ｗダブルピースさんがそんなことを言ってたじゃないですか。それを、その、別に興味はなかったんですが聞くともなしに聞いていて……」

「……あー、あったなそんなことも」

　例のごとく家にやって来て、この新作エロゲはいいデスよ是ぜ非ひプレイしてくだサイなどと言って延々とエロゲの解説をしてたＷピース先生を思い出す。その中で確かに通い妻って単語も出てきたな。

　……日に日にＷピース先生の毒が涼花にも回ってきてるみたいで困ったもんだ……。

　あ、ちなみにＷピース先生ってのは、涼花の作品のイラストレーターさんな。

「ちょ、ちょうど今回の取材にピッタリだと思っただけで、実は密ひそかにそういうのに憧あこがれていたとかではありませんからね？　……とにかく、今回の取材はその方向性で行きますから、お兄ちゃんもそのつもりで」

　これなら離はなれ離ばなれでもお兄ちゃんのお世話ができて一石二鳥ですし……、と小声で呟つぶやきながら、涼花はさらにごそごそと鞄の中をまさぐる。

「……そ、それでですね、通い妻となると、やらないといけないことがありまして……。わ、私がしたいというわけではなく、あくまでも必要なことだそうですから……。とりあえず準備をしますので、お兄ちゃんは少し出て行ってもらえますか？」

「あ、ああ、いいけど」

　なぜか赤い顔で歯切れの悪い涼花に促うながされ、俺はキッチンから出て行く。「準備が終わったら呼びますから」と言われたので、俺はしばらく廊ろう下かに立って待っていたわけだが、……いくら経たっても何の音おと沙さ汰たもないな。

　準備って言ってたけど、何をしてるんだろう？　と俺が首をかしげていると、不意にキッチンの中から「きゃ……っ」という涼花の声が聞こえてきた。

「な、なんだ!?　涼花!?」

　反射的に、俺はドアを開けてキッチンへと足を踏ふみ入れる。……のだが、

「…………へ？」

「……え？　お、おおおお兄ちゃん……っ!?」

　目の前に広がる光景に、俺は思わずピシリと全身が固まった。

　キッチンの床ゆかに、涼花がうずくまっている。特に怪け我がとかはないようで、それはそれでよかったのだが、問題はその涼花の格好だった。

　いつも通りのエプロン姿──のはずだったが、なぜかそれ以外何も身に着けていない。

　肩かたも手足も白い素す肌はだがむき出しで、それがあっという間に紅潮していくのがはっきりと見えた。裸はだかエプロンという単語が頭に浮かび、俺の顔もかああぁと急激に熱くなる。

「お、おま……、そ、そそそその格好は……!?」

「ぴゃうぅっ!?　み、みみみみみ見ないでください……!!」

　涼花が自分の身体からだを腕うでで隠かくしながら、慌てて横を向く。すると、一いつ糸し纏まとわぬ涼花の身体のラインが目に飛び込んで──……くるかと思ったのだが、

「あ、あれ……？　裸エプロンじゃない……？」

　さっき正面から見た時はわからなかったけど、涼花はエプロンの下にタンクトップとショートパンツを着用していた。だがそれはぶかぶかで明らかにサイズが合っておらず、よく見ると隙すき間まから下着がチラチラと見えている。

　……というか、ショートパンツなんて半分ずれ落ちていて、パンツが丸見えに……!!

「だ、だから見ないでくださいと言ってるじゃないですか!!　あうう……！」

「ご、ごめんなさい!?」

　涼花に半泣きで睨まれ、俺は慌てて目を逸そらした。……ってか、びっくりしたからとはいえ、妹のあんな姿をガン見するとか、何やってんだ俺は……！

「ほ、ほんとに悪かった……！　でも、お前の悲鳴が聞こえたから、何かあったのかって思ってつい……！　そしたらお前がそんな格好だったから……！」

「こ、これは……！　ですから、裸エプロンの取材のためにですね……！」

「裸エプロンの取材!?　……ってかその格好、そういえば水み無な月づきさんがしてた……」

「そ、そうです……！　ほ、本当に裸になんてなれないので、桜さくらさんのことを思い出して私も取材のために着てみようと思ったんですが……！」

　サイズが合わず四苦八苦していたら、さっきみたいにショートパンツがずれ落ちてしまい、尻しり餅もちをついた拍ひよう子しに声が出てしまったらしい。そこに俺が入って来たわけか……。

「な、なるほど、状じよう況きようはわかったけど……、なんでまた裸エプロンなんか……？」
















「で、ですから、通い妻のお話を聞いた時、Ｗピースさんが通い妻といえば裸エプロンだなんて言ってたのを思い出して……！」

　だからフェイクの裸エプロンを試みたけど失敗してしまった……、と。

「あう、あうう……っ！　や、やっぱりフェイクとはいえ、私には裸エプロンはまだ無理です……！　お、お兄ちゃんの前で裸も下着も……！　と、とにかく着き替がえますから、また出て行ってください……！」

　そ、そうだ！　いつまで突つっ立ってるんだ俺は！

　すぐにキッチンから出て、また廊下で待つ。何度も涼花の半はん裸ら姿が頭に浮かびそうになったが、それを気合で振ふり払はらっていると、やがて涼花が真っ赤な顔で出てきて「も、もう大だい丈じよう夫ぶです……」と中に入れてくれた。服装はもちろん元に戻もどっていた。

「あ、あの、通い妻と言えば裸エプロンとか、そういうＷピース先生発の情報はあんまり真に受けないようにな……？」

「う、うう……、わかってます……。私にはまだ早すぎました……。わ、忘れますから、お兄ちゃんも忘れてください……！」

　お互たがいコクコクと頷うなずく俺達。……でも、マジで忘れられるだろうか。

「え、えーと、それで、取材の方はどうするんだ」

「……と、とりあえず通い妻の取材は続けます。裸エプロン以外で……」

　涼花はそう言いながら、今度はちゃんと服の上から持参したエプロンを身に着け、まだフラフラとした足取りながら料理の準備をし始めた。

「まずは通い妻らしく、夕食を作ることにします」

「わかった。……でも、じゃあ俺は何をすればいいんだ？」

「取材ですから、お兄ちゃんは私が料理をしているところを見ていてください。……こ、こういう時、彼氏は彼女の姿を温かく見守るものなので、そのつもりで」

　……そ、そういうもんなのか。けどまあ、取材だからな。

　涼花は俺に背中を向けながら、早さつ速そく食材を取り出して下ごしらえを始める。

　さっきのことがあったからか、それとも彼氏と彼女というシチュエーションを意識しているからか、首筋や耳が赤く染まっているのが後ろ姿からもわかった。

　俺もまた、そんな涼花を見ているだけとはいえ、なんとなく恥ずかしかった。

　状況としては妹が夕食の準備をしているという日常的なことなのに、それが彼女だと思うだけで妙みようにくすぐったい。しかもそんな姿をこうやってじっくり観察なんてしたことはなかったので、ものすごくドキドキしてしまう。

　……やっぱ、こうやってみると改めて涼花が超ちよう絶ぜつ美少女だってわかる。そんな女の子が俺のためにわざわざ食事を作ってくれてると思うと、なんだかメチャクチャうれしい。俺は今までこんな特別なことを日常だと思ってたんだな──……って、

　いやいや！　普ふ段だんは妹だから！　彼女じゃないから！　なに混同してんだ俺は！

「お、お兄ちゃん、どうですかこのシチュエーションは？」

「うぇっ!?　あ！　いや、その！　……な、なかなかいいんじゃないか？」

「そ、そうですか。私も、その、普段のお料理の時とはなんだか違ちがった感じです。やってることは変わらないはずなんですけど──って、いえ！　こ、今回は通い妻の取材だから特別に愛情を込こめてるだけで、普段はそんなことしてませんけどね!?」

　しどろもどろになりながらも調理を続ける涼花。

　なんだかギクシャクした空気が流れるが、不思議と居い心ごこ地ちは悪くなかった。

　だけど時間が経つにつれ恥ずかしさが増していって、ジッと座っていられなくなる。

「そ、そういえば食材はわざわざ買ったのか？」

「い、いえ。朝、家から出る時に冷蔵庫から取り出しておいたものです。か、通い妻ですから、食材の準備もこちらでするのが当然です」

「て、徹てつ底ていしてるな。うん」

　気まずさを誤ご魔ま化かすためにそんな話題を振るが、すぐに静せい寂じやくが戻ってきて、なんだか余計恥ずかしくなっただけだった。

　……ってダメだな。恥ずかしがってちゃダメだ。これは取材なんだから、恥ずかしくても誤魔化したりせずに、俺は言われた通り彼女を見守る彼氏にならないと。

　俺はそれ以上は口を開かず、黙だまって涼花の観察を続けた。トントンと包丁が鳴るリズミカルな音に、コトコトと揺ゆれる鍋なべの音。そして微かすかに混じる涼花の鼻歌。それらと一体になって動く後ろ姿がとても綺き麗れいで、気づいたら俺は涼花に見とれてしまっていた。

　……涼花がこの取材を通してどんな成果を摑つかむかはわからないけど、俺は既すでに一つわかったことがある。それは、自分のために料理をしてくれてる女の子ってのは、神こう々ごうしいまでに可愛かわいいってことだ。……これ、今後の作品に絶対生かそう。

「ふう、できました。……お兄ちゃん？　どうしたんですボーッとして？」

「へ？」

　ハッと我に返ると、料理を終えた涼花が訝いぶかしそうにこちらを見ているところだった。

　時間も結構過ぎていて、どうやら俺は相当集中して涼花に見とれていたらしい。

「い、いや、なんでもない！　それより終わったんだな。どうだった取材の方は？」

「そ、それはその……、すごくよかったです……！　なんだかぽーっとして幸せで……！　あ、ももももちろんこれはキャラとしての印象ですけど!?　そ、その、とにかく取材は大成功でしたから！」

「そ、そうか、それならよかった」

「それで……、お、お兄ちゃんはどうでしたか？」

「え、えーと……、うん、すごくよかった……です。はい」

　俺の言葉を聞いて「そ、そうですか……！」と頰ほおを染める涼花。

　……ううう、なんだよこの空気は。恥はずかしくて死にそうだ……！

　俺は話題を変えようと、テーブルの上に視線を向ける。

「あれ？　なんで俺の分しかないんだ？」

　だが、そこには一人分の料理しか用意されておらず、俺は首を傾かしげた。

「お兄ちゃんの分だけ作ったからです。私は寮りように戻って食べますから。……そ、それに、通い妻は料理だけ作って帰るものです」

　そ、そうなのか？　よくわからないけど、涼花の中の通い妻像はそうらしい。

「となると、夕食が一人なのは変わらないわけか」

「そ、それなんですけど、実はもう一つ取材は残っていまして」

　もう一つ取材？　と俺が返すと、涼花は黙ったまま俺の向かいに座って、どこからともなく箸はしを取り出すと、それで料理をつまみ上げた。

　……って、まさかこれは。

「わ、私が夕食を食べさせます……！　こ、これも通い妻に必要なことですから……！」

　や、やっぱりか！　でも食べさせるとなると──

「は、はい、お兄ちゃん。あ、あああ、あああああアーンしてください……！」

「そうなるよな!?　でも待て！　こ、これって通い妻に関係あるのか!?」

「や、やるからには徹底的にしないといけませんから……！」

　涼花の完かん璧ぺき主義のせいで若じやつ干かんズレている気がしないでもないが、それでも本人が取材の一いつ環かんだと言うのなら仕方がない。

「ほ、ほらお兄ちゃん……！　あ、アーンですってば……！」

「わ、わかったよ」

　俺は恥ずかしさを押し殺して口を開ける。入って来たのは肉じゃがの芋いも。

　たっぷり出だ汁しが浸しみ込んだ涼花特製の絶品料理──……なのだが、

「ど、どうですかお兄ちゃん？　ちゃんと美お味いしいですか？」

　き、緊きん張ちようしすぎて味わう余よ裕ゆうなんてねえよ……！

　アーンがこんなにも恥ずかしいものだとは思わなかった……！

　俺は言葉の代わりにコクコクと頷く。すると涼花が「よかったです」と本当にうれしそうに笑う。それが彼女というキャラの演技だとわかっていても、俺はどうしようもなく目を奪うばわれてしまうのだった。




「そ、それではちゃんとお風ふ呂ろに入って歯は磨みがきして寝ねるんですよ。夜よ更ふかしなんてしてはいけませんからね」

　あの後、アーンの取材を続けながらもなんとか食事を終えた俺は、帰る時間だという涼花を白桜まで送ってきたのだった。

　涼花は一人になる俺にあれやこれやと注意事じ項こうを繰くり返した後、ようやく門をくぐって行ってしまった。途と中ちゆう、何度も名残なごり惜おしそうに振り返っていたが、こういうところでも取材を徹底するその姿勢には感服するばかりだ。

「さて、帰るか……」

　一人になった俺は、すっかり暗くなった空を見上げながら家路についた。

　油断するとさっきまでの取材の光景を思い出しそうになって、俺はぶんぶんと首を振りながら邪じや念ねんを払う。途中ですれ違った女子高生がそんな俺を見て、ササッと道をあけてくれた。ありがとう。変質者とかじゃないよ？

「しっかし、涼花はやっぱりすごいなぁ……」

　いろんな意味がこもった呟つぶやきを漏もらしながらトボトボと歩く俺。

　やがて家に着いて、玄げん関かんのドアを開け「ただいま」と口にする。当然返事はなかった。

　涼花に言われた通り風呂に入り、歯もちゃんと磨いて、いつも通りの夜を過ごす。

　両親は出張中だから帰ってこない。シーンと静まり返った家の中は一人だと広すぎて、なんだかとても寂さびしく感じる。

「……話し相手がいないって意味じゃ、一年前までと同じなんだけどな。あの時だって涼花とのコミュニケーションはなかったわけだし……」

　俺はそんなことを言いながら、自室のベッドに仰あお向むけになる。

　そう考えてみると、この一年弱で涼花との関係はガラッと変わった。この前ようやく仲直りもできたし、そんな妹が一時的にでもいないと考えると、なんだかぽっかりと胸に穴でも開いたような……。

「って、これだと俺が涼花を恋こいしがってるみたいじゃねえか……！　あくまで取材のためにちょっとの間、家を出てるだけだっつーのに、しっかりしろ俺……！」

　俺はパンッと自分の頰を両手で軽く叩たたくと、ベッドから立ち上がって机に向かった。

　無む駄だにしてる時間なんてないんだ。俺も新作のプロットを考えよう。言っとくけど、変な気分を紛まぎらわせるためじゃないからな？

　文書作成ソフトを立ち上げて、白紙のドキュメントへと向かう俺。

「……ん？　電話？」

　だがその瞬しゆん間かん、俺のスマホから電話の着信音が鳴り響ひびいた。

　誰だれだ？　こんな時間に電話をかけてくる人物と言えば、暇ひまを持て余あました篠しの崎ざきさんか、エロい話で俺を困らせたいＷピース先生か、とにかくお話ししたいんですって感じの水無月さんか、電話しながら勝手に自分達で言い争いを始める神かん坂ざか姉妹しまいか。……舞のやつはあの一件があったから違うかもしれないが──とにかくあんまりいい予感がしない。

　だがスマホを確かく認にんし、そこに表示されている名前を見て、俺は「え!?」と驚おどろく。

「す、涼花？　涼花がなんで俺に電話なんか？」

　わからない。ってか今まで涼花から電話なんてかかってきたことがないのに。

　戸と惑まどいながらも電話に出る。すると、

『あ……、お、お兄ちゃんですか？』

　当たり前だが、それは間違いなく涼花の声だった。

「ど、どうした？　なにかあったのか？」

『あ、いえ、そういうわけではなくてですね……。その、なんだかお兄ちゃんがいない環かん境きように慣れなくて……。なんとなく電話でもしようかなって……』

「……それってまさか、お前も寂しかったりしたからか……？」

『なっ!?　ななななにを言ってるんですかお兄ちゃんは!?　わわわ私がお兄ちゃんと離はなれ離ばなれになって寂しいとか恋しいとか、そんなことあるわけないじゃにゃいですか！　そ、そうです！　この電話だってせめて声でも聞きたいなって思ったからじゃなくて、あくまでも彼女としての演技で……！　そ、そう、つまりこれも取材なんです！』

　思わずスマホを耳から離してしまうほど大声でまくしたてる涼花。

「……な、なるほど、取材か！　うん、お前に限ってそんなことあるわけないもんな！」

『そ、そうですよ！　……あれ？　というかお兄ちゃん、さっきお前も寂しかったとか言いませんでしたか……？　そ、そそそそそそれって!?』

「あ、いや違う！　そうじゃなくて……、あれだよ！　俺も、その、彼氏としての演技から出た言葉であって、俺自身がそう思ってるわけじゃないから！」

　思いっきり焦あせりながらそう返す俺。

『そ、そうなんですか！』「そうなんだよ！」と、お互たがい上ずった声でのやり取りが続き、なんだかんだあってからようやく少し落ち着いてきた。

『……こうやって電話でお兄ちゃんとお話しするのって、あんまりなかったですね』

「そう言われればそうだな。そんな必要もなかったわけだし」

『な、なんだか変な気分です。夜中に男の人と電話でお話しするのって初めてですからドキドキします。……あ、もちろん取材的な意味で、他意はないですからね!?』

「わ、わかってるよ。取材に役立ってるなら、俺としてもうれしいよ」

『……そう言えばお兄ちゃんは、いろんな人から電話がかかってきますから、初めてなわけではないんですよね……？』

「な、なんか急に声のトーンが下がったような気がするんだけど!?」

『か、彼女なんですから、彼氏が他の女性と電話するのを気にするのは普ふ通つうじゃないですか！　嫉しつ妬とするのだってごく自然なことじゃないですか！』

「いや、リアルの俺とキャラの彼氏がごっちゃになってるよなそれ!?」

『私の新作で想定している彼氏のキャラも、無自覚にいろんな女性にモテるので全然混同などしていません！』

「いや混同してるから！　俺はモテてないから！　モテてるように見えてもそれはお前の代理人だからだって、知ってるだろうが！」

『むうぅ……、その認識で助かっている面もあればそうじゃない面もあるので、非難すべきかどうかが難しいところですね……！』

「お前が何に葛かつ藤とうしているのか、俺には全然わからないよ……」

　そんな会話を交かわしながらも気づけば俺は、いつの間にか新作のプロットのことも忘れて涼花との電話を純じゆん粋すいに楽しんでいた。

　これが取材のためだってのは、もちろんわかってるんだけど……。

『そ、そういえばこういう電話の時は、し、ししし下着の色を教え合うのが礼れい儀ぎだって聞いたんですけど、言わないといけないんですか……？』

「Ｗピース先生だな!?　Ｗピース先生情報だろそれ！　絶対真に受けるなよ!?」

　さっきまでの寂しさがウソみたいだ。……俺、もしかして涼花依い存ぞん症しようなのかな？　と一瞬あり得ないくらいキモいことを考えてしまって、慌あわててブンブンと首を振ふる俺。

　それでも、その日俺は日付が変わる直前くらいまで、この涼花との『取材』電話を切ることはなかったのだった。




　　　　　　　▼




　そんな涼花と別々に暮らす生活が始まってから数日後のこと。

「ねえ祐ゆう？　ちょっといいかしら」

　休み時間の教室で、その異変は突とつ然ぜんやって来た。突然舞が声をかけてきたのだ。

「な、なんだ？　普通に話しかけてくんのか？」

　俺が驚いて訊たずねると、舞は不思議そうな顔で「どういう意味？」と首を傾げる。

「いやだって、俺達は今勝負の真っ最中なわけだろ？　ここ数日間、お前から話しかけてこなかったし、勝負が終わるまでは絶交みたいなことになんのかなって」

「は、はぁっ!?　なんでそんなことしなくちゃいけないのよ！　そんなの二カ月近くあんたと話せなくなるじゃない！　冗じよう談だんじゃないわ！」

　言葉だけだとすごいデレ台詞せりふに聞こえるかもしれないが、こいつの場合は「ストーカー行こう為いができないからダメ」って言ってるのであって、ぶっちゃけ全然うれしくない。

「もちろん慣れ合いはしないけど、その間もあんたの研究をやめるつもりはないわ」

「……都合のいいやつだな」

「な、なによ。あんたの研究はすべてに優先するんだから仕方ないでしょ。……まあここ数日は作戦を練ってたから、話しかける暇がなかったんだけど」

　さ、作戦だと……？　相手が舞じゃなくても嫌いやな予感しかしない単語だ。

　そして相手が舞だと、嫌な予感を通り越こして悪お寒かんさえ感じる……！

「な、なにを企たくらんでるんだお前は。まさか、俺を亡なき者にして、それで勝負に勝とうなんて考えてるんじゃないだろうな」

「そ、そんなわけないでしょ！　私はちゃんと実力で勝つんだから！　そんなふざけたことなんて一瞬しか考えてないわよ！　……その、あんたを私にメロメロにさせて、とか」

　一瞬は考えてんじゃねえか恐おそろしいな！

「そうじゃなくて、私が勝つためのプランが出来上がったのよ。そのために、あんたが必要ってわけ」

「……意味がわからん。大体俺は勝負相手だぞ？　それなのに勝つためのプランに俺が必要だって？　まさか、俺に協力しろなんてバカなことは言わないよな？」

「きょ、協力しろなんて言うわけないでしょ。……ただ」

　舞の顔が赤く染まる。同時に、熱っぽい目が真まっ直すぐにこちらに向けられた。

　ポンコツな中身はともかく、舞は校内一とまで言われる美少女なので、もちろんその仕草は可愛かわいかった。正直、こういうところがこいつはズルイ。

　……と、そんな感じで意識をとられて一瞬のことだった。

「こ、こうするだけよ……！」

　すぐ近くから声が聞こえたと思ったら、舞の顔が目の前にあった。

　ってか、何か柔やわらかい感かん触しよくが膝ひざの上に載のっている。そして首回りに腕うでがグイッと絡からみついている。ついでに胸むな元もと辺りからはすさまじく豊満で凶きよう悪あくな感触が──

「な、ななななな……っ!?」

　そう、気づいたら舞は膝の上に横向きに座って、俺にギュッと抱だきついていたのだ！

「な、なにやってんだよお前は……っ!?」

　現状を認識した俺は、全身にくっついてくる反則気味の感触に意識を持って行かれそうになりながらも、かろうじてそう詰きつ問もんする。

「み、みみみ見てわかるでしょ！　あんたに抱きついてんのよ！」

　んなことはわかってんだよ！　いきなりなんでこんなことをしてるんだって俺は訊きいてんだうわあああ柔らかい温かいここ教室なんだけどおおぉっ!?

「ふ、ふふ、これが私の作戦なのよ……！　取材のためのね……！」

「しゅ、取材、だと……？」

「そ、そうよ！　これはラブコメを書くための取材！　あんたがいつも涼花さんとやってるみたいな、実際に体験してみるっていう取材よ！　……ただ、勝負の相手であるあんたに取材協力してもらうわけにはいかないから、私は考えたわ……。ようするに私が勝手にイチャイチャして勝手に取材すればいいじゃないかってね！　完かん璧ぺき！」

「どこがだよ!?　んなアホな理り屈くつがあってたまるか!!」

「な、なんでよ！　別に直接あんたに協力してくれって言ってるわけじゃないんだからいいじゃない！　あんたは普ふ段だん通りにしてればいいの！　私は勝手に取材してるから！」

　ふざけんな！　こんなの気にしないでいられるわけないだろ！

　……ああもう！　無茶苦茶なやつだと思ってたけど、ついにここまでピーな頭になってしまったのかこいつは……！　普段のストーカー行為が可愛く見えるぜ……！

「ああああああああ、永見くんが氷ひ室むろさんを膝の上に……侍はべらせてる!?」

　そして次の瞬間、当たり前のようにクラスメートに目もく撃げきされ、当たり前のように騒さわぎになった。表現のチョイスに悪意を感じるが、責める資格すら今の俺にはない。

　ああ、間違いなく今が生しよう涯がいで一番死にたくなってる……っ。

「くそ！　永見の野や郎ろう！　ひ、氷室さんとあんな羨うらやましいことを……！」「なぜ、なぜだ……！　なんで永見だけが……！」「ひ、氷室さん！　あなたは騙だまされているんだ！」

　クラスの男子共が好き勝手なことを言ってやがる。もちろんヘイトは俺に集中。

「悪いけどあなた達には無関係なことだから。放ほうっておいて」

　そして舞が追撃で『氷の女王』然とした発言をしたものだから、騒ぎは収まったものの俺に向けられる視線の殺意はさらに高まった。

　……俺、もう生きてここから出られないかもしれん……。

「氷室さん、本当に永見くんのことが好きなんだね」「騙されてるのかもよ？　もしくは弱みを握にぎられているとか」「だからあんなことをさせられてるの？　サイテー……」

　そして順調に暴落していく俺の株。今までもずっと底値だったが、今回のことでついに限界を超こえたらしい。取引停止レベルの惨さん状じようだった。

「と、とにかく一いつ旦たん離はなれてくれマジで！」

　俺はしがみついている舞を無理やり引き剝はがす。この体勢だと何をどう取り繕つくろおうが、説得力なんて欠片かけらもない。

「い、いやよ！　絶対絶対離れないんだからね！」

　すると舞は、決して離れまいと一層強く抱きついてきた。しかもかなり必死で、涙なみだ目めになって抵てい抗こうしている。

「……あ、あんたに勝つための取材なんだから絶対やめない……！　も、もし私を引き剝がそうとするんなら……、ひぐ、ぐす……っ」

　げ……、泣き真ま似ねだと!?　既すでに俺が悪者になっているこの構図で、美少女の舞が泣きだしたらどうなるか？　そんなのは火を見るよりも明らかだ。

　教室中の視線が一いつ斉せいに集まり、その全すべてが俺を無言で非難している。

　氷室さんにそんな恥はずかしいことをさせたうえ、なに泣かせてんだよ──と。

「ぐす、ふえぇ……」

「だああああぁ、もうっ!!」

　完全に冤えん罪ざいもいいところだったが、もはやこの空気を覆くつがえす術すべはなかった。

　俺はどこにそんな力があったのかわからないが、しがみついたままの舞を抱きあげて、ダッシュで教室から逃にげ出し、人ひと気けのない場所へ移動する。

「はぁ、はぁ……。なんでこんな目に遭あってんだ俺は……。って、お前もいつまで泣き真似してんだよ……。もう周りにゃ誰だれもいないぞ」

「ひっく……、へ？　あれ……？　なんでこんなとこにいるの？　ぐす……」

「……お、おいまさか、さっきのはフリじゃなくてマジ泣きだったのか？」

「え…………？　ま、まさか!?　そそそそんなことあるわけないでしょ!?」

　慌てて目元を擦こすった後、立ち上がってふんぞり返る舞。……完全に図星じゃねえか。

「はぁ……、ったく、お前のせいで俺はもう犯罪者扱あつかいだよ……」

「なによそれ。祐を非難するようなやつは私が許さないわ」

「お前のせいだよお前の！　ってか勝手に取材するってなんなんだよ一体！」

「だ、だからさっきも言ったでしょ！　私もあんたみたいに実際に体験して取材してるのよ！　私は永遠野誓の一番のファンでライバルなんだから、手法を盗ぬすむのは当然よね！」

「ま、まあその点は百歩譲ゆずって理解しとくとして……。なんで相手が俺なんだよ。今は勝負の真っ最中だろ？　どう考えても俺相手ってのはおかしくないか？」

「そ、それは……。だってあんた以外にこんなことできる男子なんていないし……」

「対戦中の相手だってことを差し引いても他にいないって、どんだけだよ……」

　というか、冷静に考えてみて舞ほどの美少女でそれはおかしい。

　頼たのまなくても向こうから是ぜ非ひ取材対象にしてくれとお願いしてくるレベルだろうに。

「……それに、やっぱり祐以外となんて嫌──あわわ！　そ、そう、私はあんたに勝つためなら手段を選ばないのよ！」

「選ばなさすぎ！　さすがに最低限のラインは守れよ！」

　相手に勝つために、相手に無理矢理修しゆ行ぎように付き合わせてるみたいなもんじゃねえか！　どんだけ無茶苦茶な構図だよ、まったく！

「な、なによ！　私はそれだけ真しん剣けんなの！　なんだってする覚かく悟ごなんだから！」

　……とはいえ、この常識が通じないヘッポコストーカーを止める方法が何も思い浮うかばない。どうすりゃいいんだ……？

　俺はもちろん涼花側だから舞の取材に協力することはできないが、かといってこのままだと、さっきみたいに『勝手な取材』をこれからも仕し掛かけてくるに違ちがいない。

　……や、ヤバイ。これは本気で困ったぞ。

　舞の取材を妨ぼう害がいするつもりはない。かといって協力する気もない。

　となると──……やっぱり方法は一つしかないんじゃないか？

　つまりそれは『舞の勝手な取材を俺が全力で耐たえること』ってわけだが、改めて言葉にしてみるとほとんど無策に変わりなかった。でも、それ以外はやっぱりない気がする。

「あー……、一応、念のため確かく認にんするけど、取材をやめるという選せん択たく肢しは……？」

「ないわね」

　即そく答とうだった。わかっていたことだが、俺はガクリと肩かたを落とす。

　……くそ、こうなったら仕方がない。

「わ、わかった。じゃあとりあえず、人目のある所での取材はやめてくれ。それ以外なら、協力はしないけど邪じや魔まもしないから」

「……え？　ほ、ほんと？」

「言っとくけど、本当に協力なんてしないからな!?　勝手に取材できるもんならやってみりゃいいさ。俺は知らんぷりするから」

　俺はもうヤケクソになりながら、そうまくしたてるしかなかった。

「あ、ありがと──……ふ、ふん、最初からそのつもりよ」

「……やれやれ。にしても、勝負の相手を取材対象にしようなんて、さすがのお前でも無茶苦茶だって思わないもんかね……」

　俺がため息交じりで独り言のつもりでそう呟つぶやくと、舞は「さすがのお前でも」ってどういう意味よ！　と詰つめ寄ってきたが、すぐに真剣な顔になり、

「……あんたに勝つためだから。あんたに面おも白しろいって思われるような作品を書くためだからね。そのためなら、私は本当に手段は選ばないのよ」

　俺の目を真っ直ぐ見み据すえながら、そんな宣言とも取れるようなことを口にした。

　それは普段のポンコツな舞ではなく、ラノベ作家・炎えん竜りゆう焰ほむらの顔だった。

　俺はそんな雰ふん囲い気きに気け圧おされて、思わずゴクリと喉のどを鳴らす。

「そういうわけだから、これからも勝手に取材はさせてもらうわ。けど、私だって祐に迷めい惑わくをかけたくないから、予定は前もって伝えとくわね」

「よ、予定？」

「そ。知らんぷりするにしても、心の準備は必要でしょ？　それでも知らんぷりし続けられるかどうかは怪あやしいけどね。ふっふーん」

　む、舞に挑ちよう発はつされるとは……。とはいえ、確かに前もって何をしてくるのか知らせてくれた方がありがたい。心構えをしておくだけでも、ずっと我が慢まんしやすくなるからな。

「さてさて、私のアプローチをどこまで無視できるかしら？　絶対にあんたを振ふり向かせて、私の魅み力りよくでメロメロにしてあげるんだからね！」

「……なんか、趣しゆ旨しが変わってないか？」

「そ、そそそそんなことはないわよ!?　そういうキャラの取材なんだからこれでいいの！　と、とにかく、次は昼休みに取材するから、覚悟しときなさいよね！」

　舞はビシッとこちらを指さしながら、真っ赤な顔でそう宣言した。

　……本当にもう、なんでこんなわけのわからないことになってるのやら。

　思い直すと頭が痛くなってくるけど、とりあえず今俺がすべきなのは昼休みに全力で人気のない場所に退たい避ひすることだな……。

「じゃあ私、先に教室に帰ってさっきのことは何でもないってみんなに説明しとくから、昼休みは楽しみにしときなさい！」

　言いたいことだけ言って走り去っていく舞の後ろ姿を見ながら、あいつは律りち儀ぎなのか無茶苦茶なのかわからないな……、と呆あつ気けにとられる俺。

　とりあえずわかってることは、あいつは本気だということだけだった。本気で勝つために、なりふりかまわず自分に必要なことをやっているんだ。内容はアレだが。

　……まあいいさ。だったら俺は、涼花の代理人として舞の取材攻こう勢せいに耐えるだけだ。

　取材するなら好きにすればいい。だけど俺は協力はしない。それが今俺がとるべきベストの姿勢だ。昼休みに何をしてくるかわからないけど、俺は絶対に屈くつしたりしないぞ！

　…………とまあ、その時はそう思ってたんだけどね？

　で、昼休み。俺と舞は二人きりで屋上にいた。

「……ちょっ、だから近いって！　なんでそんなにくっついてくんだよ！」

「し、仕方ないでしょ、イチャイチャシーンの取材なんだから！　あんたは気にしないんじゃなかったのかしら──はむっ」

「ああ、人の弁当を!?　しかも口に入れる直前に横からかっさらいやがって！」

「もぐもぐ……。だ、だってお昼ご飯を二人で食べさせっこするシーンの取材をしてるんだもん。ほら、こっちの分だってあげるわよ」

「むぐっ!?　ちょ、いきなり口に押し込んでくんなよ！」

　俺は舞の取材を努めて無視しようと思っていたんだが──……無理でした。

　いや、だって仕方ないだろ!?　肩がくっつくくらいの近くに座られて、挙句に横から勝手に弁当を食われたり食わされたりさ！

　……この状じよう況きようで平然と無視し続けるとか、悟さとりを開いた仙せん人にんとかじゃないと無理だ。

　さらにさっきから、舞が近くで動くたびにふにょふにょした感かん触しよくが腕うでに当たりまくってるし、こんなの百年の悟りも消し飛ぶわ。

「な、なるほど、これが食べさせっこなのね……。やっぱり自分でやってみるとリアリティが違うわ。な、なかなかいい感じね」
















　しかも、舞の取材が順調に進んでるっぽいのがまた腹立たしい。

　こっちはいいようにされてるだけなのに、この傍ぼう若じやく無ぶ人じんの権ごん化げみたいなやつはしっかり自分の目的を果たしてるんだもんなぁ……。

　とはいえ、俺にできることと言えばひたすら耐えるしかなかった。思い切って逃げ出すか、もしくは強く「やめろ！」と言えばいいと思うかもしれないけど──

　……それは、正直やりたくない。なぜなら、舞は本当に面白い作品を書きたいと思ってこんなことをしてるんだと、俺はわかってしまっているからだ。

　面白い作品を書くためなら何でもする。それは俺と全く同じ考えなわけで。だったら、いくらこの『勝手な取材』が迷惑でも、それを強く制止することはできない。

　ぶっちゃけ、俺は舞の姿勢を嫌いやなものだとは思ってなかった。ラノベのために恥はじも外聞も取とっ払ぱらって自分に必要なことをする。その姿勢は今現在、次の応おう募ぼ作で四苦八苦している俺の目にとても眩まぶしく映るんだ。

　なんのことはない。俺は舞に対して、涼花と同じくらい尊敬してるってわけなのだ。

　面白いラノベを書くために、こんな『取材』も躊ちゆう躇ちよなく行うことができる。こういったところが、俺みたいな凡ぼん人じんと涼花と舞みたいな天才作家の違いなんだろうか……。

「どうしたの祐？　なんか急に暗い顔して……。ま、まさか、本気で嫌だった？」

「え？」

　ふと気がつくと、舞が心配そうな表情で俺の顔を覗のぞき込んでいた。

「あ、いや、そういうわけじゃなくて、ちょっと考え事を──」

「な、なーんだ。じゃあ迷惑だったわけじゃないのよね。だったら取材は続行よ！」

「なっ!?　い、いや、迷惑じゃないわけじゃないんですけど!?」

　し、しまった！　ボーッとしてて迂う闊かつな答えを……！　って、近い近い！　だからそう無暗に腕に抱だきつくな当たってるだろおい！

　とその時、カシャッと音がしたかと思ったら、舞がスマホで自じ撮どりをしていた。もちろんこの距きよ離りなので、バッチリ俺も写っているだろう。

「……おい、何で撮ったんだ？」

「取材資料として使うからっていうのもあるけど、証しよう拠こ写真としてラインで送るためってのがメインかしら」

「証拠写真？　ライン？」

「ほら、私達って永遠野誓ラインってグループを作ってるじゃない？」

「初耳なんだけど!?　なんなんだよそれは！」

「その名の通り、永遠野誓のファンの集つどいよ。もっとも、メンバーは実際にあんたと面識がある人オンリーだけどね。具体的にはエロイラストレーターと、声優の水無月桜と、神坂姉妹しまいと私」

　……し、知らなかった。そんなもんがあったのか……。

「で、実は今回の取材についても永遠野誓ラインでいろいろアドバイスをもらったから、取材が成功したら証拠写真をアップしろって言われてんのよ。はー、まったく面めん倒どうくさいけど仕方ないわねー」

　と言いながら、なぜかものすごくうれしそうにさっきの自撮り写真を眺ながめる舞。

　今にも頰ほおがくっつきそうな距離で写っている俺と舞の写真を、ニヤニヤと緩ゆるんだ顔で見ていたかと思ったら、

「じゃあ送信っと。こ、こんな写真全然うれしくないし自じ慢まんするわけじゃないけど、そういう約束だから仕方ないわよねー」

　まったく淀よどみない操作でアップしてしまった。止める暇ひまさえなかった。

　ゾクリと嫌な予感がしたと思った次の瞬しゆん間かん、舞のスマホがすさまじい勢いで鳴りだす。

「ふっふーん、早さつ速そく反はん響きようがあったみたいね。わ、私はどうでもいいんだけどー」

「ちょ、ちょっと見せてくれ」

　俺は舞のスマホを覗き込む。するとそこでは、永遠野誓ラインのメンバー達がアップされた写真に対し一いつ斉せいにコメントをしていた。

『おお、取材は成功したみたいでよかったデスね！　でも舞だけズルイデス！　こんなの見せられたら私もやりたくなっちゃいマスよ！　そこに先生もいるんデショう？　今度は私が取材したいんでよろしくと伝えてくだサイ！』とＷピース先生。

『羨うらやましい羨ましい羨ましいよー！　桜も先生とのツーショット写真が欲ほしいのに、こんなことならお昼ご飯でイチャイチャなんてアドバイスするんじゃなかったよ！　ぜーったい桜もこれ以上の写真を撮ってみせるからね！』と水無月さん。

『これはいい。永遠野先生相手に取材するって聞いた時は目からウロコが落ちたけど、この写真を見てさらに百枚くらい落ちた。私も先生に取材に付き合ってもらう。もちろん先生に望まれたら私も取材に協力する。ところで先生に、官能小説を書く予定はないかどうか訊きいてほしい』と秋あき乃のさん。

『信じらんない！　取材だからってこんな……！　あいつに毒されるのもいい加減にした方がいいんじゃないの!?　それからお姉ちゃんが頭のおかしいこと書いてるけど、無視していいからね！　ってか無視しなさい！』と神坂妹。

「あ、悪夢だ……」

　いい反応だわ！　と満足気にふんぞり返る舞を尻しり目めに、俺はズーンと落ち込んでいた。

「さあ、報告も終わったし、取材の続きをするわよ！」

「もう勝手にしてくれ……」

「ん？　最初からそう言ってるじゃない。今いま更さらなに言ってんのよ」

　反論する気力もない。俺は「じゃ、じゃあ次はあれを取材するわ」と言う舞に引っ張られるがまま、横向きに倒たおれ込む。

「こ、これが膝ひざ枕まくらの感触なのね……。やっぱり実際に体験してみる取材はすごいわ。さすが永遠野誓流……！　これは絶対に作品に生きるわね……！」

　上からそんな声が聞こえてきて、下には温かくて柔やわらかい太ももの感触があったが、俺はもう一いつ切さい何の反応もする気がなかった。無心ってやつだ。

　……そうだよ。勝手に取材するってんなら好きにさせときゃいいんだ。俺はこうやって無心でいれば、舞も勝手に満足するだろうよ。

　ふ、俺もここにきてとうとう悟ったってわけか。まあそれはバキバキに心が折れたおかげなんですけどね。ふふ、ふふふ、うううううう……。

「え、えっと、じゃあ次はどうしようかしら。……そうだ！　添そい寝ねイベントの取材よ！　そうと決まれば保健室のベッドで……！」

「……とはいえ、ちょっとは遠えん慮りよくらいしてくれよ……」

　俺の蚊かの鳴くような呟つぶやきは、当然のごとく舞の耳に届くことはなかった。




「あー……、ヒドイ一日だったな……」

　そして放課後。ようやく舞から解放された俺は、心身ともに疲つかれ切ってフラフラになりながら白桜女学院へと向かっていた。

　あの後、舞は最低限の配はい慮りよとして人目のある所では取材を行わなかったが、それ以外の場所では怒ど濤とうのような攻勢をかけてきた。

　その具体的な内容については触ふれないが──ってか触れたくないが──とにかく、舞の取材が進むにつれて、俺の精神力は着実に削けずられていったわけだ。

　……しかし、ラブコメ祭りで勝つ作品を書くためだけにあそこまでするとは。

　それだけ真しん剣けんに勝負に挑いどんでるってわけなんだろうけど、あの姿勢はすごい。ある意味では涼花以上かもしれない。次元が違ちがう。

「あれがプロラノベ作家ってもんなのかな……」

　俺はそんなことを呟きながら、白桜に到とう着ちやくした。

　いつも通り、正門の傍そばで待っていた涼花に声をかけようとする。

　だが、ふと開きかけた口が途と中ちゆうで止まった。……な、なんか妙みような威い圧あつ感が……。

「今日は遅おそかったですね、お兄ちゃん」

　腕を組んで、俺の間に立ちはだかる涼花。その顔は一見ほんのり微笑ほほえんでいるように見えて、実はなんの表情も浮うかんでいなかった。

「ところで、これについて詳くわしく聞かせてもらいましょうか」

　そしてその理由はすぐにわかった。涼花が自分の携けい帯たいを俺の方に向ける。

　そこにはさっき舞が自撮りした俺とのツーショット写真が──

「んな!?　なんでお前がそれを……！」

「氷室さんが送ってきました。間違いメールのようでしたが」

　ま、間違いメール!?　よりにもよって涼花に!?

　……って、そういえば舞のやつ「この写真はあんたにも送っておくから、壁かべ紙がみにでもしなさいよね！」とか言ってたけど、まさか俺と間違えて涼花に送ったのか!?　どこまでポンコツなんだよあいつは！　しかもその被ひ害がいがこっちに来るとか洒落しやれにならん！

「まあそれはどうでもいいことです。そんなことよりも、これはどういうことですか？」

　涼花の目がスッと細まり、威圧感が増していく。こ、怖こええ……。

「ち、違うんだ！　それは、その、あああ……」

　俺はもう言い訳する気力もなく、洗いざらい正直に白状するしかなかった。

　もちろん、不ふ可か抗こう力りよくだったという点は精せい一いつ杯ぱい強調しながら。

「ひ、氷室さんが取材……？　しかもお兄ちゃん相手に……!?」

「ああ、発想はともかく、あいつの勝負への意気込みは本物だ。あんな無茶苦茶なことも本気でしてくるんだから相当だよ」

「で、でもお兄ちゃんは私のもの──違います！　わ、私の代理人なんですよ!?　なのに氷室さんの取材に協力するとはどういう料りよう簡けんですか！」

「きょ、協力はしてないって！　ただ断ったら余計ヒドイことになりそうで──ってか実際になりかけて……、だったらもう勝手にさせるしかないと判断したんだよ！　……ただ誓ちかって言うけど、俺から積極的に舞に協力することはないから。お前を裏切るようなことだけは死んでもしない。それだけは約束する」

「そ、それは……、その、……あ、ありがとうございます……」

　俺は涼花の代理人。何よりも優先すべきことで、そこだけはブレちゃいない。

　涼花は「う～……」とまだ怒いかりが冷めやらぬ感じだが、かといって思いっきり怒おこることもできないといった様子でしばらく唸うなっていた。けれどやがて、

「も、もう一度確かく認にんしますが、この写真は氷室さんが勝手に撮ったもので、お兄ちゃんが取材に協力した結果ではないんですね？」

「そうだ。さっき説明した通りだよ」

「で、でもお兄ちゃんは、私には積極的に取材協力をしてくれるんですよね？」

「当たり前だろ。代理人なんだから」

　俺がそう答えると、涼花は「そ、そうですか」とだけ言って俯うつむいてしまった。

　……な、なんだろう？　許されたのか、それとも……。

「……で、ではお兄ちゃん、私達もさらに取材しないといけません」

「へ？」

「な、なにを変な声を出してるんですか。氷室さんはここまでしてきてるんですよ？　私達も対たい抗こうしてもっと取材しないとダメじゃないですか！」

「あ、そ、そうだな。うん、その通りだ」

　ジト目の涼花に俺はコクコクと頷うなずく。

　不ふ機き嫌げんさはまだ残っているが、もう怒りは収まったみたいだった。よかった……。

「……まさか氷室さんがここまで積極的に動くとは想定外でした……。お兄ちゃん相手に取材にかこつけてイチャイチャとか、それは私だけの特権なのに……。で、でも、お兄ちゃんが積極的に取材に協力してくれるのは私だけですから……、えへへ……」

「それで、取材って何をどうすればいいんだ？」

「ぴゃうっ!?　か、考え事をしてたのに驚おどろかせないでください！　……こ、こほん、取材の件ですが──明日はお休みでしたよね？　朝から白桜まで来てほしいのですが」

「それはかまわないけど、何をするんだ？　どっかに出で掛かけるとか？」

「た、確かにそういうデートもいいんですが、今回は違います。……ある意味ではデートと言えなくもないんですけど……っ」

　なぜか両手を頰に当ててクネクネと身体からだをくねらせる涼花。えへえへと変な声（？）も聞こえるし、なんでいつの間にかバグってるんだろう……。

「……はっ!?　と、とにかくそういうわけなので、明日はお願いします！」

　やがて我に返った涼花は、それだけ言って足早に校内へと戻もどって行った。

　……かと思ったら、またなぜかすぐに引き返してきて、

「わ、忘れてました。その前に今日の内にやっておかないといけない取材が……」

「え？　今からか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。すぐに終わりますから。すいませんが、お兄ちゃんのスマホを貸してもらえますか？　私のは古い機種なので」

「あ、ああ」

　よくわからなかったが、俺はスマホを取り出して涼花に渡わたす。

「ありがとうございます。ではお兄ちゃん、ちょっとこっちへ」

　言われるがままに、俺は涼花の隣となりに立つ。すると次の瞬しゆん間かん涼花は、ギュッと俺に抱だきついてきて、そのうえほっぺたを俺の頰ほおにピタッとくっつけてきた。

　そして「……なっ!?」と声を上げる直前、カシャッとスマホから音がして、涼花が自じ撮どりしていたことに気がついた。

「こ、これはどういう……!?」

「でででですから取材です！　氷室さんだけにあんな羨ましい思い──じゃなくて！　いい取材をさせるわけにはいかないじゃないですか！　ツーショット写真とか、そんなの私も欲しいに決まってます！　も、もちろんあくまでも取材のためにですが！」

　……な、なるほど、そういうことか。いきなりでビックリしたぞ。

「そ、それでは私は失礼します！　その写真は、また後で送ってください！」

　また明日、とだけ言い残して、今度こそ涼花は白桜の門の中へと消えて行った。

　俺はしばらくの間その場でぼんやりと立っていたが、やがて手に持っていたスマホへと視線を落とす。

　お互たがい真っ赤になって頰と頰とくっつけている俺と涼花の写真。それを見ていると、さっきの柔らかくスベスベした感かん触しよくがよみがえってきて、俺は思わず頰に手を当てた。
















「うう、熱い……。さ、さっさと帰ろう……」

　俺は恥はずかしさから逃にげ出すように、足早にその場を後にする。

　しゅ、取材とはいえ妹とこんな写真を撮ってしまうとは……。

　俺は恥ずかしさに苛さいなまれながらも、一瞬だけこれを待ち受け画面にしようかなどと考えてしまい、その後しばらくの間悶もん絶ぜつする羽目になるのだった。




　　　　　　　▼




　あくる休日。俺は昨日涼花に言われた通り、朝から白桜女学院まで来ていた。

　休みの日なので当然正門は閉まっており、人の気配はなかったが、間もなく通用門から私服姿の涼花が出てきた。

「おはようございますお兄ちゃん。わざわざすいません」

「おはよう涼花。で、今日はこれから取材ってことでいいんだよな？」

「はい。それでその取材なんですけど……。え、えっと、とりあえず詳しい話は中に入ってからにしましょう」

「中にって、どこの？」

「で、ですから校内ですよ。正確には白桜の寮りようです」

「……え？　ええ!?　白桜の寮って……、そ、それってつまり女子寮だろ!?　そんなとこに俺が入ったらマズイんじゃ!?」

「大丈夫です。あらかじめ申しん請せいして認められたお客さんは招くことができるんです。お兄ちゃんは私の家族ですし、文化祭での講演の件もありましたから、ちゃんと許可は下りました。その点は安心です」

「そ、そうなのか。でも、そもそも俺を寮なんかに連れて行って何を？」

「ですから取材です。今日の取材のテーマは、その……」

　涼花はモジモジと言いにくそうにしていたが、やがて意を決したように、

「か、彼氏を部屋に呼んだ時のシチュエーションなので……」

「彼氏を部屋に……？」

「そ、そうです。今ちょうど私は寮で暮らしてるじゃないですか？　いつもとは違う部屋があるのでいい機会だと思ったんです。お兄ちゃんの方も、初めて訪ねる部屋なら取材のリアリティも増すでしょう？」

「確かに。言われてみればそういう取材をするにはピッタリの状じよう況きようだな」

「普ふ段だんではできない取材ですからね。このチャンスを生かさないといけません。そういうわけなので、お兄ちゃんは私の、か、彼氏として振ふる舞まってください」

　そう言って涼花は、そっと俺の手を握にぎる。

「わ、私も彼女として振る舞いますから。で、では行きましょう」

　そう言って涼花は俺の手を引っ張って、白桜の敷しき地ちに入った。

　……しかし、なるほどそういう取材か。こんな時でもないとできないようなシチュエーションだ。さすが涼花、発想がすごい。

「……ふふふ、家にいるとこんなことはできないですからね……。この機会にお兄ちゃんには、妹ではない一人の女の子としての魅み力りよくをアピールしないと……。氷室さんも本気みたいですし……」

「ところで涼花」

「にゃうっ!?　にゃにゃにゃにゃんですか!?」

「あ、いや、学校の許可が下りてるのはいいけど、寮で暮らしてる女子生徒の方は大丈夫なのかなって……」

　……なんか涼花のやつ、またバグってないか？　取材となると時々こんな感じになることがあるのだが、今は特に何もしてないはずなのに。

「あ、ああそのことですか！　……こほん、それも大丈夫です。今日お兄ちゃんが来ることはみなさん知ってますし、取材の邪じや魔まにならないよう──ではなく！　みなさんの迷めい惑わくにならないよう事前に気を配っています」

「そうか。お前がそう言うなら安心かな」

　とはいえ、それでもやっぱり緊きん張ちようはする。なにせ名門お嬢じようさま学校の女子寮だ。普ふ通つうだったら絶対に足を踏ふみ入れることができない場所なだけに不安が大きい。

　もちろん、それと同じくらい期待感もあるのだが──……いや、具体的に何に対してとかじゃなくて、女子寮って雰ふん囲い気きそのものにな？　わかるだろ？

「……お兄ちゃん？　なにか邪よこしまなことを考えていませんか？」

　そして鋭するどい涼花に看破される。……い、いや、変なことなんて考えてないぞ!?　男にとって女子寮ってのは永遠の聖域みたいなもんだってだけで！

「何かあったら私が直接通報しますので、迂う闊かつな行動はしないように」

「……は、はい……」

　そんな釘くぎを刺さされながら、俺達は校舎の裏手の方へと歩いていく。石いし畳だたみの道をしばらく進むと、涼花が「あれが寮です」と前方を指さした。

　中に入ると静まり返って人の姿は見えなかったが、不思議と人の気配はする。

「さすがお嬢さま学校だけあって、休日の寮でも静かなんだな」

「……いえ、今日が特別なだけです。それより早く私の部屋に行きましょう。公共スペースに長くいるのは危険です」

　確かに、涼花の家族とはいえ男の俺はここでは異物だ。なるべく人目に触ふれないようにするのがマナーだといえる。危険ってのは大げさだと思うが。

　涼花に連れられて廊ろう下かを歩き、一階の端はしの方へと向かう。

「ここが私の部屋です。と言っても、一時的に使わせてもらっているだけですが」

　部屋の中も寮の外観に相応ふさわしいくらい豪ごう華かだった。といっても華か美びじゃなく、質素な豪華さとでも表現すればいいだろうか。仮住まいだからか、ベッドとテーブルと一組の椅い子す、それにクローゼットと姿すがた見みくらいしかないが、それぞれがずいぶんと高価そうだ。

「いいところだな……。ってか普通に俺らの部屋より広いし」

「一人だと持て余します。……そ、そんなことより取材です」

　きょろきょろと辺りを見回していた俺だったが、その一言でギクリと緊張する。

　……そ、そうだった、今は『彼女の部屋に招かれた』ってシチュエーションを取材してるんだったな。

　もちろん現実には妹である涼花の部屋なのだが、いつもと違ちがった場所なため、そういった感覚にはなれない。むしろ、本当に知らない女の子の部屋に来たみたいだった。

「え、えーと、それでどんなことをすればいいんだ？」

「そ、そのことなんですか……。実は私もよくわからないんです」

「え？　ちょっと待て、この取材はお前から言い出したことだろ？」

「それはそうですけど、彼氏を部屋に呼ぶというところまではともかく、その後一体どうすればいいかわからなくて……」

　だから実際にそういうシチュエーションで、俺の意見を聞こうと思ったのだと、涼花はちょっとばつが悪そうに答えた。

「なので、お兄ちゃんはこの状況でどんなことが起こればいいと思いますか？」

「なるほど、そういうわけか……。でも、急にそんなこと言われてもな。俺だって女の子の部屋にお邪魔した経験なんてないし」

　あ、自分で言っててちょっと悲しくなってきた。

「……それは本当ですか？　私の知らない間に氷室さんやＷピースさんの部屋に行ったりしたことは……？」

「ないって！　舞を家まで送ったことはあるけど中にまでは入ってないし、Ｗピース先生の部屋には入ったけど、その時はお前も一いつ緒しよだったろ!?」

「そ、そういえばそうでしたね。あの時のことはあんまり思い出したくないです……」

「それは俺も同じだ……。とにかく、そんなわけだから俺もわからないよ」

「でも、初めてならそれはそれでアイデアがあるものではないですか？」

　む、……それは確かになくもない。ラノベやマンガで女の子の部屋を訪ねるってシーンはあるからな。そういう時の定番イベントといえば……。

「やっぱり、部屋を通して私生活が見られるってのが最大のメリットだから、私物を見せてもらうってのが一番オーソドックスじゃないかな」

「それはむしろこの部屋では難しいのですが……」

「た、確かに仮住まいだからそうか……。でも諦あきらめるのはまだ早い。お前も最低限の私物は持ってきてるんだろ？」

「それはそうですが、見せられるものと言えば服を何着かくらいですけど」

　そう言いながら、涼花はクローゼットを開ける。

　そこには白桜の制服と、あと私服が何着かハンガーにぶら下がっていた。

「へえ、お前ってこんな服も持ってたのか。俺、見たことないかも」

「そ、そうですか？　なんだか恥ずかしいですね……。で、でもなるほど、こういった感じでイチャイチャするのもありかもしれません」

　涼花は私服を何着か取り出すと、姿見の前に行ってそれをハンガーごと身体からだに重ねる。

「ど、どうですかお兄ちゃん？」

「ああ、うん。似合ってると思うぞ」

「そそそそうですか！　じゃあ、これは帰ってからも家で着てみますね！」

　涼花はそんな感じで、他の服も試ためしてみる。

　……うん、いい雰囲気じゃないか？　取材としても、なんかいい感じだし。

「あ、ついでにアクセサリーも一緒に試してみます。クローゼットの引き出しに入ってますから、持ってきてもらえますか？」

　姿見に夢中の涼花に頼たのまれ、俺は引き出しを開ける。女の子の部屋での過ごし方については俺も初心者なので、この際一緒に参考にさせてもらおう。

「えっと、これでいいのか？」

　俺は引き出しの中から適当に一つ取り出す。色とりどりの布地が折りたたまれて入っていたが、リボンか何かだろうか？

「あ、はい、それで──…………ぁ、…………あ」

　だが、振り向いた涼花が、次の瞬しゆん間かんいきなり真っ赤になって固まってしまった。

　……なんだ？　と思いながら、俺は自分の右手にあるものを確かく認にんする。

　それはリボンではなかった。

　それは永遠の男のロマン。それは聖域の守護者。それは三角形の魅み惑わくの布。

「ど、どどど、どうしてお兄ちゃんが、わた、私の、ぱ、ぱ……っ！」

　そう、それはパンツだったのだ！　あろうことか俺は、パンツを右手に持って高々と掲かかげていたのだ！　他でもない、妹の、涼花のパンツを!!

　……って、力強く解説してる場合か！

「ち、ちちち違うんだ！　これはその……！」

「そ、そっちの引き出しじゃないです！　そっちには私の下着が……！　あああ……！」

「ご、ごめん！　普通に間違えたんだ！　すぐに……っ！」

　俺は慌あわてて右手を引き出しへと戻もどす。だが慌てすぎて、俺はその側面に思いっきり右手をぶつけてしまった。はずみですぽっと抜ぬける引き出し。宙を舞うパンツ達。

「きゃあああああっ!?　おおおおおおお兄ちゃん!?」

　涼花が絶ぜつ叫きようしながら床ゆかにばらまかれたパンツをかき集める。

　あまりの恥はずかしさからグルグルと目を回し、当たり前のように半泣きだった。

　俺はそんな涼花を見て、すさまじい申し訳なさに悶もん絶ぜつする。わざとじゃないとはいえ妹を泣かせたことと、妹に恥はじをかかせたという事実が、俺に容よう赦しやなく死し刑けいを告げる。

　……ってか死ね俺！　マジで死ねよ俺！

「ごごごごごごめんなさい！　わざとじゃないし完全に事故だけど、１００％俺が悪かったです！　だから……、本当にすいませんでした！」

　俺は全身で謝罪の意を表現する。土下座である。ぶっちゃけこんなことくらいではまるで足りないのだが、それでも今はこうするしかない。

「うううう……っ！」

　頭上から、涼花の震ふるえる声が聞こえる。

　その度たび俺は「ごめんなさいごめんなさい！」と謝り続けるしかなかった。

「……お、お兄ちゃん、顔を上げてください……っ」

　やがて、そんな言葉が聞こえて、俺は恐おそる恐る顔を上げる。

　するとそこには、パンツを必死な様子で抱かかえた涼花が、目め尻じりに涙なみだを浮うかべながら、今にも爆ばく発はつしそうなほど赤い顔でこちらを睨にらんでいた。

「ほ、本当にごめん涼花……っ！」

「……うう、もういいです。わざとじゃないってわかってますから……。私の説明が不足してたのも悪かったですし……」

「い、いや、それでも俺が全面的に悪い！　償つぐないなら何でもするから……！」

「…………じゃあ、一つだけ、正直に答えてくれますか？」

「ああ、なんだって正直に答える！　ウソは絶対つかない！」

　それで涼花に許してもらえるなら、一つと言わずにいくらでも答えるさ。

　でも、質問だけで許してくれるなんて、俺の妹はなんて慈じ悲ひ深いんだ……！

「あ、あの……、女の子の部屋に来て、ぱ、パンツを見るのはうれしいことですか？」

「……………………へ？」

　だが、俺はそのすさまじい質問に目が点になる。

「で、ですから！　彼女のパンツを見るのは、彼氏としてうれしいことかと……！」

「そ、それは…………、はい……。うれしいことだと思います……けど」

「お、お兄ちゃんは最低のエロ魔ま王おうです！」

「えええええええええええええええええええええええ!?」

　じ、自分で質問しておきながら!?　い、いや、だが俺に反論する権利はない！

「……うう、でも、もういいです。もう怒おこってません。すごく恥ずかしかったですけど、これも取材だと思えば平気ですから……。取材ならパンチラだって私は……！」

　自分のパンツを胸に抱だきながら小刻みに身体を震わせる涼花。

「そ、そうです、取材ならなんだってできるんです……！　こ、こうなったら、恥ずかしくてやらないでおこうと思ったあの取材も……！」

　赤い顔のまま、俯うつむき加か減げんに何かブツブツと呟つぶやいている涼花。

　あまりの恥ずかしさにまたバグったんだろうか……と、俺が心配していると、

「お、お兄ちゃん、ちょっと後ろを向いていてください！」

　すごい迫はく力りよくでそう言われ「は、はい！」と慌てて後ろを向いた。

　ゴソゴソと背後から音がして、何をしているのかすごく気になる。そのまま直立不動の体勢で待っていると、しばらくして「も、もう大だい丈じよう夫ぶです……」という声が聞こえてきた。

「……ん？　涼花？」

　恐る恐る振ふり向くと、さっきまで散らばっていたパンツは綺き麗れいに片づけられ、クローゼットも引き出しも元通りになっていた。……まあ、それはいいんだけど、

「なんでベッドに座ってるんだ？」

　そう、なぜか涼花はベッドに腰こし掛かけていたのだ。この部屋には椅子が二つあるから、俺に一つ譲ゆずってもベッドに座る必要はないのに。俺の部屋と違って。

「も、もちろんこれは取材のためです」

「取材って、どんな？」

　俺が訊ねると、涼花が「そ、それは……」と言葉を濁にごした。そして、かああぁとさらに頰ほおを赤らめて俯いていたが、やがて意を決したように顔を上げると、

「ううう……！　お、お兄ちゃん、私をベッドに押し倒たおしてください！」

　と、必死な様子でそんな意味不明なことを口走ったのだった。

「は、はあっ!?　お、おおお押し倒すって……、どどどどういうこと!?」

「こここ言葉通りの意味です！　お兄ちゃんが私をベッドに押し倒すんです！」

「な、なんでそんな!?　いや、取材ってのはわかるけどさ!?」

「か、勘かん違ちがいはしないでください！　あくまでもそういう体勢を実際に経験してみるというだけですから！　か、彼氏が部屋に来たら、そういう状じよう況きようになる可能性もあるわけですから！　これもリアリティのある作品を書くためです！」

　焦あせって訊ねる俺に、同じくらい焦って答える涼花。

　た、確かに今までも取材であれこれ変なことをやってきたけど、さすがにこれは……！

「わ、私もここまでするつもりはなかったんですが、もうパンツまで見られてしまいましたから……！　あれは恥ずかしいからといって、躊ちゆう躇ちよしていてはダメだという天の啓けい示じだと思うことにしました！　だ、だから早く押し倒してください！」

「ま、待て！　なんかヤケクソになってないか!?」

「な、なってません！　これも面おも白しろい新作を書くためです！　氷室さんに勝つためには必要な取材なんです！　それに考えてみれば今が絶好の機会で──い、いえ！　とにかく、面白い作品を書くためなら、私は全く平気ですから！」

　う……、天才作家の涼花は、作品のためにここまでするのか……。

　一方、凡ぼん人じんである俺は今なお躊躇してしまっている。

　これが、つまりは才能というか、作家になるための資質の差なのだろうか。

「お、お兄ちゃんはさっき、何でもするって言ってたじゃないですか！」

　そして、その一言で俺はついに吹ふっ切きれた。

　……そうだった。俺は涼花の代理人なんだから、たとえ恥ずかしかろうが無茶苦茶だろうが、それが涼花の取材になるのなら、遂すい行こうするのが義務じゃねえか……！

　俺は深呼吸を一つしてから近づいて、そっと涼花の肩かたに手をかける。

　ビクッと涼花が身体を震わせたが、それでも無言のまま俺を見上げている。

　少しだけ力を込こめて押すと、涼花の上半身がそれに合わせて倒れていく。

「ふわ……、あう、あうぅ……！」

　涼花の口から声にならない声が漏もれる。

　ガチガチに緊きん張ちようしているのがわかるが、それは俺も同じことだった。

　上体を完全にベッドに倒す。……で、こ、こっからはどうすればいいんでせう？

「お、お兄ちゃんももっと、上に覆おおいかぶさるようにしてください……！」

　と、とりあえず涼花の指示に従おう……。俺は身を乗り出して、涼花の真上に身体からだを移動させる。電灯の光を遮さえぎって、涼花に影かげが落ちた。

「こ、ここここれが押し倒される感覚なんですね……！」

　こ、これが女の子を押し倒す感覚……！

　い、いや、相手は妹だ。落ち着け俺。血迷ったことだけは考えるなよ……！

　涼花は恥ずかしさから、俺と目を合わせないように視線をきょろきょろさせていたが、

「…………っ！」

　やがて俺と目が合ってしまうと、ハッと息を吞のんだ。ゴクリと俺の喉のども鳴る。

「あ、あう……、お兄ちゃん……」

　しばらくそうやって見つめ合っていたが、ふと、涼花が目を閉じた。

　……って、そ、それはさすがにマズイのでは!?　こ、この体勢で目を瞑つぶるとか！

　だが、涼花は動かない。まるで何かを期待しているように。

　いやいやいや!?　い、いくら取材だからってこの先はダメだ！　絶対にダメ！　ってか俺は何を考えてんだ!?　勝手に変なことを考えてるんじゃねえよおおおあああ!?

　と、俺が浮かんでくる邪じや念ねんを必死に追おっ払ぱらっている時だった。

　バァンッ!!
















「うぉわっ!?」「きゃぁっ!?」

　突とつ然ぜん入り口の方から大きな音がして、俺と涼花は弾はじかれたように飛び上がった。

「な、なんだなんだなんなんだ!?」

「あ、あなた達……！　ここで何をしているんですか！」

　さっきまでのこともあって、思いっきり狼狽うろたえる俺。

　一方涼花は、キッとした表情で音の出所を睨んでいた。顔は赤いままだが。

「だ、だから押さないでって言ったのに……」「わ、わたくしは押してませんわ」「わ、私は止めたんです……！」「あ、一人だけ言い訳するなんてズルイです！」

　見ると、なぜか入り口辺りで女子生徒達が重なり合って倒れていた。

　どうやら、ドアが開いたはずみで雪崩なだれ打ったらしいが……、ってことは？

「ま、まさかあなた達、盗ぬすみ聞きをしていたんじゃないでしょうね……」

　ヒィッと女子生徒達が息を吞む。どうやら図星らしい。ってか涼花がメッチャ怖こわい。

　ゆらりと立ち上がった涼花が前に立ちはだかると、慌てて立ち上がった女子生徒達が一いつ斉せいに言い訳を口にし始めた。

「ち、違ちがうんです涼花さま！」「お、お兄さまにご挨あい拶さつをしようと思っただけですわ」「でもお邪じや魔ましては悪いから様子を窺うかがっていただけで！」

「私はあらかじめ、お兄ちゃんが来ますけどみなさんは気にしないようにと言っておいたはずですが……？」

　そんなお触ふれを出していたのか。だから寮りように入って来た時は妙みように静かだったんだな。

　……と、それはともかく、生徒会長モードで怒ってる涼花を見るのは初めてだが、威い厳げんありすぎだろ……。横で見てるだけでも普ふ通つうに怖い。身体が勝手にビクビクする。

「で、でも、やっぱりお兄さまがくるなら私達もご挨拶したいと……」「そ、そうですわよ。せっかくお兄さまがいらしてるんですから」「文化祭以来ですし……」「こ、この前のお礼も改めてと思ったから……」

　口々に反論する女子生徒達。よくよく見ると見知った顔もあった。お礼云うん々ぬん言ってるのは……、あのトンデモ演劇部か。向こうには文化祭で占うらないをしてもらった先せん輩ぱい風ふうの人もいて、こっちに手を振っていた。

「ほう、その結果がみんなで盗み聞きなわけですか」

　が、涼花はそんなことおかまいなしだ。

　取材を邪魔されたのがよほど腹に据すえかねたのか、腕うでを組んでゴゴゴゴ……と空気を震わせていた。可哀かわい想そうに、それを見た女子生徒達が固まって震えあがっている。

「ま、まあまあ涼花、落ち着いて。悪気はなかったんだろうし」

「お、お兄ちゃん!?」

　俺は見かねて涼花をなだめる。女子生徒達のためというより、ここでみんなから涼花が怖がられるのが嫌いやだったという方が大きい。

「……女子寮に男が入ってきたら、いくら事前に説明しててもみんな気になるのは当然だって。しかもお前の兄貴となるとなおさらだろ？　取材ならいつだってできるし、それにさっきのでもう十分じゃないか？」

「……そ、それはそうかもしれませんが。……でも、いいところだった──い、いえ、なんでもありません！　……はぁ、お兄ちゃんがそう言うなら仕方ないです。今回は大目に見ます」

　俺の説得に、涼花は拗すねたようにプイッとそっぽを向く。

　とはいえ、ギリギリで納なつ得とくはしてもらえたようだ。よかった……。

『ありがとうございます、お兄さま！』

　そして次の瞬しゆん間かん、涼花に怯おびえていた女子生徒達が一斉に俺の方に押し寄せてきた。

「さすがお兄さまです。あの涼花さまをこうも簡単に説得なさるなんて」「一時はどうなるかと思いましたわ」「永見会長は普ふ段だんは優やさしいけど、怒ると怖いですから……」「やっぱりお兄さまはすごい人だね！」「ふふ、素す敵てきでしたよ」

「あ、その、ちょっと!?」

　一気に話しかけられて、俺はしどろもどろになる。こんなに大勢の女子に囲まれた経験なんてないので、名門のお嬢じようさま達ということも相まって、ものすごく恥はずかしい。

「むううぅ……」

　そんな俺を涼花がものすごい眼光で睨にらんでいたが、今は気にする余よ裕ゆうもなかった。

「お兄さまにお会いしたら、言いたいことがあったんです」「そうでしたわ。涼花さまを白桜から自分の高校に連れ出すなんて、ヒドイですわお兄さま」「涼花さまがいなくなるのは寂さびしいです……」「でも、最後に少しでも永見会長との時間を過ごさせるため、お兄さまが寮暮らしの許可を出してくださったと聞きましたわ」「そうなの？　やっぱりお兄さまは優しいね！」「そのことで、みんながお礼を言いたがってるわ」

「え、あの……、ええ？」

　身に覚えのないことで非難されたりお礼を言われたりして、俺は困こん惑わくする。

　だが、俺が何かを言う前に、女子生徒達が勝手にドンドン話を進めていってしまい、流されるままになるしかなかった。

　その後、騒さわぎを聞きつけたのか女子の数はさらに増えていき、喧けん騒そうはさらに大きくなって俺と涼花を包んでいった。

「お、お兄ちゃんとの二人きりの時間が……！」

　その間、涼花はずっと不ふ機き嫌げんそうに俺を睨んでいたが、俺はもちろん涼花自身も、この姦かしましさはどうすることもできなかった。
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「……じゃ、じゃあ俺はそろそろ帰るよ」

　すっかり夕焼けに染まった空を背景に、お兄ちゃんは疲つかれ切った笑えみを浮うかべます。

　あの後、興奮した生徒達に担かつぎ出され、結局みんなでお茶会をする羽目になり、お昼もみんなで一いつ緒しよにとり、午後はみんなでお話をして──と、二人きりの時間は最後までとることができませんでした。

　もちろん追い払はらおうと思えばできたのですが、お兄ちゃんの手前あんまりそういう姿は見せたくなかったですし、最低限の取材はできたから我が慢まんしました。

　……それにしても、やっぱりお兄ちゃんは人気があります。

　もちろんそれは私の兄ということが大きいでしょうし、講演会もあってみんなに知られていたからという理由はあるでしょう。

　でも、結局一番大きいのはお兄ちゃん本人の性格だと思います。

　優しくて、ちょっと頼たよりなくて、だからこそ親しみやすい雰ふん囲い気きで。

　みなさんもそう感じているからこそ、あんなにもお兄ちゃんに気安く接することができるんです。いつもならみんな、もう少し静かで大人しいはずなのに、お兄ちゃんの前だとあんなにもはしゃいで……。

「……？　涼花？　なんか元気ないけど、やっぱまだ取材のことを？」

　いけません。考え事をしていたらお兄ちゃんに心配されてしまいました。

　も、もちろん心配されること自体はすごくうれしいんですけどね。

「い、いえ、取材は十分できたと思います。彼氏を部屋に呼ぶシチュエーションは、あれで書けると思いますから」

　これは本当です。ハプニングが発ほつ端たんでしたが、おかげでとても濃のう厚こうな時間を──い、いえ、とてもいい取材ができましたから。

　特にお兄ちゃんに押し倒たおされたのは、あんなことがなければとてもじゃないですが恥ずかしくてお願いできませんでしたからね。……あ、思い出しただけでも顔が緩ゆるんで、えへへへへ、こ、困りますね。えへへ……。

「そうか、それならよかったよ」

　はっ!?　い、いけません。余よ韻いんに浸ひたっている場合じゃなかったです。

　あの押し倒された時の、全すべてに身を委ゆだねてもいいと思えた感覚については、今晩にでもたっぷり妄もう想そうで補完するとしましょう。い、今は我慢です。

「それで、面おも白しろい作品は書けそうか？　ジャンル違いとはいえ、舞は本気みたいだし。お前にはリスクはないかもしれないけど、俺は負けたらどんなことをさせられるかわからないからなぁ……」

　……なにを言ってるんですか。負けたら氷室さんのいうことをお兄ちゃんがなんでも一つきかないといけない──これ以上のリスクは私には存在しません！

　氷室さんはお兄ちゃんとイチャイチャするためにその命令を使うでしょう。……いえ、もしかしたらそれ以上のことも……!?　か、考えただけで血の気が引きます……！

　そんなことは絶対にさせません！　氷室さん以上の『想おもい』を込こめた作品を書いて、私は必ずこの勝負に勝たないといけないんです！

　……ですが、

「いえ、このままではダメですね」

　まだです。まだ足りません。こんなものでは不十分です。

　さっきの出来事からも改めて実感しました。他の女子がお兄ちゃんの周囲にいる場合、私は『妹』として埋まい没ぼつしてしまいます。それではダメなんです！

　どんな時でもお兄ちゃんに意識してもらえるような女の子にならないと、同じ高校に通っても意味がありません。

　このままではいけない──私はその思いをさらに強くしました。

　さらに取材を進めなければいけません。そして、氷室さんの想いがこもった物語に打ち勝てるような作品を書かなければ、私に先はありません。

　そのためには……、やはりあのイベントを利用するしかありませんね……！

「……こほん、なのでさらに取材が必要です。具体的には一週間後の二月十四日──ば、バレンタインデーに最後の取材を行います！」

「ば、バレンタインか。そういやもう来週だったな」

「今年の二月十四日は休日です。私が訪ねますので、お兄ちゃんは一日中家にいてください。ま、まさかとは思いますが、もう予定とかは入ってないですよね？」

「バレンタインに予定があるほどのリア充じゆうじゃないです……」

　お兄ちゃんはズーンと落ち込みますが、私はほっと胸をなで下ろします。

　去年まではバレンタインにチョコレートを渡わたすこともできませんでしたが、今年は違います。絶対にバレンタインを成功させて、お兄ちゃんの心に私のことを焼き付けてあげるんです！

　そしてその時の経験を基もとに作品を書いて、氷室さんにも勝ちます！

　妹モノじゃなくったって、一人の女の子としてお兄ちゃんに面白いと思ってもらえるような物語を書いてみせますから！

「あのー、涼花？」

　……えへ、えへへ、完かん璧ぺきな作戦ですね。も、もしかしたらバレンタインが成功しすぎてしまって、お兄ちゃんと両想いになってしまうかもしれません。そしたらバレンタインの夜はきっと素敵な……っ。えへへへへへ……。

「おーい涼花ってば」

「ぴゅぅっ!?　なななななんですかお兄ちゃん!?　驚おどろかせないでください!?」

「そんなつもりはなかったんだけど……。とりあえず、バレンタインの取材がしたいってことだよな？　わかった、そのつもりでいるよ」

「は、はい！　よろしくお願いします！」

　家に帰っていくお兄ちゃんの後ろ姿を眺ながめながら、私はバレンタインに向けた作戦を頭の中で構築します。今回ばかりは絶対に失敗できません。完璧な計画を練らないと！

　……きっと忘れられない一日にしてみせますからね、お兄ちゃん！







　　　第三章　バレンタインの攻こう防ぼう







　二月十三日。その日の学校は、なんだかそわそわした空気に満ちていた。

「お、お前もう三個ももらったのか!?」

「はいチョコ。い、言っとくけど義理だからね」

　……それもそのはずだよ。校内の至る所でこんな感じのチョコレートのやり取りが行われてるんだもんな。

　今年のバレンタイン当日は、あいにくの休み。だからみんな、今日十三日に前まえ倒だおしをしてバレンタインイベントを楽しんでいるって寸法だ。

　でも、俺はこの空気があんまり好きじゃない。

　なぜって？　理由は簡単。…………蚊か帳やの外だからだよ！

　そう、俺は今まで学校でチョコレートなんてもらったことがない。

　周りでリア充どもがリア充な行こう為いをリア充してるのを眺めながら、寂しくラノベ大賞応おう募ぼ用のネタを考えていたのが去年までの俺だった。

　だからどうせ今年も同じだろうさ……、とリア充をまともに見て目がつぶれないようにするため、俺は自分の席でアイデアノートに集中していたのだが、

「あ、永なが見みくん、これあげるよ」「はい永見。もちろん義理だけど」

　なぜかクラスの女子数人から、ポンッとチョコレートをもらえてしまったのだ。

「……あ、ありがとう？」

「ホワイトデーは三倍返しねー」「楽しみにしてるから」

　俺は面食らいながら、どうしていきなり……と首を傾かしげる。

　あの気軽さから見て義理チョコなのは確かだが、それにしたって理由がわからない。

「……ふうん、よかったわね。チョコがもらえて」

　その時、後ろから妙みように重苦しい声が聞こえて、俺はビクリと振ふり向く。

「な、なんだ舞まいか。驚かせないでくれよ」

「べ、別に驚かせるつもりなんかなかったわよ。それより、あんたってモテるのね。あんたが永と遠わ野の誓ちかいだってことをみんなが知ってるんだったら、わからなくもないけど」

「モテてるわけじゃないだろ、義理なんだから……。それに俺も驚いてるんだよ。去年まではゼロ個だったのに」

「そうなの？　それはよかったわね！」

「お前ヒドイな!?」

　ストレートに胸を抉えぐられたわ！　どんな罵ば倒とうよりもキツイぞ！

「そ、そういうつもりじゃないわよ。安心したってだけで……。でもそれなら、あんたが義理チョコをもらえた理由については心当たりがあるわよ」

「へ？　理由？」

「多分私が原因じゃない？　ううん、きっとそうね」

「どういうことだ？　お前が俺に義理チョコをあげるように女子に頼たのんだとか……？」

「ば、バカじゃないの!?　なんで私がそんなことしなくちゃいけないのよ！　そうじゃなくて、私があんたと仲がいいと思われてるからよ！」

「それがなんで義理チョコにつながるんだよ」

「わ、私は別にあんたと仲がいいわけじゃなくて、あんたのファンでありライバルだってだけなのにね？　まったく、困ったもんだわ。しかも、付き合ってるとか思われちゃってるみたいだし。べ、別に私は嫌いやじゃないけどね？」

「ひどい誤解だ……。本当は単なるストーカーだって説明したいけど、そうすると俺が永遠野誓ってこともバレるしな……」

「す、ストーカー言うな！　ただの超ちようウルトラ熱ねつ狂きよう的なファンよ私は！」

「わ、わかったわかった！　それで、義理チョコ云うん々ぬんって話はなんなんだよ」

「ああ、私があんたを認めてるって女子が認にん識しきしたから、あんたに義理チョコをあげたんじゃないのってこと」

「……？　よくわからないんだが」

「つまり、私みたいな美少女が傍そばにいるんだから、あんたは実はそれ相応の価値がある男子なんじゃないかって女子に思われてるわけよ。だから、それならとりあえず義理チョコをあげようかなって話ね」

「……それってつまり、お前の七光りのおかげでってこと？」

　そーゆーこと、と頷うなずく舞。

「……ま、マジで？　女子ってそういう理由でチョコをくれるの……？」

「そういう子もいるって話よ。リアル女子はビックリするほどリアリストだし打算的だからね。ラノベのヒロインには絶対になれないタイプだけど」

　……そ、そうなのか。でも、なんか舞にしては納なつ得とくのいく理り屈くつだな……。

　俺はそれを聞いて、さっきまでのちょっとだけうれしかった気分がしぼんでいった。

「な、なに暗い顔してんのよ。義理チョコなんてどうでもいいでしょ。心のこもったチョコがもらえたら、義理なんて無価値よ。あんたは永遠野誓なんだから、ファンからだって期待できるわけだし」

「もしかして、お前も俺にチョコをくれたり？」

「なっ!?　そ、そんなわけないでしょ！　…………………今日は、まだ」

　……それって明日はくれるって言ってるようなものでは。

「な、なによ！　私はあんたの一番のファンなんだから、ファンとしてチョコを渡すのは当然でしょ!?　というわけで、明日は家で待ってなさい！　どこにも出かけちゃダメだからね！　わかった!?」

　すごい勢いでまくしたてられ、俺は思わずコクコクと頷いた。

「ふっふーん、明日を覚かく悟ごして待っていればいいわ！」

　それだけ言い残して去って行く舞を眺めながら、絶対またなにか企たくらんでるな……、とゲンナリする俺。とはいえ、舞からチョコがもらえると思うと実はちょっとうれしかったりするから、俺のバレンタインコンプレックスも相当根深いようだった。

「……けど、それもストーカーじみたものだったらどうしよう……」

　い、いや、それは今は考えないようにしよう。その可能性は大だけど。

　とりあえず、明日は涼すず花かにも言われてるから、どこにも出かけず一日中家にいるつもりだった。それでなくても応募用新作の件で苦戦しているんだ。休みに出で掛かけてる余よ裕ゆうなんてあるはずもない。

　そんなこんなで学校も終わり、放課後はバイトがあったので丸まる猫ねこ書店へ向かう。

「はいナガミン～。明日はバレンタインだから今日チョコレートをあげるよ～」

「ありがとうございま──……ってこれ、明らかにパックのチョコの一ひと粒つぶですよね……」

「いや～、すっかり忘れてたからさ～。それ、私のおやつの余りものだよ～」

「そして一いつ切さい悪気がない!?」

「それでホワイトデーのお返しだけど～、アヘ顔がお先生を紹しよう介かいしてほしいな～。それから新しく出る画集と～、来月発売するゲームと～」

「よくまあチョコ一粒でそこまで法外な要求ができますね！」

「うそうそ～、冗じよう談だんだよ～。も～ナガミンは真ま面じ目めだな～。そんな真面目なナガミンを労いたわるために、お姉さんがホットチョコレートを入れてあげよう～」

「あ、ありがとうございます。でもそれよりも──」

「まあまあナガミンはここで待ってて～。私、ホットチョコにはこだわりあるから～、ちょっとだけ時間がかかるかもしれないけど～」

「そう言って俺にレジを押し付けてサボろうとしないでください！」

　そんなやり取りをしつつ（一応その後、本当にホットチョコレートはもらった）バイトも終わらせて、次は白はく桜おう女学院へ。

　取材とは関係なく、俺の食生活を心配する涼花が夕食用の弁当を作ったというから受け取りに行ったわけだが、

「お、お兄さま。お口に合わないかもしれませんが、どうぞ」「ぜひお受け取りください、お兄さま」「この前ご迷めい惑わくをおかけしたお詫わびです」「文化祭の時のお礼も兼かねて」「お兄さまのために最高級品を取り寄せましたわ」

　なぜか涼花と一いつ緒しよに待っていた女子生徒達から大量のチョコをもらえた。

　これも舞理論でいう涼花の七光りのおかげだろうが、それでもこんな大量のチョコを（しかもお嬢じようさま学校の女子から）もらえたことに、ちょっと感動してしまう俺。

「お、お兄ちゃんはモテモテでよかったですねぇ……？」

　一方で涼花は顔を引きつらせて明らかに不ふ機き嫌げんそうに、俺に弁当箱を渡わたした。

　明日の予定を忘れないでください、と涼花に睨にらまれながら、そして大量のチョコレートが入った紙かみ袋ぶくろを手に持ちながら家路につく。

「……こんなのラノベやマンガの中だけの話だと思ったけど、まさか現実になるとは」

　まあ俺の魅み力りよくによるものじゃないとはわかってるので、有頂天で喜んだりはできないわけだが、それにしたってうれしいことには変わりない。

「でも、こんだけもらったらお返しはどうすりゃいいんだ？　経験がないからまるでわからんな……。来月のこととはいえ、何か考えておかないと──」

　とその時、ふとあることが思い浮うかんだ。

　……そういえば、涼花は明日、バレンタインの取材をするって言ってたな。

　おそらくチョコを渡して、それから作品に反映できるようなバレンタインならではのイベントなどを考えているに違ちがいない。

「でも、それだけだとやっぱり……」

　涼花の取材は完かん璧ぺきであってほしい。涼花の代理人であると同時に永遠野誓作品の大ファンである俺としては、新作でも最高のものを書いてほしいんだ。そのためにも、俺にできる協力は何でもしないと。

「うん。となると、やっぱそっちの方がいいよな」

　俺は自分の考えに頷くと、方向転てん換かんして自宅とは反対方向に歩き始めた。




　　　　　　　▼




　そして翌日。二月十四日のバレンタイン本番だ。

　と言っても、涼花が来るまでは特に何もすることがない。

　なので俺は、それまでは自分の作品に取り組んでおくことにした。

　実は、ここ一週間で新作のプロットを一つ考えて、とりあえず三十ページくらいを書いてみたのだ。内容は、近未来で特とく殊しゆ能力者が活かつ躍やくするバトルＳＦモノ。

　この前把は握あくした理想の女の子像をメインヒロインに当てはめて、キャラの魅力も最大限に引き出したつもりの作品だった。

　俺は昨日のうちに打ち出しておいた原げん稿こうを手に取り、集中して読み進んでいく。

「…………うん」

　手て応ごたえは、あった。

　面おも白しろいと思える。少なくとも、一年前くらいに俺が書いていた作品と比べると、明らかに面白さの質が上がっていることが実感できた。

　それはやはり、キャラクターによるところが大きい。自分の理想像が理解できたおかげで、ヒロインの描びよう写しやにより深みが出ているのがわかる。キャラがいいからこそ、物語を読み進めていくのが楽しいのだ。……だが、

「…………ううん」

　……なんか、なんだろう。上う手まく言えないんだけど……。

「でも、これじゃあダメだな……」

　俺は、原稿の束を机の上に置いて、はぁ……とため息を吐ついた。

　やっぱり、しっくりこない。

　何がどうしっくりこないのかわからないけど、とにかくしっくりこないのだ。

　面白くないわけじゃないんだ。できるだけ客観的に読んでみても、物語自体は全然悪くないんだぜ？　でも、なにかが嚙かみ合ってないような、そんな感覚が残る。

「原因は……、多分理想像を把握したことなんだろうなぁ……」

　それはおそらく間違いない。それまでは、面白いかそうじゃないかはあったにせよ、こんなはっきりしない感覚に陥おちいったことはないのだ。

　理想像の描写が追いついてないから不満を感じているのだろうか？

　……いや、それはもちろんあるけど、その部分はもっとハッキリとダメだってわかる。こんな何とも言えない気分にはなったりしないはずだ。

　……まるであるべきものがあるべき場所にないような、そんな表現しがたい感覚。

　まさに言葉にできない違い和わ感だ。その正体はわからないけど、とにかく何らかの違和感があって、この原稿はダメになっていた。

「とりあえず、これは没だな……。あー、マジで何が悪いんだろう？　ジャンルかな？　理想像のヒロインが一番生かせるようなジャンル……」

　俺はそんな独り言を呟つぶやきながら、ボーッと考えてみた。

　ファンタジー、ＳＦ、ミステリー、伝でん奇き、異世界、日常……。

　思いつく限りのジャンル名を適当に思い浮かべていると、ラブコメってところで思考がピタッと止まった。だが、すぐに頭から追おっ払ぱらった。

　……別に俺がラブコメを書けないとか、そういうのじゃないぞ？

　メチャクチャ読んでるし、今までに何度も描かいて応おう募ぼしてるジャンルだからな。

「でも、俺の理想像は涼花なんだから──って違う！　涼花みたいな女の子なんだから！……さすがに妹をモデルにしたヒロインが出てくるようなラブコメはダメだろ」

　考えるまでもない。あり得ない。そんなアホな考えを頭の中から排はい除じよする。

　だが、そうすると完全に真っ白になってしまった。涼花や舞なら、こんな状態にならないのかなーなんて思いながらも、本気で次の応募作はどうしようと頭を抱かかえた時だった。

　ピンポーン──と、玄げん関かんのチャイムの音がして、俺はハッと我に返る。

　慌あわてて部屋を出て一階に向かい、おそらく涼花だろうと思って玄関を開けると、

「こ、こんにちはお兄ちゃん。ば、バレンタインデーの取材に来ました……！」

　案の定涼花がそこに立っていた。……だが、

「お、お前、その格好は……？」

「バレンタインですから……。特別な日には特別な服装じゃないとダメですから……！　も、もちろんあくまでも取材のためですけど……！」

　真っ赤になって俯うつむく涼花が身にまとっていたのは、全身ヒラヒラのドレスのような洋服だった。俺は女の人の服の名前とかはよくわからないのだが、……なんというかフリフリしていて、ものすごく気合が入ってるということだけはわかる。

「なんか、すごいな……。そんな服持ってたんだな、お前……」

「ふ、普ふ段だん着るような服ではないですから……！　今日の、その……、バレンタインデート用に用意して……」

「ば、バレンタインデート？」

「そ、そうです。デートといっても、彼氏の家でバレンタインを過ごすということなんですけど……。二人きりで特別な時間を過ごすわけですから、で、デートという表現が適切ではないかと……！」

　……な、なるほど。ようするに、それが今日の取材テーマなわけだな。

　にしても、バレンタインデートって、具体的にどうするんだろう？

「も、もちろんバレンタインですから、チョコレートを渡すのが主体ですけど、その過程でいろいろとイチャイチャができるはずです。私がずっと憧あこがれて──違います！　考えてきたことがあるので、それを取材しようかと」

　俺が訊たずねると、涼花はそんな答えを返した。

「えへ、えへへ、この日のために様々な計画を練ってきましたから……！　考え得る限りの全てのイチャイチャをお兄ちゃんと……！　えへ、えへへ、えへへへへ」

「き、気合入ってるな。まあとりあえず、中に入れよ」

　なぜかニヤニヤしている姿に若じやつ干かん引きながらも、俺は涼花を家に招き入れる。

「あ、その前に！　ま、まだ、その……、この服の感想を、まだ聞いてません……！」

　一いつ瞬しゆん、涼花が何を言っているかわからなかったが、すぐに気がつく。

　……そ、そうか、デートだったら、これだけ気合の入った格好をしてきた相手をスルーなんておかしいよな。えーと、でも、なんて言えば……？

「ど、どうですか？　この姿は」

「あ、あの、……す、すごく似合ってると思う……」

「そ、そうですか……！　でも、それだけじゃなく、もうちょっと具体的に言ってほしいです。も、もちろん私の願望とかじゃなく、作品に生かすためにも！」

　そ、そんなこと言われてもな……。

　あーもうわからん！　頭に浮かんだことをそのまま言うしかない！

「えっと、服のことはよくわからないけど……、と、とにかくすごく綺き麗れいだと思う！　なんかヒラヒラでフリフリで、まるでどこかの国のお姫ひめさまみたいだなって一瞬……」

　って、何を口走ってんだ俺は!?　さ、さすがにお姫さまはないだろお姫さまは！

　妹──じゃなくて今は彼女か!?　い、いやどっちにしても恥はずかしすぎる！

「お、お姫さま……！」

「ごめん！　今のなし！　っていうか、すまん！　俺にはこれ以上の表現は無理だ！」

　俺は勘かん弁べんしてくれと頭を下げる。女の子の服装をほめるのがこうも難しいとは……！

「い、いえ……！　今のですごく参考になりました……！」

「ま、マジで……？　お前の新作の主人公もこんな台詞せりふを言うようなやつなのか……？」

「え、ええ、お兄ちゃんと似てるところがあるような、そうでもないような!?」

　おいおい、俺みたいにセンスがない主人公で大だい丈じよう夫ぶなのかよ……。

　とまあ、そんなよくわからないやり取りを経て、俺と涼花は家に入った。

「お兄ちゃんの部屋も捨てがたいですが、今日はリビングの方で取材したいと思います。なのでリビングへ案内してもらえますか」

　家の中のことは知り尽つくしているはずなのだが、設定としては彼女が彼氏の家に来たという状じよう況きようなので、俺は言われた通り涼花をリビングへと連れて行った。

　俺と向かい合うようにソファへと座る涼花。

　いつも通りの家の中なのに、服装も雰ふん囲い気きも違う涼花とこうやって向き合っていると、一瞬本当に彼女がやって来たかのような錯さつ覚かくに陥る。

「そ、それにしてもあれだな。バレンタインでチョコを渡わたす以外のイベントとか、俺は全然思いつかないけどな。どんな取材を考えてるんだ？」

「ふふふ……、それは追々説明します。この一週間、この日のためだけに準備をして来ましたからね……。私とお兄ちゃんのラブラブバレンタインに抜ぬかりはありません……！」

　ら、ラブラブ……。それはこの取材のコードネームかなにかか？

　だとしたら、涼花も変なところでセンスがないな。兄妹だからかな……。

「まずは……、そうですね。メッセージカードから始めましょうか」

「メッセージカード？」

「はい、チョコレートと一いつ緒しよに渡すメッセージカードです。想おもいの詰つまったメッセージを相手に読んでもらうんです。目の前にいるのに不要じゃないかと思われるかもしれませんが、敢あえてそこで文字で書いた気持ちを見せることで、よりダイレクトに想いを伝えられるのです……！」

「そ、そういうものなのか……？」

「そういうものです。なのでメッセージカードを用意してきました。……あ、もちろんここに書いてあることは取材用のフィクションと言いますか!?　あ、あくまでもキャラクターの気持ちであって、実在の人間とはなにも関係がありませんからね!?」

　そんなことは言われなくてもわかってるって……。

「で、ではどうぞ──」

　そう言って、涼花が持参した鞄かばんからカードを取り出そうとした時だった。

　不意に玄関のチャイムが鳴って、動きをピタリと止める涼花。

「こ、こんな時に、誰だれですか！」

「さあ……？　ちょっと行ってくる」

　不ふ機き嫌げん顔の涼花を残し、玄関へと向かう俺。ドアを開けると、そこには宅配便の人が立っていた。受け取ると俺宛あてで、しかも差出人の欄らんには──

「え、篠しの崎ざきさん？　篠崎さんがなんで？」

　意外な人の名前があって、俺は首を傾かしげる。いつもは編集部名義なのに、なぜか今日に限って篠崎の名前だけど、なんなんだろうこれは。

「誰だったんですか？　その荷物は？」

　リビングに戻もどると、早さつ速そく涼花が訊ねてきた。

　俺が篠崎さんからの届け物だったと答えると、涼花は一瞬なんとも言えない複雑な表情を浮うかべて、中身は何なのかとさらに詰きつ問もんする。

「わざわざお兄ちゃん宛……。しかも今日……。なんだか嫌いやな予感がします……！」

　涼花に促うながされて荷物を開かい封ふうすると、中からはなんだか高級そうな包装がされた箱と、二つ折りにされた一枚のカードが出てきた。

「……こいつは、メッセージカードみたいだな」

「な、なんですって!?　メッセージカード!?」

　……涼花のやつ、なんでそんな大げさに驚おどろいてんだ？　ちょうど今さっきメッセージカードの話をしていたからタイムリーさに驚いている……ってわけでもなさそうだが。

　とりあえず、涼花のことは一いつ旦たん置いて、俺は篠崎さんからのメッセージカードを開いて読んでみる。

　──ハッピーバレンタイン永見祐ゆうくん。もちろん察しは付いていると思うが、これは君へ贈おくるバレンタインチョコレートだ。もともとは永遠野誓先生宛にしようと思っていたのだが、永遠野先生への愛は常つね日ひ頃ごろから溢あふれんばかりに表現しているので、今回は趣しゆ向こうを変えてみたというわけだ。とはいえ、私の君への愛情にはなんら変わりないがな。君がこれからさらにいい男性に成長するのを楽しみにしているよ。それでは、そのチョコレートを私だと思って存分に味わってくれ──篠崎麗れい華か。

「……おお、篠崎さんにしてはかなりまともだ。最後はちょっとアレだけど」

　またどんなトンデモナイものが飛び出してくるのかと、実は内心ビクビクしていただけに、この内容のまともさには安心したと同時に少し拍ひよう子し抜けだった。

「うう……！　まさか篠崎さんがメッセージカード付きで送ってくるなんて……」

「うわっ!?　い、いつの間に」

　気づいたら涼花が背中越ごしに覗のぞき込んでいて、耳元で聞こえた声に俺はビクリと振ふり返る。だが涼花はそんなことを気にした風もなく、なぜか悔くやしそうに篠崎さんからの贈り物を睨にらみつけていた。

「い、いえ、アイデアで先を越されたとしても、まだ私の方にアドバンテージはあるはずです……。なにせ私は、メッセージカードを読んだお兄ちゃんの反応を間近で見てイチャイチャできるんですから……！」

　そして小声で何かブツブツと呟いている。ぶっちゃけ怖こわい……。

　そんな涼花に声をかけるのをためらっていると、不意に俺のスマホが電話の着信を告げた。しかもかけてきたのは今まさに話題になっている篠崎さんで、俺はなんとなく嫌な予感がしつつも電話に出た。

「も、もしもし篠崎さん？　どうしたんですか？」

『やあ先生、ちょっと確かく認にんしたいことがあってな。私からのバレンタインの贈り物は、もう届いてしまったかね？』

「あ、はい。今さっきちょうど届きました。わざわざありがとうございました」

『いやまあ、それはいいんだが。もしかして、もう開封してしまったとか？』

「はい、届いてすぐに。……でも、それがどうかしましたか？」

『そうか……。なに、大したことじゃないんだがね、メッセージカードを入れ忘れてしまったことに送った後に気がついたのだ。だからまだ開けてなければ、その旨むねを伝えておこうかと思ったのだが』

「え？　メッセージカードなら入ってましたし、ちゃんと中も読ませてもらいましたよ？……篠崎さんにしてはまともで驚きましたけど」

『実はカードは二枚用意していたんだよ。入れ忘れたのは二枚目の方だ。一枚目の内容が少々堅かたくなりすぎてしまったのでね。もう少しフランクに、かつロマンティックに、さらにエロティックにしたメッセージを用意したのだ。かなり気合を入れて』

　そ、そうだったのか。道理で篠崎さんにしては大人しい内容だと思ったんだ。

　……でもまあ、入れ忘れてくれて助かったかもしれない。篠崎さんが気合を入れて書いたメッセージとか、正直聞いただけで大体内容が想像できるし。

『よし、こうなったら仕方ない。この電話で朗読するとしよう』

「はぁっ!?」

　だが次の瞬しゆん間かん、安心していた俺は思いっきり不意打ちを食らった。

『──ちなみに君のことを考えて、このチョコレートの中には精力剤ざいを入れておいた。その滾たぎる欲望をますます燃え盛さからせて、これからも作品のために大いに励はげんでほしい。もちろん欲望を持て余した時は一番に私に相談したまえ。編集者として、及およばずながら喜んで奉ほう仕しさせてもらおう。それも含ふくめてバレンタインの贈り物だと思ってくれると──』

「ちょっ！　ストップ！　もういいです！　もう十分にわかりました！」

『おいおい、これから奉仕の内容も具体的になってくるというのに』

「知りたくないですから！　ってか、俺絶対このチョコ食べませんからね!?」

『おいおい、冗じよう談だんだよ冗談。市し販はんのものなんだから、そんなものが入ってるわけがないじゃないか。単なるエスプリのきいたジョークだ』

「ジョークってのは双そう方ほうの同意があって初めて成り立つものですよねぇ!?」

『ふふふ、やっぱり先生はいいな。内にはどす黒い欲望を秘ひめているくせに、反応は初う心ぶなのだから、実にゾクゾクする。その反応が聞けたことを考えると、カードを入れ忘れたのはナイスだったかもしれんな』

「ではこれで失礼します！　チョコレートありがとうございました！」

　俺は『ふふふふふ……』と怪あやしい笑い声のする電話を強制的に切り上げて、ゼイゼイと荒あらい息を吐はきながら肩かたを落とした。……やっぱ篠崎さんは篠崎さんだった！

「……お兄ちゃん、今の電話は篠崎さんからですか？　一体どんな話をしたんです？」

「い、いや、言いたくないし、聞かない方がいい」

「もしかして、メッセージカードがもう一枚あって、入れ忘れたから電話で内容を伝えた上でお兄ちゃんの反応を楽しんでいたとか？」

「なんでわかるの!?」

　俺は涼花の言葉に愕がく然ぜんとする。「お兄ちゃんの受け答えから推理しました」と平然と答える涼花だが、勘かんがいいってレベルじゃねえぞ……。

「と、とにかくだ、篠崎さんのことは忘れよう。それよりお前の取材だよ。確かお前もメッセージカードがあるとか言ってたよな？」

「い、いえ、やめておきましょう！」

　俺の言葉に、なぜかギクッとした様子で視線を逸そらす涼花。

「ううう……、なんで先を越されるんですか……！　今から私が同じことをやっても、完全に二に番ばん煎せんじじゃないですか……！　なんでこんなことに……！」

「涼花？」

「な、なんでもありません！　とにかくこの取材は中止です！　他のプランに移行するとしましょう！」

　……なんでキレ気味!?　俺、なんか怒おこらせるようなことをしたのか!?

「……ふう、そうですよ。冷静に考えてみると、メッセージカードなど大したことではありません。重要なのはチョコレートそのものなんですからね」

　やがて涼花は落ち着きを取り戻して、そんなことを言い出した。

　どことなく自分に言い聞かせているような響ひびきなのは、きっと俺の気のせいだ。

「そういうわけなので、次はチョコレートを見てもらいます！　やっぱりバレンタインの主役がいないと取材も始まりませんから！」

「お、おう、そうだな」

　涼花の勢いに気け圧おされながらも、正論は正論だと俺は頷うなずく。

　そして鞄の中からチョコが入っていると思われる箱を取り出す涼花。

　去年までは冷え切った関係だったから、妹からチョコレートをもらうってのはもう何年ぶりのことかわからない。これが取材だってことはわかっているけれど、どんなチョコをくれるのかはやっぱり楽しみだった。

「ば、バレンタインのチョコはやっぱり見た目も大事ですからね……！　形は想おもいを伝えるものでもありますから……！」

　そんなことを言いながら、涼花は蓋ふたを開けようとする。

「も、もちろんそういう意味でも、私が選んだのはハート形に──」

　だがその直前で、またしても玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「ま、またですか!?　今度は一体誰なんですか……！」

　またしてもいいところで邪じや魔まをされ、涼花が泣きそうな顔になる。

　う～……と唸うなる涼花をなだめ、俺が来客の応対に出ると、そこにいたのは、

「こんにちは先生。バレンタインだから来た」

「……私は嫌だったんだけど、お姉ちゃんがどうしてもって言うからね」

　意外なことに、なんと神かん坂ざか姉妹しまいだった。いつも通り眠ねむそうな顔の秋あき乃のさんに、これまたいつも通り不ふ貞て腐くされたような表情の神坂妹が、玄関先に立っていたのだ。

「こ、こんにちは。でも、なんでまたうちに？」

「だからバレンタイン。チョコレートを渡わたしに来た」

「そのためにわざわざ来てくれたんですか!?」

　もちろんと頷く秋乃さんと、ありがたく思いなさいよねと腕うでを組む神坂妹。

　……うわ、今まで家にチョコレートを持ってきてもらった経験なんて一度もないので、俺、ちょっと感動してる……。

　もちろんそれは俺が永遠野誓だからって理由なので素す直なおに喜ぶべきじゃないけど、それでもうれしいことには変わりなかった。

「と、ごめん。ここじゃ失礼だから、とにかく上がってください」

「ううん。実は締しめ切りが近い。残念だけど、チョコを渡したらすぐ帰って仕事」

「それなのに、お姉ちゃんは絶対手て渡わたしじゃないと嫌いやってきかないのよね」

　秋乃さんはこの前流りゆう星せい文庫からデビューしたばかりのラノベ作家で、神坂妹はその挿さし絵えを描かいてるイラストレーターだ。もともと同人業界で人気サークルを運営していた二人なだけに、プロになってもかなりの人気を博している。

「そうなんですか。けど、少しくらいでもダメですか？　このまま帰してしまうと、さすがに俺も失礼だと思うんで……」

「じゃあ、チョコを手渡したら帰る。お邪魔します」

「し、仕方ないわね……。あんたの家に入るとか、気が進まないけど……」

「春はる菜なは男の子の家にあがるのは初めて。だから緊きん張ちようしてる」

「お、お姉ちゃん!?　余計なこと言わないでよ！」

　相変わらず賑にぎやかな姉妹をリビングへと案内する俺。

「あ、秋乃さんと春菜さん……!?」

　すると待っていた涼花が、二人の姿を見て目を見開く。

　そして俺の服を引っ張ると、二人に聞こえないよう耳元に顔を寄せて、

「……ど、どういうことですかこれは。どうしてお二人がうちに……？」

「……い、いや、バレンタインのチョコを持ってきてくれたって言うから、そのまま玄関で受け取って帰すとなると失礼だろ？」

「な……っ!?」

　……いや、なんでそんな衝しよう撃げきをうけたみたいな顔になるんだ。

「こんにちは涼花さん。今日も美少女で羨うらやましい」

「すごい服ね……。似合ってるのがまたすごいわ」

　一方で神坂姉妹は、いつも通りの様子で涼花に挨あい拶さつをしていた。

「あ、こ、こんにちは、お二人とも……」

「大だい丈じよう夫ぶ涼花さん。私達は先生にチョコを渡したらすぐ帰る。安心して」

「い、いえ、私は別に……！　そういうことでは……！　あのその……！」

　しどろもどろになりながら、なぜか赤い顔で俺を睨む涼花。

　……だから、なんで怒ってるんだよ。取材中だからかもしれないけど、二人はすぐに帰るって言ってるんだし、そんなに目くじら立てることないじゃないか……。

「……ひょっとしてあんた、涼花さんと二人でバレンタインを楽しんでたとか？　いくら妹萌もえだからって、リアル妹になんてことさせてんのよ！」

「ほ、ほっとけ！　いいだろ別に！」

　神坂妹に非難され、俺は不貞腐れながら反論する。もはやそういうことを言われるのは慣れてしまったが、逆に慣れてしまった自分が悲しい。

「そういうことなら、さっさと用事を済ませる。はい先生、私のチョコレート。ほら、春菜も早く出す」

「わ、わかってるわよ。……ほら、受け取りなさい。言っとくけど義理よ！　超ちよう義理！」

　無表情で持参した箱を差し出す秋乃さんに、突つき出すような感じの神坂妹。

　箱は白の無地で、さっきの篠崎さんのそれとは対照的だった。

「実は二人とも手作り」

「え、本当ですか？」

「本当。せっかくだから、チョコを見て感想を聞かせてほしい。もちろん春菜のも」

「わ、私は別に感想なんていらないわよ。それより渡したらすぐ帰るんでしょ」

「見た目の感想だけでも直接聞きたい。味の方はまた今度でいいから」

　そう言いながら秋乃さんは、自分の箱のふたを開けた。

　中に入っていたのは、沢たく山さんのハート形のチョコレート。

「おお……」

「なっ!?　こ、こんな……！」

　思わず感かん嘆たんの声を上げる俺と涼花。……でもなんか涼花のは、変な感じだったような。

「こだわりはこのハートの形。先生に対する私の気持ちを表現した。師し匠しようとして弟で子しを教育してくれる先生への感謝と愛情の証あかし」

「教育云うん々ぬんは全然身に覚えがないんですが……」

「先生は奥ゆかしいから、教えは全すべて無言の姿勢で見せてくれる。大だい丈じよう夫ぶ。私はちゃんとその真しん髄ずいを学んでいる」

　表情の変化はないが、自じ慢まんげにふんすと鼻を鳴らす秋乃さん。

　……まあ、本人が勝手にそう思ってくれてるんなら何も言うまい。

「バレンタインのチョコは見た目も大事。でもその点だと春菜の方がもっとすごい」

「べ、別にそんなことないけど。……ってお姉ちゃん！　勝手に開けないでよ！」

　秋乃さんは抗こう議ぎの声を無視して、神坂妹の方の箱も開けてみせた。

　中には秋乃さんと同じように沢山のチョコが詰つまっていたが、見た目が違ちがう。様々な動物のデフォルメされた形になっていて、しかもそれぞれのクオリティがすごく高い。

「おお、こっちもすごい……」

「……………………」

　感心する俺と、無言の涼花。……なんか放心してるように見えるのは気のせいか……？

「春菜は動物形。ものすごく熱心に作ってた」

「わ、私もイラストレーターだからね。デザインにはこだわるってだけよ」

「いや、マジですげーよ。絵も上う手まいけど、お菓か子しのデザインもこんなに上手いんだな」

「べ、別にお姉ちゃんに付き合って片手間でやっただけだし!?」

「こう言ってるけど、春菜は私が作り終わった後もずっと台所で作業してた。ものすごくこだわってたし、気に入らない出来だと容よう赦しやなく壊こわしてた。初めて男の子に贈おくるから下手なものは我が慢まんできないって──」

「おおおお姉ちゃん!?　ち、違うわよ!?　あくまでもクリエイターとしてのプライドがそうさせただけだからね!?」

「お、おう。……でも、そんなこだわったものがもらえてうれしいよ」
















「な、何言ってんのあんた!?　これは義理だってさっきから言ってるでしょ!?　義理の中の義理、キングオブ義理なんだから！　そんなのもらってうれしがるとか、あんたどんだけバレンタインチョコに飢うえてんのよ！」

「う、うっせーな！　飢えてて悪いのかよ！」

　グルルル……と睨にらみ合う俺と神坂妹。こいつといるといつもこんな感じになる。

「春菜、落ち着く。じゃあチョコも見てもらったし、そろそろ私達は帰る。味の方はまた感想を聞かせてほしい」

「ふ、ふん、ありがたく涙なみだを流しながら食べるといいわ」

　それだけ言い残して、神坂姉妹は言ってた通りさっさと帰ってしまった。

　残されたチョコレートの箱は……。とりあえず両方ともふたを閉じてちゃんとしまっておこう。なんだかんだ言って、手作りチョコはうれしいから、後でちゃんと味わいたい。

「ふう……。にしても、まさか秋乃さん達がわざわざ来てくれるとはな」

「…………そうですね」

　片付け終わってからリビングに戻もどると、涼花が重苦しい空気をまとって出で迎むかえた。

　……そう言えばあの二人がいる間からずっと様子がおかしいけど……。

「……よ、よかったですね。お二人から好意たっぷりの手作りチョコをもらえて……！」

「なに言ってんだよ。あの二人に好意があるとすれば、それは永遠野誓への好意だろ？　ようするに、あのチョコはお前宛あてみたいなもんじゃないかよ」

「それは……！　ううう……」

　なぜか頭を抱かかえる涼花。どうしたっていうんだよ……。

「な、なぜまたこんなことに……！　しかもまたアイデアが完全にかぶってるじゃないですか……！　私もハート形なのにインパクトが……！　しかも動物形まで同じなのに、クオリティは段だん違ちがいで……！　ああ、これではもう見せるわけには……！」

「あ、あの、涼花さん……？」

　どよ～んと暗い雰ふん囲い気きで俯うつむきながら何やら独り言を繰くり返している涼花。

　……な、なんだろう。また俺が機き嫌げんを損そこねるようなことをしたのか？

「あ、そういえばまだ取材の途と中ちゆうだったっけ……。わ、悪い悪い。取材の続きをしよう。確かお前もチョコの見た目がどうとか言って──」

「い、いえ！　そんなことは言ってません！」

　突とつ然ぜんガバッと振ふり向いた涼花に、俺は「うわっ!?」と身を引く。

「全然全くそんなことは言ってません！　というか見た目なんて重要ではないです！　そんなの型を使えば全部同じですし、そもそも口の中にいれれば全部同じです！」

「い、いやお前、さっきは形が想おもいを伝えるとかなんとか……」

「そうです！　ちゃんと整っていればそれで十分です！　というかハート形なんてありふれたものですから！　想いを伝えるには不十分です！」

　……聞いちゃいないよ。

「ふう……。というわけで、わざわざチョコを披ひ露ろうしても取材にはならないとわかりましたので、別のプランに移行しましょう。ううう……」

「な、なんかさっきと同じようなこと言ってないか？　あとなんで泣いて──」

「な、泣いてなんていません！」

　いや、思いっきり涙目なんですけど……。

「べ、別に計画してたことがまたしても先を越こされたからって悲しんだりなんかしてませんから！　そ、そんなことよりも──」

　はぁはぁと息いき継つぎをしてから、涼花は続ける。

「二度も来客が来て中断してしまいましたが、私達の取材をしないといけません。まだ何もできていないんですから」

「それはそうだな。で、チョコレートを見せてくれるんじゃ？」

「い、いえ、それは、あの、また後でということで……！　それよりも！　チョコを通じて想いを伝える方法について取材したいと思います！」

「チョコを通じて……？　どういうことだ？」

「直接渡わたすだけが方法ではないはずです。たとえばそこに至る過程などがわかれば、チョコ自体の価値も上がり、想いもより伝わるのではないでしょうか？」

「えーと……？　たとえばそれって、普ふ段だんは料理が苦手な子が一いつ生しよう懸けん命めい作った手作りチョコだと、よりありがたく感じるとかそういう？」

「まあそんな感じです。……私は別に料理が苦手じゃありませんが」

　んなことはよく存じ上げてるさ。……でも、涼花の言ってることはよくわかる。

　ラブコメとかでもそういう展開はある意味鉄板だ。一生懸命相手のために作ったって行こう為いそのものが、味や見た目よりもずっと重視されるんだよな。

「……ふふ、手作りチョコを作る過程を写真で撮さつ影えいしました。私がいかにお兄ちゃんのために──ではなく！　取材のために一生懸命チョコを作ったかを見てもらえれば、きっとより受け取った時の感動も大きくなるに違いありません……！」

　涼花はそんなことを言いながら、ごそごそと鞄かばんの中をまさぐっている。

　……多分そうだろうとは思ってたけど、涼花も手作りチョコをくれるつもりらしい。

　もちろん取材のためだってわかってるけど、それでも俺はうれしかった。

　が、その時再び、あの音が家の中に響ひびいた。……もちろん玄げん関かんのチャイムだ。

「ま、また誰だれか来たみたいだな」

「ど、どうしてですか!?　どうして取材に入ろうとすると毎回毎回……！」

　涼花がぷく～と頰ほおを膨ふくらませる。一見微笑ほほえましかったが、なんとなく剣けん吞のんな雰囲気も感じられたので、俺は逃にげるように玄関へと向かい、ドアを開けた。

「先生！　よかった、ちゃんと会えたぁ……！」

「え？　み、水み無な月づきさん？」

　そこにいたのは、大人気女子高生声優の水無月桜さくらその人だった。

　永遠野誓作品のファンで妹役志望。ひょんなことから仕事関係ではなくプライベートで知り合いになった人だ。時々みんなと一いつ緒しよに遊んだりもするけど、でも今日はなんでまたうちに？　しかも息を切らして、ずいぶんと急いで来たような感じで。

「はぁはぁ……。そんなのバレンタインだからに決まってるじゃないですか！　先生にチョコを渡さないで、未来の妹なんて名乗れませんから！」

「それはチョコを渡しても名乗れないと思うんですけど!?」

「そんなことより、ちょっとだけ家に上げてもらってもいいですか？　桜、先生にチョコをお届けに来ましたので！」

「そ、それはもちろん。どうぞ」

　わーいありがとうございます！　とバンザイする水無月さんを、俺はさっきの神坂姉妹と同じようにリビングへと案内する。

「……今度は桜さんですか」

「あ、涼花ちゃんこんにちは！　わぁ、その服！　すごく可愛かわいいね！」

「それは、その、ありがとうございます……」

　拗すねたような顔で水無月さんを見つめてた涼花だが、ストレートに褒ほめられて慌あわててばつが悪そうに視線を逸そらす。相変わらず水無月さんには苦手意識があるらしい。

「そ、それで、桜さんはやっぱりお兄ちゃんにチョコを渡しに？」

「そうだよ！　あ、涼花ちゃんも先生とバレンタインを？」

「いえ、その、わ、私は別にそんな……！」

「いいなぁ、桜なんて今日はお仕事で、合間をなんとか抜ぬけ出して来たんだよ」

「抜け出して来たって、大丈夫なんですか？」

　俺がそう訊たずねると、水無月さんは「先生のためですから！」と満面の笑えみで答えた。

「最近は炎えん竜りゆう先生のアプローチがすごいですからね。取材のためだって言ってたけど、やっぱり同じ学校なのはズルイ！　だからせめてバレンタインは直接先生に会ってチョコを渡したいなって思ったんです！」

「……氷ひ室むろさんは桜さんにまで自慢してるんですか」

「先生に関する情報は、永遠野誓ラインで共有してるからね！」

「永遠野誓……ライン？」

「い、いや、そんなことよりも、チョコを手て渡わたすために来たんでしょう!?」

　俺は慌てて誤ご魔ま化かす。涼花がその存在を知ったら絶対に黙だまっちゃいないだろうし。

　それに知ったところで涼花の携けい帯たいはガラケーだから、参加もできないしな……。

「あ、そうでしたね！　はい先生、ハッピーバレンタインです！」

　幸いその話題はそこで終わり、水無月さんはこちらに箱を差し出してきた。

　俺が確かく認にんする前に水無月さんが自分でふたを開ける。中には球形のチョコレートがぎっしり詰つまっていたが、よく見ると形が歪いびつなものもいくつかあった。

「えへへ、全部手作りですよ」

「それは……、ありがとうございます」

　また手作りチョコだ。永遠野誓パワーはすごいな。

「しかもわざわざ届けに来てくれて……。来月のお返しはどうしよう」

「楽しみにしてます！　……あ、でも、贈り物はチョコだけじゃないんですよ」

　水無月さんは、珍めずらしくちょっとはにかみながらそんなことを言った。

　……チョコだけじゃないってどういう意味だ？　と思っていると、なぜか水無月さんは自分のスマホを取り出して画面をこちらに向けた。

「これです。……えへへ、恥はずかしいけど見てください」

　頰を染めて照れながら、水無月さんはスマホを手渡してきた。

　俺は画面を覗のぞき込む。同時に涼花も身を乗り出して、俺の横に並んだ。

『ふんふ～ん♪　お兄ちゃんのために～♪　おいしくな～れ～♪』

　次の瞬しゆん間かん、そんな歌い声が聞こえてきたかと思ったら、画面にはエプロンを着けキッチンと思おぼしき場所で料理をしている水無月さんの姿が。

　あまり手て際ぎわはよくないけれど、一生懸命なのはその表情から伝わってくる。かき混ぜているボウルの中を見ると、それは明らかにチョコレートだった。

「贈おくり物っていうのはこの動画です。チョコを作ってる時の様子を撮影してたんです」

　その言葉通り、画面の中の水無月さんは手作りチョコ相手に奮戦していた。だが表情は明るく上じよう機き嫌げんで、口から漏もれる歌も軽かろやかだ。それは明らかに即そつ興きようだったが、そこはプロの声優、声の調子だけでも十分聞きほれるくらいだった。

　……ん？　なんだ？　誰かが画面の中に入って来たけど……。

　ってこれ、よく見ると桜さくら田だ監かん督とくじゃないか。水無月さんのお兄さんの。

『あ、桜たん!?　僕のためにチョコを作ってくれているのかい!?』

『げ、兄さん!?　違ちがうよ、これは永遠野先生のため！　邪じや魔まだから出てって！』

『な、なにいぃっ!?　う、裏切ったな同志よおおおぉっ！』

「あ、ここ見なかったことにしてください」

　……み、水無月さん、すげえ真顔だ。まあ俺も見たくなかったし、忘れよう……。

　桜田さんはすぐに追い出され、その後も水無月さんがチョコを作る様子が続く。動画を意識しているのか、間に挟はさまれる歌や解説が楽しくて、見ていて全然飽あきなかった。

「うう、ううう……」

　なぜか涼花だけが苦しそうにしていたが……。

「……それにしても、どうしてこんな動画を撮とろうと思ったんです？」

　しばらくして俺は訊ねると、水無月さんは照れくさそうに笑って、

「ほら、桜って料理があんまり得意じゃないから、チョコレートを食べてもらうだけだと先生に満足してもらえないかもって思って」

　そう言えば、この前うちで料理した時もそんな感じだったな。

「だったらせめて、作ってる時に込こめた気持ちを先生に見てほしいなって思ったんです。桜にできることってこれくらいだから」

「いや、その……、ありがとうございます。すごくうれしかったです」

　ストレートに言われて、俺は頰を熱くしながらもお礼を返した。

「うう、ううう、ううううう～……っ」

　涼花……、だからなんでお前はそんな悶もん絶ぜつしそうな顔になってんだって……。

「……あ、電話！　マネージャーさんから！」

　そんなやり取りをしていると、不意にスマホが鳴りだして、水無月さんは慌てた様子で電話に出た。そして二言三言言葉を交かわしたかと思うと、

「ごめんなさい！　桜、そろそろ仕事に戻もどらないと！」

「いえ、こちらこそ、わざわざ忙いそがしいのに来てもらってすいませんでした。ほんと、来月にはこの分のお返しをしますから」

「あ、じゃあ桜、先生をお兄ちゃんって呼ぶ権利がほしいです！」

「それはダメ！」

　ぶーケチーと笑いながら、水無月さんは去って行った。

　玄関のドアが閉まる音がして、一瞬リビングに静せい寂じやくが漂ただよう。

「……いや、しかし作ってるシーンの動画付きとは……。ちょっと驚おどろいたけど、やっぱうれしいもんだよな。水無月さんらしいし」

「…………そうですね」

　話を振ふっても、涼花はなぜか力なく肩かたを落としたままだった。

　……さっきから一応気づいてはいたが、俺の妹さまは不ふ機き嫌げんらしい。

　いや、不機嫌を通り越してなぜか気落ちしてしまっている節さえある。

　これは、やっぱりあれだろうか？　取材しようとするたびに何度も邪魔をされているからだろうか？　でも、取材はすぐに再開すればいいわけだし……。

「そ、それじゃあ俺達の取材に戻ろうか。……えーと、そういえば確か、お前もチョコを作る過程がなんとか言ってたよな？　……そうだ、写真がどーとかも」

「な、なんのことですか!?」

　俺の言葉を遮さえぎるように、涼花が大きな声を出す。若じやつ干かん震ふるえているような気もする。

「い、いや、だから作ってる時の写真を撮ったとか──」

「ななななんのことを言ってるかさっぱりわかりませんが!?　あんな動画を見せられた後に今いま更さら──違います！　つ、作ってる時の写真なんて見せたところでどうにもなるわけでもないですし!?　に、二に番ばん煎せんじなんて……っ。インパクトも負けてるし……っ」

　勢いよくまくし立てる涼花だが、最後の方は声がしぼんで聞こえなかった。

「と、とにかく！　さっきのプランは没です！　別の取材計画に移行します！」

「別のって言っても、まだ一つも取材なんてしてない気が……」

「誰のせいだと思ってるんですか！　……い、いえ、お兄ちゃんのせいじゃないですし誰のせいでもないんですけど！　……ううううう」

　す、涼花がここまで弱ってる姿は初めて見たんだが……。

「と、とにかく！　こうなれば躊ちゆう躇ちよはしていられません！　メッセージカードもダメ、チョコ自体もダメ、渡わたす以前もダメとなると、もう渡した後の取材をするしか……！」

「渡した後？」

「……そうです、やはりそれしかありません……！　チョコを渡したら、当然食べようとするでしょう……！　そこで私が自らの手で食べさせてあげることでイチャイチャするという計画です……！　こ、これは完かん璧ぺきです……！」

　……おーい。って、また自分の世界に旅立ってしまわれた。

　まあ俺は、何をするにしても涼花に協力するだけなんだけど──……ん？

　ピンポーン。

「…………」

「………………」

「……また、誰だれか来たみたいだ」

「な、なんのことですか？　わわわ私には何も聞こえませんでしたよ？」

「さすがに無理があるだろ!?　顔も引きつってるし！」

「い、居留守を使っても、私はやぶさかではないのですが」

「……気持ちはわからんでもないが、さすがにそれはダメだろ……。行ってくる」

　俺は「わ、私はまさか呪のろわれてるんですか……!?」と愕がく然ぜんとしている涼花をリビングに残し、本日四度目──……いや、涼花も入れると五度目？　……どっちでもいいけど、とにかく再度玄げん関かんへと向かった。

「こんにちは先生！　今日もいい感じに鬼き畜ちくな雰ふん囲い気きが素す敵てきデスね！」

「なんとなく予感はしてましたけど……、こんにちは……」

　ドアを開けると、そこにいたのは案の定Ｗダブルピース先生だった。

　この金きん髪ぱつ碧へき眼がんで、ものすごく爽さわやかな笑みを浮うかべながらＷピースしている女性はアヘ顔Ｗピース先生だ。もちろんそれはペンネームで、この前も言ったが涼花の作品のイラストレーターをしてくれている人である。

「ん？　元気がないデスけど、どうかしマシた？」

「いえ、来客の連続でちょっと疲つかれてきて……」

「その様子だと、他のみんなはもうチョコを渡しに来たみたいデスね」

「……もしかして、みんなで示し合わせてたりします？」

「はい！　事前に打ち合わせして、一人ずつ先生に手渡しをしようと決まりマシて！　その前は、先生をホテルの一室にでも軟なん禁きんして、みんなでバレンタインを楽しもうという案もあったんデスけど」

「それの発案者は間違いなく今目の前にいますよねぇ!?」

「もちろん冗じよう談だんデスよ。そんなことしたら戦争になっちゃいマスからね！」

　意味がわからんが、普ふ通つうに犯罪なのは間違いないな……。

「はぁ……。とにかくＷピース先生も、バレンタインチョコを届けに来てくれたってことですよね？　それ自体はすごくありがたいんですけど……」

　俺は疲ひ労ろう感に襲おそわれながら、Ｗピース先生をリビングへと案内する。

　そこでは涼花が一目見て状じよう況きようを悟さとったらしく（事前にあらかた予想はしてたのかもしれないが）、もはや何も言わなかった。

「こ、こんにちは、Ｗピースさん……」

「こんにちは妹さん！　おお、その服は素晴らしいデスね！　妹さんの美少女さも合わさって、半はん脱ぬぎ時のエロさは想像しただけでもヤバイデス！」

「妹のイカガワシイ姿を想像しないでくれますかね!?」

　……ああダメだ。この人にツッコんでいても不毛だ。

　というか、言動にツッコミどころしかないから体力も気力も持たない……。

「おっと、そんなことよりも、バレンタインイベントを進めないとデシた。エロゲであれば、ここでイベントグラを表示させた後にエロパートなんデスけど……」

「な、何を考えているんですかＷピースさんは!?」

　エロに免めん疫えきのない涼花が真っ赤になって抗こう議ぎする。

「残念ながら先生はまだ全ぜん年ねん齢れい版デスからね。それはできマセん」

「俺をエロゲと同じ土台に載のせて表現しないでもらえますか……」

「なので、今回は普通に先生にチョコをプレゼントしたいと思いマス！」

　そう言ってＷピース先生はプレゼント箱を取り出して、ズイッとこちらに差し出した。

「はい、どうぞ受け取ってくだサイ！　先生の一番のパートナーとして、愛情はもちろん劣れつ情じようや欲情もたっぷり込めておきマシた！」

「変なものまで混入させないでもらえます!?」

「ホワイトデーも先生の劣情がたっぷり入ったお返しを期待しマス！」

「……お兄ちゃん？　そんなものを用意したらどうなるかわかっていますね……？」

　す、涼花が本気で怖こわい……。というかＷピース先生の言うことを真に受けるなよ……。

「……えーと、とりあえず中を確かく認にんしてみてもいいですか？　エロゲがチョコまみれになってたりしないか、一応」

「おお！　その発想はなかったデス！　やはり先生は天才デスね！」

　Ｗピース先生の頭の中を想定しての発言だったんですが……。

　ともかく、俺は恐おそる恐るプレゼント箱を開けてみる。だが意外なことに、中に入っていたのは数枚のプレーンクッキーと……？

「この絵の具のチューブみたいなのは何です？」

「それはチョコペンデス。中にチョコが入ってて、絵を描かいたりできる道具デス」

「Ｗピースさんにしては普通のものですね……」

　横で見ていた涼花が拍ひよう子し抜ぬけした様子で呟つぶやくが、俺も同感だった。

「いやー、私は手作りチョコを作るようなスキルもないデスし、かといって市し販はんの高級チョコを贈おくるのもしっくりこなかったんデスよね」

　Ｗピース先生はいつもの笑顔でそんなこと言っていたが「だから」と続けて、

「発想を換かえることにしマシた！　チョコ自体で先生を喜ばせることができないなら、他のことで喜ばせればいいんだと！　その結果、この形にしたわけデス！」

「え？　それはどういう」

　俺がいまいち意味がわからないでいると、Ｗピース先生はふっふっふと不敵な笑えみを浮かべながらチョコペンを手に取った。そしてクッキーに何やら描いていたかと思うと、満面の笑みを浮かべながらそれを俺の方へと向けて、

「はい、アーンしてくだサイ先生」

　そんな衝しよう撃げき発言をいとも簡単にしてくれたのだった。

「な……、えっ!?」

「なななななにを言い出すんですか!?」

　俺も、そして涼花も、もちろん焦あせる。だがＷピース先生は平然としたまま、

「だからアーンデスよアーン。私の手から直接、先生にチョコを食べてもらおうということデス。これくらいしないと、他のみんなには勝てないデスからね？」

　やっぱり笑顔でそう言い切った。

「ほら先生、食べてくれないと私だけ除のけ者になっちゃいマス。はいアーン」

　俺はそう促うながされ、思わず口を開きそうになる。だがその瞬しゆん間かん、クッキーに描かれた絵が目に入ってきて、口が半開きになったまま固まってしまった。

「こ、これは……！」

「お兄ちゃん？　一体どうし──……なっ!?　あ、あうぅ……っ！」

　覗のぞき込んできた涼花も、それを見て真っ赤になって狼狽うろたえる。

「おや？　どうしたんデス？　私のイラストがよくなかったデスか？」

「……い、いや、よくないとかそういう問題じゃなくてこれ…………、エロイラストじゃないですか!!」

　そう、驚くべきことにＷピース先生は、クッキーに思いっきり十八禁なエロイラストを描いていたのだ！　しかもチョコレートで描いているにもかかわらず、ものすごくクオリティが高い。どんなすごい技術だよ！

「……ふ、エロを描くのに道具は関係ないのデスよ。なぜならエロというものは、心が描くものなのデスから……」

「いやいやいや、いいこと言ってるみたいなドヤ顔しないでくださいよ！　なんなんですこれは！　なんでまたエロイラストなんて!?」

「デスから、ただ先生に食べてもらうだけじゃインパクトに欠けるじゃないデスか。どうしたらいいか考えた結果、エロイラストなら先生にも喜んでもらえると思いマシて！」

「お、おおおお兄ちゃん……!!」

「おおお落ち着け涼花！　俺は別にそんな……！」

「その様子を見ると、バッチリ喜んでもらえてるみたいデスね！　というわけで先生、はいアーンデスよ！」

「ま、待って！　さすがにこんなのが描かれたのを食べるわけには──むぐっ!?」

　もちろん俺は断固拒きよ否ひしようとしたのだが、Ｗピース先生は一瞬の隙すきを突ついて、クッキーを口へと押し込んだ。

　反射的に咀そ嚼しやくしてしまい、さすがに吐はき出すわけにもいかず、仕方なく味わう俺。

　……当然だけど、味自体は普通のクッキーと普通のチョコレートだ。

　しかし、そこにエロイラストが描かれていたことを思うと、なんというか、ものすごく恥はずかしい。背徳感みたいなものがふつふつと湧わき上がってくる。

「ふっふっふー、どうデスかお味の方は？」

「い、いや、あの、普通に美お味いしかった、ですけど……」

「それはよかったデス！　これもエロのおかげデスね！」

「クッキーとチョコのおかげです！　というか意識させないで！」

　……くそ、顔が熱くなる。涼花もさっきから「う～……」って感じで睨にらんでくるし。

「ではでは、先生も喜んでいることなので、どんどんいきマショう！」

　……ま、まだ続けるだと……!?　俺が戦せん慄りつしている中、さらにクッキーを手に取りエロイラストを描いていくＷピース先生。

「今度は先生好みの巨きよ乳にゆうキャラデスよ！　さあ、どうぞ！」

「い、いや、もう十分堪たん能のうしました！　というか勘かん弁べんしてください！」

「クッキーはまだまだ残ってマスし、食べてくれないとバレンタインにならないデスよ？　それにこのやり方がダメなら、あとはもうチョコでエロフィギュアを作るくらいしか思いつかないデスけど」

「……ぐっ、よ、喜んで食べさせていただきます……っ！」

　あっという間に陥かん落らくする俺。……でも仕方ないだろ!?　チョコでできたエロフィギュアを食べさせられるくらいなら、こっちの方がまだ遥はるかにマシだ！

　俺は羞しゆう恥ちに耐たえながら口を開き、Ｗピース先生は満面の笑みでクッキーを食べさせてくる。もちろん一枚一枚にエロイラストを描いた上でだ。

　……くそぅ、なんで全部そんなにクオリティが高いんだよぅ……！

「う、ううう……、お兄ちゃん……！」

　俺がＷピース先生のなすがままになっている間、涼花が俺を睨みつける眼光がどんどん鋭するどくなっていくのがわかった。

「……な、なんでこんなことに……！　自分の手から直接アーンして食べさせようと考えてた矢先に、ど、どうしてまた先を越こされるんですか……！　しかもあんないかがわしい絵まで……！　これでは私が同じことをしても霞かすむじゃないですか……っ！」

　あ、ヤバイ……！　身体からだをぷるぷると震ふるわせて、目め尻じりに涙なみだがたまっている。

　よくわからないが、涼花が爆ばく発はつ寸前だということだけは嫌いやというほどわかる。

「だ、Ｗピース先生！　すいませんが実は今、俺達バレンタインの取材中でして！　できればそっちの方に集中したいなーなんて思ったり！」

　なので俺は早々に涼花の取材をしようと、なんとかそっち方面に舵かじを切ろうとする。

「取材？　それって舞との勝負の件デスか？　先生は新作を書くという」

「そ、そうそうそれです。そのための取材中でして」

「ほほう、それは興味がありマスね！　是ぜ非ひ見学させてもらいたいものデス！」

　……よ、よし、なんとか軌き道どう修正できた。涼花がどんな取材をしようとしているかはまだ知らないけど、今までだって人前で取材はしてきたから大だい丈じよう夫ぶだろう。それにどうしてもダメなら、なんとかＷピース先生にお引き取り願うことだってできるはず。

「先生のことデスから、もちろん妹さんを相手にデスよね？　ということは、妹さんの素す晴ばらしいコスも、取材のためだったわけデスね！　それで、どんなシチュエーションの取材をするんデスか!?」

「そ、それは涼花にも相談しないと……。な、なあ涼花？」

　キラキラと輝かがやくＷピース先生の視線から目を逸そらしながら、俺は涼花に話を振ふる。

　実際に取材を主導するのは涼花なんだから、指示を仰あおがないと動けない。だから俺がどうすべきなのか、教えてほしいのだが──

「……こ、こうなったらいよいよ最後の最後です……！　今までの全すべてを組み合わせるしかありません……！　チョコを作る段階からお兄ちゃんの前でやってみせて……！　それからできたてを私の手で食べさせる……！　こ、これならインパクトでも負けてないはずです、きっと……！」

　なんか自分の思考に集中してるようで、全然聞いちゃいなかった。

「……お、おい涼花！」

「……はっ!?　え、ええ、取材のことでしたね……。大丈夫です。事前にお兄ちゃんに言われた通りにやってみせますから」

　耳元で声をかけると、涼花はようやく我に返った。

　そしてさすがは完かん璧ぺき超ちよう人じん。ちゃんとＷピース先生がいるこの状じよう況きように相応ふさわしい受け答えをして、さらに取材プランもちゃんと持っているようだ。

　……よかった。これなら涼花がメインで動いて、俺はそれに合わせればいい。

　一体何をするのかはわからないけど、俺はどんな状況にも対応するだけだ。

「で、では、私は早さつ速そくキッチンの方へ──」

　しかし、涼花が立ち上がりかけたその瞬間だった。

「おや？　誰だれか来たみたいデスよ？」

　ピンポーンと、もはや聞き飽あきたチャイムの音がまたしても鳴り響ひびいた。

　……ど、どうなってるんだ？　今日は間が悪いにもほどがあるだろ……。

　涼花は動作の途と中ちゆうで完全に固まってるし、さすがにこれは不ふ憫びんすぎる。

「どうしたんデス？　出ないんデスか？」

　今までの事情を知らないＷピース先生に促され、俺は仕方なく涼花をリビングに残して玄げん関かんに向かうしかなかった。そしてドアを開けた向こうにはやはり、

「……ば、バレンタインの取材に来たから」

　上目づかいで挑いどむような表情の舞が立っていた。

　そして俺はそれを見た瞬間、思わずガクリと肩かたを落とす。

「半ば予想してたとはいえ、やっぱりとは……。どうなってんだこれ……」

「な、なによ、ずいぶんと反応が薄うすいじゃない」

「……いや、なんでもない。お前も、その……、俺にバレンタインのチョコを？」

「あ、当たり前でしょ!?　私はあんたの一番のファンなんだから、バレンタインにチョコを贈るのは義務に決まってるじゃない！」

　舞は真っ赤になってまくしたてた後、プイッとそっぽを向いて「でも」と続ける。

「こ、今回はそれだけじゃなく、ラブコメの取材も兼かねるから。……わ、私が勝手に取材するんだから、文句は言わせないわよ」

「う、ぐ……、取材か」

「言っとくけど、私が何をしてもそれは全部取材のためだからね!?　へ、変な勘かん違ちがいだけはしないようにしてよ！」

「勘違いってなんだよ……。それより、取材ってどんなことを──」

「や、やってみればわかるわよ。とりあえずまず、家の中に入れてよ」

　正直、嫌な予感しかしない。だが取材を勝手にしろと一度言った手前、追い返すわけにもいかないし……。そもそも舞は、永遠野誓の（自じ称しよう）一番のファンとしてチョコを渡わたしに来てもいるわけだから、それを断るのは無理だった。

「わかったよ。でも、くれぐれも無茶なことだけはしないように」

「な、何なのよその事前注意みたいなのは！」

　どんだけ信用してないのよ！　と舞は言うが、お前の今までの行動をこの身で体験させられてきたんだぞ俺は。

「お、舞じゃないデスか。やっぱり来マシたね」

「あら、エロイラストレーターじゃない。時間が被かぶっちゃったわね。まあ、別に問題はないけど。あ、涼花さんこんにちは」

「…………こ、こんにちは氷室さん」

　舞にかろうじて挨あい拶さつを返す涼花だが、ショックを受けているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　さすがの涼花も、こうも狙ねらったように何度も出鼻を挫くじかれてはたまらないらしい。

　俺だったらそろそろ泣きたくなってると思う。

「それで、舞は先生にどんなラブラブチョコをプレゼントするんデスか!?」

「な、なによそのセンスの欠片かけらもないネーミングは！　べ、別にラブラブとかそんなのじゃないわよ！　あくまでもファンとしてってのと取材を兼ねて渡すだけだし！」

　Ｗピース先生の言葉に、舞は真っ赤になって反応する。

　そんな舞の様子を、涼花は泣きそうな顔で「う～……」と眺ながめていた。

「と、とりあえず祐、キッチンを貸してもらえるかしら？」

「いいけど……、そんなとこで何をするんだ？」

「バレンタインなんだから、やることは決まってるでしょ。チョコを作るのよ」

「ええっ!?」

「え？　どうかしたの涼花さん」

　舞の言葉に、涼花は大きく反応する。だが舞が訊きき返しても、涼花は呆ぼう然ぜんとした様子で何も答えない。放心しているかのように。

「……なんだかよくわからないけど、とにかく借りるわね」

　舞は涼花の様子に首を傾かしげながらもキッチンへと向かう。後について行くと、やかんで湯を沸わかす一方で、持参したチョコを包丁で刻んでいるところだった。

「……まさか、今から本当にチョコを作るのか？」

「そうよ。できたてをあんたにプレゼントしてあげるわ。あ、あんた専用のチョコをわざわざ用意してあげるんだから、感謝しなさいよね！　も、もちろん取材だけど！」

　そんなことを言いながら調理を続ける舞。決して手て際ぎわはよくなかったが、それでもわざわざ目の前でチョコを作ってくれているその姿には、なんだかジーンときてしまった。

「……ど、どうして何度も何度もこんなことになるんですか……！　い、いえ、落ち着くんです私……！　たとえ氷室さんが同じことをしても、肝かん心じんのチョコの味は私の方が上のはず……！　お兄ちゃんの好みをバッチリ把は握あくした私の方が……！」

　一方、俺の横で同じように調理中の舞を眺めていた涼花は、一人でブツブツとなにやら呟つぶやいていた。気になるけど、雰ふん囲い気きが怖こわいので話しかけられない……。

「なるほどデス。でも先生の前で手作りとは、舞はよほど自信があるみたいデスね」

「ふふん、私にはこれがあるからね！」

　Ｗピース先生の問いかけに、舞は自信たっぷりな様子で何かのノートを取り出す。

　……ってそれは『永見祐研究ノート』!?

「この中には私が研究した祐の情報が全て詰つまってるからね！　もちろん祐の味の好みだってバッチリよ！　これを駆く使しして祐好みのチョコを作ってやるわ！」

「……つ、つまり、そのチョコはストーカー行こう為いの結けつ晶しよう……」

「ち、違うわよ！　ストーカー言うな！　別にこのノートだって変なことなんて書いてないんだから！　祐がお風ふ呂ろでどこから洗うのかとか、祐のトランクスの柄がらとか、せいぜいその程度の普ふ通つうの情報よ！」

「どこが普通だ!?　ってか、そんなこと教えた記き憶おくなんてないぞ俺は!?」

「う、うるさいわね！　そんなことより、あんまりこっち見ないでよね！」

　舞は顔を赤くして俺達に背を向けると、何やら細々とした作業を続ける。よく見えないけど、どうやら湯ゆ煎せんしたチョコを分けているようだが……。

「……ふう、とりあえずできたわね」

　やがて舞が振り向くと、そこにはいくつかの容器に入ったチョコレート、それから皿に積まれたスティックビスケットがあった。

「ほら祐、スティックにチョコをつけて食べてみて！」

　言われた通り、俺は容器の中のチョコをつけてスティックを口に入れてみる。

　甘いチョコの味が広がると同時に、独特の香かおりがした。

「……ど、どう？」

「ああ……、うん、普通に美う味まいよ。これは……、ココナッツ？」

「そ、そうよ。あんた好きでしょ？　このチョコにはそういうフレーバーを入れたの」

「確かに好きだけど、でもやっぱ、そんなこと教えた覚えがないんだが……」

「こ、細かいことはいいから！　ほら、まだまだあるわよ！　次はこっち！」

　そんなことを言いながら、舞は別の容器のチョコも同じように勧すすめてくる。

　これはストロベリー、あれはアーモンド、あっちはキャラメル。

　どれもこれも俺の好きな甘めの味だった。例によって、俺はチョコの好みを舞に教えたことはないのだが、全てハズレなくドンピシャなのが恐おそろしい……。

「どう!?　これが研究の成果よ！」

　ドヤ顔でふんぞり返る舞。どうやって情報を仕入れたかはさて置き、確かに研究の成果は見事に表れているようだった。

「……で、でででですが、お兄ちゃんのチョコの好みは私も知ってますし……！　そ、そのくらいなら私の方がもっと……！」

　そして、なぜか狼ろう狽ばいしまくっている涼花。若じやつ干かん涙なみだ目めなのが本当に謎なぞだ。

「それから、最後にこれもよ！　早く試ためしてみて！」

「これは……、グレープの香り……か？」

「そうよ。この前学校で、私が持ってきてたグレープ味のチョコをあげたじゃない？　その時『初めて食べたけど美味しいな』って言ってたから、わざわざフレーバーも買ってみたのよ！　ど、どう美味しかった？」

「そうだな。……うん、やっぱ美味いよ。俺、この味は好きだな」

「や、やった……！」

　俺が素す直なおにうなずくと、舞は小さくガッツポーズをしながら飛び上がった。

「ええ!?　そ、そんなの、私は知りませんでしたよ……!?」

　一方、なぜか涼花が愕がく然ぜんとした顔でこちらを見つめていた。

　……いや、知らないってのは当然だろ。俺だってあの時まで、そんな味のチョコレートなんて食べたことなかったんだから……。

「……め、目の前でチョコを作るのを先取りされた挙句、お兄ちゃんの味の好みで私が氷室さんに後おくれを取ったですって……!?　そ、そんなことが……！」

　小声で呟きながら、いきなりズーンと落ち込む涼花。

　声をかけても頭を抱かかえて「い、いえ、まだです……！」とか「インパクトではまだ私の方が……！」とか、わけのわからない反応しか返ってこない。

　……こういう時はそっとしておくしかないな……。

「そ、それにしても、舞のチョコが思ったよりまともでよかったよ」

　なのでとりあえず、俺は無事に舞のターンが終わったことに安あん堵どしていたのだが、

「どういう意味よ！　……で、でもまあ、喜んでもらえたなら許してあげるわ。じゃあ、もう一つのチョコを出すわね」

「へ？」

　舞がいきなりわけのわからないことを言い出して、大きな箱をズイッと差し出した。

「……こ、これは？　ってかもう一つのチョコ……？」

「さっきのは、一番のファンである氷室舞から永遠野誓へのチョコ。で、こっちは炎竜焰ほむらから、私のファンである永見祐へのチョコよ！」

　そう言って舞は箱のふたを開ける。すると中には、

「でかっ!?」

　かなりデカいハート形のチョコレートケーキの上に、ホワイトチョコで『一番のファンの永見祐江、炎竜焰』という文字が……!?

「な、なんでまたチョコが二つも……」

「ほら、私達って作家と個人で二つの顔を持つじゃない？　……それに、二つくらい贈おくらないと気が済まないというか……。と、とにかく！　あんた、私のサインを欲ほしがってたじゃないのよ！　うれしいでしょ!?」

「だからって一人で二つもチョコを贈らないだろ!?」

　……とは言うものの、確かに俺は炎竜焰のファンでもあるので、面食らいはしたがうれしいという気持ちも確かにあった。

「でもまあ、その……、ありがとう」

「べ、べべべ別にいいわよ！　その代わり、ホワイトデーは楽しみにしてるからね！」

　俺は戸と惑まどいつつも素直に礼を言う。……それにしても、安心させておいてからのサプライズとはさすが舞、荒こう唐とう無む稽けいさで右に出る者はいない。

「む、これは舞だけズルイデスね。一人で二回もチョコを贈るなんて。先生との勝負だからって取材の件も大目に見てきマシたけど、もう黙だまっていられマセん！　そういうことなら私も取材しマス！　先生の好きなチョコで世紀のエロイラストを描かいて、私の二つ目のプレゼントにするのデス！」

「あ、こら！　これは私が用意した材料なんだから勝手に使うんじゃないわよ！」

　私も私もと手を伸のばすＷピース先生に、それを阻そ止ししようとする舞。俺がいるのも忘れて思いっきりもつれ合い、チラチラと見えてはいけない布地が見えてしまって、俺は慌あわてて視線を逸そらす。

　……はあ、やれやれ。でも舞がこれで満足したってんなら、比ひ較かく的てき無事に済んでよかったと思うべきかもしれない。なんだかんだで、炎竜先生からのサインももらえたし。

　けど、一方で肝心の涼花の取材は全然進んでいなかった。

　そういや涼花のやつ、様子がおかしかったな。取材の邪じや魔まばっかりされて、もしかして怒おこってたり……と、俺は恐る恐る涼花の方を確かく認にんする。

「……………………」

　すると、涼花はなぜか真っ白に燃えつきていた。

　怒っているどころか明らかに放心しており、身動き一つしない。

　……ど、どうしたんだ？　気持ちはわかるけど、取材が邪魔されたくらいでそこまでショックを受けなくてもいいのでは……。

　ぎゃーぎゃーと相変わらず姦かしましい舞とＷピース先生。

　無言で遠くを見つめている涼花。

　俺はそんな光景を眺めながら、チョコですっかり腹が膨ふくれてしまったこともあって、深い深いため息を吐つくのだった。




　　　　　　　★




「もう誰だれも来ないだろうし、ようやく俺らの取材ができるな……」

　氷室さんとＷピースさんが帰った後のリビングで、お兄ちゃんは疲つかれきった顔でそう言いました。

「………………」

　しかし私は、それに対してなにも答えられませんでした。

「涼花……？　何度も何度も邪魔されたのがショックだってのはわかるけど、別に取材自体はこれからすりゃいいんだから、そんなに気を落とすなよ」

　お兄ちゃんはそう言って元気づけてくれますが、やっぱり私は何も言えません。

　……勘かん違ちがいしてほしくはないのですが、私は別に出鼻をくじかれ続けたことにショックを受けてるわけではないのです。そんなことなら、お兄ちゃんの言う通り、みなさんが帰った後に取材をし直せば済むことです。

　……けれど、問題はそこじゃないんですよ！

　私がショックを受けているのは、取材しようと思っていた内容を、みなさんにことごとく先に実行されてしまったことなんです！

　いや、なんなんですかあれは!?　おかしいですよ明らかに！

　お兄ちゃんに想おもいを綴つづったメッセージカードを送ろうと思ったら、篠崎さんも同じことをする……！

　ハート形のチョコと動物形のチョコでお兄ちゃんへの愛情を証明しようと思ったら、秋乃さんと春菜さんに先を越こされる……！

　じゃあ一いつ生しよう懸けん命めい手作りしているところの写真を見せてアピールしようと思ったら、桜さんなんて動画を持ち出してくるじゃありませんか……！

　こうなったら私の手から直接お兄ちゃんにチョコを食べてもらおうと思った矢先、今度はＷピースさんがそれをやってしまう……！　イカガワシイ絵まで描いて！

　起死回生のアイデアとして、お兄ちゃんの前でゼロからチョコを作ってプレゼントしようと思ったら、今度は舞さんの登場ですよ……！　しかも私の知らないお兄ちゃんの好みまで知っていて、さらに二つ目のチョコ!?　その発想はなかったです……！

　ああもう……、思い返しただけでまた放心してしまいそうです……。

　なんなんですかこの間の悪さは!?　やはり呪のろわれているんですか私は!?　神様に見放されてしまったとでも言うんですか!?

「お、おーい、涼花さん……？」

　ううう……、ですが私は諦あきらめません……！　せっかくのバレンタインです。お兄ちゃんに想いの詰つまったチョコを渡わたせる大事な日です。このままで済ませるなんてことがあってたまるものですか……！

「……き、聞こえてないのかな？　涼花、涼花ってば」

　ですが……、ああどうしましょう!?　もう肝かん心じんのアイデアが思い浮うかびません！

　あらかじめ立てていた計画は、全すべて完全完かん璧ぺきにみなさんに先取りされてしまいました。

　今いま更さら同じことをしても仕方がありません。

　バレンタインというこの特別な日。お兄ちゃんにとって一番印象に残るのは、私じゃないとダメなんです。私がお兄ちゃんの一番じゃないと、絶対に絶対に嫌いやです！

「う、ううむ……」

　……ですが、本当にどうすればいいんでしょうか。

　こうなった以上、なにか新しいアイデアを考えないといけません。ですが、印象に残りつつお兄ちゃんとイチャイチャできるようなバレンタインならではのイベントなんて、まだ何か残されているんでしょうか？

　いえ、諦めてはダメです。ここは一度発想を変えるんです。

　常識にとらわれず、とにかくお兄ちゃんとイチャイチャできるような何か。

　私は今までずっとお兄ちゃんとのイチャイチャを妄もう想そうし続けてきたんです。その中にはきっと、この場に相応ふさわしいようなものがあったはずで──

「……あ」

「…………あ？　す、涼花？　気がついたか？」

　……あ、あった。ありました！

　今この状じよう況きように──バレンタインにピッタリのイチャイチャが！　もちろん新作の取材にもなりますし、お兄ちゃんにとっても私にとっても忘れられない出来事になるはず！

　……で、ですが……！

「うう、ううう……！」

「あ、あれ!?　まだ直ってない!?」

　こ、これはちょっと、どう考えても恥はずかしすぎませんか……!?

　あ、あまりにも破は廉れん恥ちで、もしかしたら変態的かもしれない……！

　……い、いえ！　そんなことはないです！　これは普ふ通つうのイチャイチャの範はん囲い内です！　よしんば範囲からちょっと外れていたとしても、こうなった以上は多少のことは気にしている場合ではありません！

「お、お兄ちゃん……」

「や、やっぱ直ってる……？　えーと、なんだ涼花」

「今から、その……、しゅ、取材を始めます……！」

「おう、もちろんそのつもりだったけど、なんでそんなに力が入ってんだ……？」

　お、落ち着くんです私……。落ち着いてお兄ちゃんに説明するんです……！

　これは取材です。やましいところなんて一つもありません。氷室さんの書くラブコメに万が一にも負けないために、この試練を乗り越える必要があるんです。決してお兄ちゃんとイチャイチャしたいがために無理をしてるわけではないんですから……！

「そ、それで、その取材についてですが」

「ああ、俺は何をすればいい？　何でも言ってくれ」

「……で、では…………、水着を着けてお風ふ呂ろに入って待っててください……！」

「わかった。水着で風呂だな。水着で──……え？」

　お兄ちゃんがキョトンとした表情になります。その顔がまた可愛かわいくていつまでも見ていたいのですが、今はそれどころではありません。

「す、すまん、俺の聞き間違いかな？　なんか風呂で水着とか……」

「き、聞き間違いではありません。そう言いました」

「……マジで？　……ええ!?　な、なんでそんなことを……!?」

「と、とにかく！　私は準備をしてきますから！　お風呂が沸わいたら先に入って待っていてください！　あ、あくまでこれは取材ですから！　必要なことですから！」

　私はそう言い放ってからお風呂場へと駆かけ出します。

　湯船にお湯を張り、続けて自分の部屋へと戻もどると、押し入れを開けて必要なものを探します。とても恥ずかしいですが、こうなった以上は覚かく悟ごを決めます……！




　そしておよそ二十分後。

　私はお兄ちゃんが待つであろうお風呂場に、ドアを開けてそっと足を踏ふみ入れます。

「す、涼花か。……って、その格好、またスク水……!?」

　湯船に入っていたお兄ちゃんの顔がさらに赤くなりました。

　私もまた、この前桜さんに対たい抗こうしてお兄ちゃんの背中を流しに来た時のことを思い出して顔が熱くなります。……でも、今からすることはさらに……。

「す、少しスペースを空けてください。私も入りますから」

「へ？　は、入るって、まさか一いつ緒しよに湯船にか？」

「そ、そうです。べべべ別におかしなことはないでしょう!?　お互たがい水着を着てるんですから、一緒にプールに入るのと何も変わりはありません！」

　そんなわけはないのですが、私は自分に言い聞かせるためにも大声でそう言います。

　こくこくと頷うなずいてスペースを空けてくれるお兄ちゃん。

　私はドキドキとうるさい胸の鼓こ動どうを耳にしながら、ゆっくりと湯船の中に入って行きます。……お、お兄ちゃんと一緒のお風呂……！　な、何年ぶりでしょうか……！

「う……、あー……、や、やっぱ二人で入ると狭せまいな……！」

　向かい合うように座ると、お兄ちゃんは私から顔を逸らします。やはり気まずいのでしょうし、それは私も同じですが、それよりもお兄ちゃんと一緒のお風呂に入るという願望がかなったことのうれしさの方が強いです。えへへ……。

「そ、それで、こうやって一緒に風呂に入るってだけじゃないよな？　バレンタインの取材なんだから……」

　お兄ちゃんは目線だけこちらに向けてそう言います。もちろんその通りで、私は手に持っていたボウルをそっと湯船に浮かべながら、答えます。

「も、もちろんです。この取材の内容は『お風呂に一緒に入りながらチョコレートをアーンで食べてもらう』ですから！」

「やっぱそうか！　……でも涼花、一つだけ言わせてくれ……！」

「な、なんでしょうかお兄ちゃん」

「正直言って、このシチュエーションは意味不明だぞ！」

　そ、そんなこと言われなくてもわかってますよ！

　私自身も内心ではそうだって感じてるんですから！

　……で、でも、もうこうでもしないとみなさんのインパクトを超こえられないんだから仕方ないじゃないですか！　それに意味不明だけど、こういうシチュエーションを妄想してたのは事実なんですから、それも仕方ないんです！

「い、いえ、これも新作のために必要な取材ですから！」

　なので、私はもう開き直ってそう答えます。

　それにウソはついていません。お兄ちゃんと沢たく山さんイチャイチャして、それを作品にフィードバックさせること。それが氷室さんに勝利する唯ゆい一いつの方法だからです。

　しかも今回は妹属性は禁止。

　だから、これくらいの無茶をして取材するのは当然と言えば当然なんです！

「う、む……。お前がそう言うなら、俺は取材に付き合うしかないけどさ……」

　お兄ちゃんはいまいち納なつ得とくしていないという顔ですが、とりあえずは矛ほこを収めてくれました。こういうところがやっぱり優やさしいです。

「それじゃあ、今からお前にチョコを食べさせてもらうってわけだな……？」

「そ、そうです。湯船に入ったままでも大だい丈じよう夫ぶなように、このボウルにチョコレートを入れてきましたから」

「いや、でも、非常に言いにくいんだけどさ……」

　……？　なんでしょう？

「そのチョコ、なんか溶とけてないか？」

「え？」

　そう言われて、私はボウルの中を覗のぞき込みます。すると、もはや元の形がわからないくらいにまで溶けてしまったチョコレートがそこにはありました。

　……って、何やってるんですか私は!?　考えてみれば、これって湯ゆ煎せんしてるのとまったく同じじゃないですか!?　取材に気をとられて、こんなバカな見落としを……！　普ふ段だんだったらこんなこと考えられないのに……！

「あ、あうあうあう……」

　ど、どうしましょう!?　せっかく心を込こめて形にしたハートや動物が見る影かげもありません！　……い、いえ、それはもう神坂さん姉妹しまいに先を越こされたのでいいのですが、でもこれだと……！

「もう一度固めるか、なにかに塗ぬらないと食べられないな」

　い、いえ！　どちらにしてもそれだと一度お風呂から出ないといけません！

　そうなるとインパクトは薄うすれますし、なんとかこの場でできる方法を考えないと！

「…………っ!!」

　とその時、私の頭にある閃ひらめきが走りました。

　……で、ですが、同時に身体が燃え上がるような恥ずかしさも襲おそってきます。

　こ、これは……、なんというアイデアを思いつくんですか私は……！

　あまりにも恥ずかしくてはしたなさすぎます……！　ああ、でもでも！　もうこれ以外の方法は思いつきませんし、なにより──……やってみたいんです！

「ん？　涼花？　どうした？」

　私の異変に気がついた様子のお兄ちゃん。ですが私は無言のまま息を整えます。

　……こうなった以上は仕方がありません。私は震ふるえる手をなんとか動かして、ボウルの中へと導きます。そして人差し指で溶けたチョコをすくうと、

「お、お兄ちゃん……」

　それをお兄ちゃんの顔の前まで持って行き、覚悟を決めてこう言います。

「ど、どうぞ……！　このまま食べてください……！」

「……………………は？」

　文字通り目が点になるお兄ちゃん。ですがすぐにカッと顔を赤くして、

「そ、それはつまり……、お前の指に付いたチョコをなめろと!?」

「そそそそそその通り、です……！」

　私が肯こう定ていすると、お兄ちゃんはさらに狼ろう狽ばいした様子で、

「そ、そんなことできるわけないだろ!?　い、妹の指をなめるとか……！」

「な、なぜですか！　手はいつも清潔にしてあります！」

「そういうことじゃないんだって！　ってかそれなら俺の口の方がよっぽどだろ！」

「おおおお兄ちゃんの身体に汚きたない部分などありません！」

「だからそういう話じゃなくてだな！　兄貴が妹の──あ、いや、今は彼氏と彼女ってシチュエーションだっけ……？　と、とにかく！　指に付いたチョコをなめるとか、そんな変態的なことができるか！」

「へ、変態!?　……うう、た、たとえ変態的なことでも、これは取材で必要なことなんです！　氷室さんに勝つために！」

　私が決然とそう言い返すと、お兄ちゃんは「う……っ」と言葉を詰つまらせます。

　しばらく沈ちん黙もくが続き、

「…………ど、どうしてもやらないとダメなのか……？」

「ど、どうしてもやらないといけません……！　しゅ、取材ですから！」

　私の気が変わらないとわかると、お兄ちゃんはしばらくの間泣きそうな顔でなにやら考え込んでいましたが、やがて「……わかった」と観念したように呟つぶやきました。

「勝負に勝つために手段は選んでられないってわけなんだな……？」

　そ、そうです。ラブコメ対決でも、バレンタインのインパクトでも、そしてこれからの高校生活のことを考えても、私は氷室さんに勝たないといけないんです。

「じゃ、じゃあ、いくぞ……」

　お兄ちゃんは覚悟を決めたようにそう言ってから、小さく口を開きます。

　そしてそのままゆっくりと私の指へと顔を近づけます。その間、私は加速度的に胸の鼓動が速まっていくのを感じていました。

　そして──

　はむっ。

「ひゃぁう……っ!?」

　指がお兄ちゃんに咥くわえられた瞬しゆん間かん、私の全身に今まで感じたことのない謎なぞの衝しよう撃げきが走ります。恥はずかしさと一緒に燃えるような感覚が、指先から全身に流れていき、同時に切なくてどこか甘い痺しびれが思考の全すべてを支配します。

「ひゃ……っ!?　にゃぅ……っ！」

　私は一瞬でこの感かん触しよくの虜とりこになってしまい、もう何が何だかわからなくなりました。

　その間もお兄ちゃんはどこまでも丁てい寧ねいに、まるで親鳥が小鳥をついばむような優しさで私の指に付いたチョコレートをなめていきます。

　その感触がもう幸せすぎて、私の目の前には楽園が広がります。もちろん錯さつ覚かくなのですが、それくらいの幸福感に包まれているということです。私はもう大好きなお兄ちゃんのことしか考えられなくなり、頭の中はひたすら同じ言葉ばかりがループしていました。

　……お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん……！　ああ、大好きですお兄ちゃん……！

「……っ、はぁ……。お、終わったぞ、涼花」

　指先から幸せな感触が離はなれていきます。ですがそのころには私の脳は完全にお兄ちゃん色に染まっており、もはや何も感じなくなっていました。
















　視界がグルグルと回転し始めても、身体が謎の浮ふ遊ゆう感に包まれても、そんなことはもうどうでもいいことです。お兄ちゃん……、お兄ちゃんが……！　えへ、えへへ、えへへへへへへへへへへへへへへへがぼぼぼぼぼぼぼぼ……。

「涼花!?　おい大丈夫か!?　涼花！　涼花ってば──」

　お兄ちゃんの声が遠くなっていき、世界がゆらゆら揺ゆれていきます。

　ですが、それでもなお私は、過か剰じようなくらいの幸福感の中に漂ただよい続けます。

　お兄ちゃん……、えへへ、お兄ちゃぁん……。

　そして、私の意識はそこで途と切ぎれるのでした。
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「ほ、本当に、ももも申し訳ありませんでした……っ！」

「いや、まあ、終わったことだ。お互い忘れよう、うん……」

　可哀かわい想そうなくらい恐きよう縮しゆくして身を縮こませる涼花に、俺はなるべくそっと声をかける。

　あの後、俺は湯船に溺おぼれた涼花をなんとか救出し、脱だつ衣い所まで運んだ。

　幸いすぐに意識を取り戻もどしたが、何をしていたかはバッチリ覚えていたらしく、涼花は気がついた瞬間また気を失いそうになった。

　なんとか落ち着かせ、それぞれ元の服に着き替がえてからリビングに戻り、そして現在に至ると──……まあ経けい緯いを簡単に話すとこういうわけだ。

「とりあえず、取材としては成功ってことでいいのかな……？」

「そ、それはもう！　あんなに素す晴ばらしい経験はありませんでした！　幸せで胸がきゅんきゅんして──い、いえ！　とにかく、最高の取材でした！」

「そ、そうか。お前がそう言うなら、やった甲か斐いはあったよ」

　正直、背徳感と恥ずかしさで死にたくなったけどな……。

　でもまあそれは涼花も同じ……、いや、真ま面じ目めな性格なぶん負担は遥はるかにデカかっただろう。それでもがんばってやり遂とげるんだから、やはり涼花はすごい。俺なんかとは次元の違ちがう天才作家だって、改めて思ってしまうな……。

「あ、ありがとうございました、お兄ちゃん。……おかげで取材はバッチリです。これで新作の方も書けると思います」

　……と、そんなことを考えて落ち込んでる場合じゃなかった。

　これで取材も万ばん全ぜん、舞との勝負にも勝てるとなると、俺も安心だ。

　まあ俺は涼花に言われるがまま取材に付き合っただけだが、それでも力になれたってんなら兄貴としてうれしい限りで──

「あ」

「？　どうかしましたか？」

　その瞬間、あることを思い出して、俺は思わずソファから立ち上がった。

　訝いぶかしがる涼花を残し、俺は急いで自室へと向かう。そして目当てのものを手にすると、また急いで涼花のいるリビングへと戻った。

「いや、忘れてたことがあってな」

「忘れてたこと？」

　俺は頷うなずきながら、後ろ手に持っていた箱を涼花の方へと差し出す。

　それは、俺が用意したチョコレートだった。昨日、帰り道でふとあることを思いついたので、その足で店に買いに行っていたのだ。

「……え？　こ、これは？」

「その……、取材も成功して蛇だ足そくかとは思うんだけど、俺からお前へのバレンタインプレゼントというか……」

「お、お兄ちゃんから私へ……!?　そ、それはどどどどどどういう!?」

　あからさまに狼狽する涼花に、俺も焦あせりながら説明する。

「お、俺の勝手な考えなんだけど、お前の取材の足しになるかもって思ったんだ。ほら、今回の勝負の取材だって、全部お前のアイデアばかりだろ？　もちろんお前が本物の永遠野誓だからそれでいいんだけど……。でも、俺もなんか力になりたいと思ってさ」

「お兄ちゃん……」

　あーくそ、なんか上う手まく言えないな……。

「つ、つまり、お前がいつも言ってるだろ？　俺達は二人で一人の永遠野誓だって。まあ俺は作品には口を出せないんだけど、でも一応はお前の代理人だからさ、ちょっとでも助けになればって思ってこれを……」

「だ、だから私にバレンタインチョコを……？」

「ああ。バレンタインって言ったらホワイトデーのお返しもセットだろ？　でも来月だと取材に間に合わないし……。じゃあいっそ、バレンタインでお返ししたらどうかと思ったんだ。男から女へバレンタインってのも一応はあるみたいだしさ」

　俺はグダグダになりながらも、なんとか意図を伝えようとする。

「だから、お前にだけお返しを前まえ倒だおしにしたってわけで……。えーと、その、やっぱり迷めい惑わくだったか……？」

　無言で押し黙だまる涼花に、俺は恐おそる恐る訊きいてみる。だが──

「な、何を言ってるんですかお兄ちゃんは……！　こ、こんなの、こんなのうれしいに決まってるじゃないですか！」

　真っ赤な顔でこちらを睨にらみつけながら、涼花はハッキリとそう答えた。

「あ、ありがとうございます……！　私は完全に見落としていました。確かにお返しのシーンも必要だから取材しないといけなかったんです。……でも、お兄ちゃんのおかげでこんな素す敵てきな取材ができました！」

　ありがとうございます、と再度礼を言う涼花。

　その表情が輝かがやかんばかりの笑顔で、俺は涼花の役に立てたことに心の底から安あん堵どした。

「よし、これで完かん璧ぺきです！　私とお兄ちゃんの取材結果を基もとに、最高のラブコメを書いてみせます！　妹じゃなくても面おも白しろいと思ってもらえるような、そんな作品を絶対に書いてみせますから！」

　力強くそう宣言する涼花に、俺はもうなんの不安もなかった。

　締しめ切りまであと一ひと月つき弱。きっと涼花は言葉通り、最高の新作を書いてくれるだろう。

　俺は安心しながらもふと、自分の新作についてはいまだに道筋がついていないことを思い出すのだった。







　　　第四章　お前は妹じゃないとダメなんだ







　バレンタインでの取材もなんだかんだで無事に果たすことができ、それから数日経たってから、涼すず花かは寮りよう生活を終えて家に帰ってきた。

「た、ただいま帰りました」

「お、おかえり」

　涼花は妙みようにかしこまった様子でそんな挨あい拶さつをし、俺も俺でなんだか変な感覚だった。

　まあ一カ月近くも家を出ていたわけだから、無理もないことかもしれない。

「なんだかちょっと懐なつかしい感じですね……。それはともかく、家に帰ってきたからにはちゃんと家事をしないといけません。約一カ月も家を空けていたわけですから、しないといけないことがたくさんあるはずです……！」

　さ、さすが家事万ばん能のうの完璧超ちよう人じん、目が燃えている。

「でもお前、家を出ていた間も頻ひん繁ぱんに帰ってきて家事はしてたじゃないか。通い妻の取材は継けい続ぞくしてやらないといけないとかなんとか言って」

「そ、それは、お母さんもお父さんも最近特に忙いそがしいみたいですし、お兄ちゃん一人だとやはり心配だったという事情もあってですね……。で、でも、そんなちょっとくらいの帰宅では手が回らない箇か所しよは沢たく山さんありますから！」

　まずは掃そう除じからです！　とやる気満々の涼花。

　久しぶりの帰宅でテンションが高くなっているのかもしれない。

「それはいいけど、新作の方に取り掛かからなくても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「もちろんそれはすぐに書き始めます。ですが、家事をおざなりにしていては気になって集中できません。……こ、ここは私とお兄ちゃんの家ですから。常に納なつ得とくのいく状態にしておきたいんです」

　……なるほど、涼花らしいといえば涼花らしい言葉だった。

　完璧主義者だけに、納得できない部分が残っていると集中できないということらしい。

　俺としては一刻も早く涼花の新作を見たいんだが……、仕方ないよな。

「わかった、俺も手伝うよ。さっさと済ませて新作に集中できるようにしないとな」

「は、はい。ありがとうございますお兄ちゃん」

　そんな流れで、涼花の帰宅一日目はちょっとした大おお掃そう除じみたいになってしまった。

　だが次の日からは、涼花は早さつ速そく今までの取材結果を基に新作を書き始める。こうなると代理人である俺にはもう手伝えることはなかった。

　一方、勝負相手である舞まいもラブコメ祭りに向けて、快調に執しつ筆ぴつをしているようだった。

「ふふん、見てなさいよ祐ゆう。私のラブコメであんたを萌もえさせまくって、最高に面白いって絶対に言わせてみせるんだからね！」

　学校で会うたびにこんな感じのことを言われるのだが、その表情は生き生きとしていて楽しげだった。相当自信があるのは間違いない。

　そんな感じで、日に日に状じよう況きようは熱を帯びてくる。

　勝負に向けてボルテージが弥いやが上にも高まる中、じゃあ俺は何をしているかというと、

「…………うーん」

　もちろん、二人に負けないように自分の新作に取り組んでいた。

　……けど、まあ、見てもわかる通り、相変わらず上手くいってないんですよね……。

「あー、これもダメだな……。面白いとは思うんだけど、うーむ……」

　プロットに基づいて一章分くらいを実際に書いてみる。

　読み返してみるとちゃんと面白いし、以前に比べると成長しているという実感もある。

　しかし──

「なんだろう……。やっぱなんか上手くいかない……。よくわかんないけど、これじゃダメだってのはわかるというか……」

　結果は没の連続で、一向に完成品にはならなかった。

　俺は大きくため息を吐つきながら、椅い子すに座ったまま伸のびをする。

　……なんて言うのかな、今まで味わったことのない感覚なんだよな。

　今までみたいな、全然ダメで無力感や絶望感が漂ただようって感じじゃないんだ。

　手て応ごたえは確かにあるし、物語としても成立してる。ちょっと前までの俺なら「これは最高傑けつ作さくだ！」ってなテンションでウキウキしながら応おう募ぼして、三次選考から最終選考くらいには残れる感じのレベルだ。

　けど、そこまでだ。

　いいところまでは行くかもしれないが、このままでは受賞は絶対にできないし、ラノベ作家としてもデビューはできない。

　なぜかそれだけはハッキリと確信できた。でも、なぜそう思うのかまではわからない。だから今、こうやってあがいているわけなんだが……。

「あああわかんねえ……」

　俺はプスプスと頭から煙けむりを出しながら、机に突つっ伏ぷす。

　せっかく涼花のおかげで自分の理想の女の子像も把は握あくできて、ヒロイン描びよう写しやも納得のいくものが書けるようになったってのに……。

　……一体何がいけないんだ？　何が足りないと思ってんだ俺は？

　…………そうだ。何か、何かが足りないんだ。全体的に必要なものは揃そろっているが、肝かん心じんの『何か』が足りないから書けないんだ。

　でも、その『何か』がわからない。

　大事なものが欠けているような漠ばく然ぜんとした感覚は確かにある。

　だが、それを上手く言語化はできない。結果、堂どう々どう巡めぐり。底なし沼ぬま。

「……初めて応募を見送っちまったし」

　そんなだから、とりあえずでも作品を完成させることができず、直近で締め切りだったウィング文庫大賞への応募もできなかった。

　今までみたいに勢いのまま書いて、数打ちゃ当たる戦法で落選を繰くり返していた頃ころよりはある意味で成長してるのかもしれないが、それでも初めて締め切りに間に合わなかったっていう事実は、俺の心にチクチクと棘とげのように刺ささるのだった。

「……涼花も舞もバリバリ書いてるってのにな……。やっぱここが、才能の壁かべってやつなのかもしれない……」

　そんな益やく体たいもないことを呟つぶやきながら、結局その日、俺はそのまま寝ね落おちしたのだった。
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「新作、できましたお兄ちゃん！」

　間もなく二月も終わろうかというある休日。

　俺が相変わらず部屋でうんうんと唸うなっていると、涼花が勢いよく入って来た。

　打ち出したばかりと思おぼしき原げん稿こうを抱かかえ、目は何かを期待するように輝いている。

「も、もう書き上げたのか」

「もうと言うほど早くはないですよ。締め切りも迫せまってますしね」

　……そう言えばそうだったかな。

　自分が全然書き進められてないから、思わずそんな言葉が口から出てしまった。

「そ、それよりもお兄ちゃん、読んでもらえませんか？　初めてはお兄ちゃんじゃないとダメなので……。も、もちろん私達は二人で一人のラノベ作家だという意味で！」

「あ、ああ、わかった」

　前のめりになって迫る涼花に若じやつ干かん引きながらも、俺はもちろん承しよう諾だくする。

　というか、スランプで気が沈しずんでいたけど、涼花の新作がいよいよ読めるかと思うと一気にテンションが上がってきたぞ……！

　だってあの最高の妹モノ作品を書いた涼花の作品だぜ？　天才作家・永と遠わ野の誓ちかいの新作なんだぜ？　しかも今回は妹モノじゃないまったくの新境地だ。それを世界で一番最初に読めるとか、考えてみれば最高に幸せじゃねえか！

「じゃあ、読ませてもらうな！」

「ど、どうぞ！」

　固かた唾ずを吞のんで見守る涼花の前で、俺は手て渡わたされた原稿をウキウキとめくる。

　タイトルは──〈兄妹じゃなくても私達は運命的な関係です。〉か。

　俺はその永遠野誓節全開のタイトルにニヤリと笑ってから、待ちきれないといった感じで早速本文を読み始めた。

　……その物語は、平へい凡ぼんな高校二年生の主人公が、新しく入学してきた後こう輩はいの中に幼おさな馴な染じみの少女がいるのを見つけるところから始まっていた。

　美しく成長していた幼馴染の少女は、なにかと主人公にアプローチをかけてくる。しかし主人公の傍そばには巨きよ乳にゆう（なぜか強調されていた）のクラスメートがいて、事あるごとに幼馴染の少女と衝しよう突とつ。もちろん主人公を巡めぐってだが、本人だけは気付いていない。

　幼馴染の少女は主人公を振ふり向かせるため、通い妻をしたり自分の部屋に呼んだりと一いつ生しよう懸けん命めいにアピール。そしてバレンタインに一大決心をして、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りながらチョコを渡わたし告白。主人公は妹みたいなものだと思っていた幼馴染を一人の少女だと気がつき、その告白を受け入れる──……と、それが全体的なストーリーだった。

　単行本用じゃなく、イベント時にネットで発表するための作品なので、分量自体はそう多くはない。だが内容はそのぶん濃のう厚こうだった。

　永遠野誓の作風通り、過か剰じようなまでのイチャイチャの嵐あらし。ヒロインの幼馴染の少女がとにかく可愛かわいく、読んでいてニヤニヤが止まらない。そんな仕上がりになっている作品だ。

「……ど、どうですかお兄ちゃん？」

　最後のページをめくり終わった俺に、涼花が恐おそる恐るといった感じで訊きいてくる。

　……どうだったかだって？　もちろん面おも白しろかったよ！

　とにかくヒロインが主人公のことを好きだって気持ちが至る所に表れていて、それがもうひたすらに可愛いんだ。必死のアピール描写もその可愛さに拍はく車しやをかけていて、あの取材からこんなシーンが書けるとは……、と改めて感心する。

　まさに永遠野誓の実力が発揮された作品だった。これなら間違いなく初ラブコメの舞には勝つだろうし、イベントで読者にも認められて新作として企き画かくも動き出すに違ちがいない。

　だから俺は、そのことを涼花に伝えようと口を開いた──……のだが、

「…………」

「……お兄ちゃん？」

　……あ、あれ？　なんで言葉が出てこないんだろう。

　なんか妙な違い和わ感がある。頭の中で涼花の新作のことを思い返していると、面白いといった感想の中に、ふと何かが引っかかっているような感覚があった。

　……なんだこれ？　何かが欠けているような、それが上手く言語化できないようなもどかしい感じだ。これってどこかで同じようなことを感じた記き憶おくがある。

　そう考えていて、すぐに気がついた。

　なんのことはない。この感覚は、さっきまでみたいに俺が自分の応募用作品を読み返して没にしていた時のそれと同じものじゃないか。

　なんだそっか。それで納得──……って、待てよ？

　なんで涼花の新作を読んでもそんな感覚が出てくるんだ？

　俺のとは違って、涼花の作品は確かに面白いはずなのに……？

「どうかしたんですか？　……なんだか顔色が優すぐれないようですが」

　いやいやいや、何を血迷ってんだ俺は!?

　……もう一度思い返せ。涼花のこの作品は面白かっただろ？

　……うん、面白かった。文句のつけようなんてどこにもないくらい面白かったさ。

　だが、だがそれでも、あの得体のしれない感覚は残っていた。頭では涼花の作品の面白さを理解しているのに、まるで心がそれに異を唱えているようなちぐはぐさ。

　……い、いや、マジで俺、どうしちまったんだ？

「お兄ちゃん、お兄ちゃんってば！」

「……はっ!?　え？　ど、どうした涼花？」

「それはこっちの台詞せりふです！　さっきから何度も声をかけてるのに、お兄ちゃんはボーッとしたままだったんですよ？」

「そ、そうだったか。悪い……」

「も、もしかして余よ韻いんに浸ひたっていたとかですか？　ならいいのですが……。えーと、それで、わ、私の新作はどうでしたか？」

「あ、ああ、新作な。……すごく面白かったよ！」

「!!　そうですか！」

　俺の答えに喜ぶ涼花。俺はその姿を見ながら、気を取り直すように頭を振る。

　……ったく、何を考えてたんだ俺は。涼花の新作は抜ばつ群ぐんに面白かったってのに、なんか変な感覚に惑まどわされるところだった。

　うん、あれはなにかの間違いだ。気の迷いだ。もしくは、俺の調子が悪かったから、涼花の作品にオーバーラップして勝手に錯さつ覚かくしてたのかもしれない。

　なにはともあれ、涼花の新作が面白いことには変わりないんだからな。

　俺は心の中で何度も自分にそう言い聞かせ、いまだに残る違和感を忘れようとする。

「えへへ、実は我ながら自信作だったんです。お兄ちゃんにも面白いって思ってもらえて本当によかったです！」

「そ、そうか、それはよかったな！」

　心底うれしそうな笑え顔がおを見せる涼花。……やっぱりこの違和感は気のせいに違いない。

　本人がこれだけ自信満々なんだ。やはり涼花の新作は最高の出来だったのさ。

「えへ、えへへへへ……、これで氷ひ室むろさんにも勝てますね！　初めてのラブコメで気の毒ですが、容よう赦しやなく私が勝たせてもらいますから！」

　珍めずらしく、えっへんと胸を張りながら勝利宣言をする涼花。

　俺はそんな妹を微笑ほほえましい目で見つめながら、同時に自分の不ふ甲が斐いなさも少し感じていた。涼花はこんな面白い新作を書いてるのに俺は……、という感じで。

　……もちろん、天才の涼花と凡ぼん人じんの俺を比ひ較かくすること自体が不適切なんだけどな。

　涼花はこの作品で宣言通り舞に勝つだろう。だから俺は俺で、納得できるような面白い新作を書かないといけない。それだけだ。

「こ、これで私の想おもいは氷室さん以上で、高校生活もバッチリで……、えへへへへ」

　俺は謎なぞにくねくねと身体からだをクネらせている涼花を眺ながめながら、同じようにその勝利を確信していた。

　……しかし、

　しかし間もなく、それが間ま違ちがいだと、俺は痛つう烈れつに思い知ることになるのだった。




　　　　　　　▼




「ねえ祐、ちょっといいかしら？」

　涼花の新作が完成した翌日の放課後。

　俺が帰り支じ度たくをしていると、舞がそんな感じで話しかけてきた。

「いいけど、どうしたんだ？」

「これから時間ある？　ちょっとだけ付き合ってほしいんだけど」

　なぜか自信に満ちた笑みを浮うかべている舞に、俺は「う……」と嫌いやな予感を抱いだく。

　このポンコツストーカーが付き合ってほしいとか、またどうせロクでもないことなんだろうとしか想像できないからな……。とはいえ、断ると後が怖こわいし。

「今日はバイトもないし、涼花を迎むかえに行く予定もないから別にいいけど、一体何をさせるつもりなんだ……？」

「な、なんでそんなに警けい戒かいしてるわけ？　別に変なことじゃないわよ。ただ、あんたに作品を読んでほしいってだけ」

「へ？　作品ってのは？」

「はあ？　何言ってんのあんた。このタイミングで作品って言ったら、勝負のために書いてるラブコメに決まってんでしょ」

「……え？」

　舞は平然と言っているが、俺はその意外な言葉に啞あ然ぜんとする。

　その隙すきをついて舞は俺の腕うでを摑つかむと、そのまま教室を出てラウンジへ向かい、端はしの方の人ひと気けがない席へと座らせた。

「ちょ、ちょっと待て。お前マジで言ってんのか？　なんで勝負の相手にあらかじめ自分の作品を読ませたりするんだよ」

「別にいいでしょ？　見せたところでどうにかなるわけでもなし。勝負の結果は読者投票で決まるんだから。それに──」

　舞は自分の鞄かばんから原稿の束を取り出しながら続ける。

「勝負の前に、私の実力をあんたに見せつけておきたかったのよ」

　ニヤリと不敵な笑みを浮かべる舞。

　その表情からは正体不明の自信のようなものが滲にじみ出ていて、俺は思わず怯ひるんだ。

　……ど、どういうつもりだ舞のやつ。

「別に、交こう換かん条件であんたの作品を読ませろなんてことも言わないわ。ただ純じゆん粋すいに、私の作品の感想を聞きたいだけよ」

「なんでそんなことをわざわざ……？」

「それは、読んでみればわかるわ」

　普ふ段だんのポンコツさはなりを潜ひそめ、ラノベ作家・炎えん竜りゆう焰ほむらとしての顔で言う舞。

　俺はなんだか落ち着かない気分にさせられながらも、断る理由もなかったので、その原げん稿こうを受け取るしかなかった。

　舞に見つめられながら、俺はページをめくっていく。

　タイトルは……『やっぱり好きだから本気出してみた』……か。

　俺はなぜかごくりと喉のどを鳴らしながら本文を読み始める。だが、次の瞬しゆん間かんにはもうそんな緊きん張ちようも忘れて、作品の世界に入り込んでいた。

　……舞のラブコメは、信じられないくらい面白かった。

　主要な登場人物は、高校生の主人公とそのクラスメートのヒロインだ。ヒロインは美少女だが、性格に難があり浮いた存在。だがある時ひょんなことから主人公とヒロインはお互たがいの秘密を知ってしまい、意識し合うようになる。

　特にヒロインは主人公に強く惹ひかれ、何かとアプローチを繰くり返すが失敗。一方主人公の方は、自覚がないのに多くの女の子に囲まれている。その中でも妹が一番の強敵で、ヒロインはその妹に負けないように、不器用な自分をなんとか克こく服ふくしながら主人公に精せい一いつ杯ぱいのアピールをする。

　主人公も徐じよ々じよにそんなヒロインに惹かれていき、最後は全校生徒の前でお互いに告白合戦。晴れてめでたく恋こい人びとになって終しゆう了りよう──という、まさにド直球のラブコメだ。

　ストーリーは王道で短編用によくまとまっているし、さすがプロラノベ作家、文章のテンポもいい。だが一番注目すべきなのは、ヒロインの描びよう写しやだろう。

　……これは涼花の、永遠野誓の作風と同じだ。ヒロインの視点で、その溢あふれ出る主人公への好意をこれでもかと読者にぶつけている。今までの舞の作品にはなかった表現方法だが、これがまた完かん璧ぺきだ……。

　気づいたら、俺は最後まで読み切っていた。さらに、ヒロインの可愛さの余韻でニヤニヤが止まらない。ヤバイ……、これ、何度でも読み返したいんですが！

「ど、どう？　面白かった？」

　その時、舞が期待するような顔でこちらに身を乗り出していることに気がついて、俺はハッと我に返る。

「あ、ああ、すげー面おも白しろかった……！」

　そして思わず正直にそう答えると、舞はぱああぁ……と顔を輝かがやかせた。

「や、やった……！　祐に面白いって……！　う～……、うれしい!!」

　子供みたいにはしゃいで喜ぶ舞。

　普段なら呆あきれるようなその仕草も、この作品を読んだ後ではツッコむ気にはならない。

　……いや、マジで面白いよこれ。なんだろう？　なんか変にドキドキしてきた。

「それでそれで!?　もっと褒ほめてもいいのよ!?　ほらほら、遠えん慮りよなく私を褒め称たたえなさいよ！　感想は!?　ヒロインはどうだった!?」

　い、いや、お前興奮しすぎ！　ってか顔が近い顔が！

　……ったく、ここまであからさまだと褒める気もなくなるぞ。ラノベ好きとして、いろいろと語りたいことはあるのに──……と、そうだ。

「そ、それにしても、これで本当にラブコメは初めてなのか？」

　一番不思議なのはそこだ。初めての割にはこの完成度はすごい。舞はデビュー作も現シリーズもバトルモノのはずなのに。

「だから、初めてだって何度も言ってるじゃないのよ」

「ううむ……、よくまあ畑はたけ違ちがいのジャンルに初はつ挑ちよう戦せんして、こんな面白い作品が書けるな。やっぱこれも才能ってやつなのかね……」

　俺は感かん嘆たんするあまり、永遠野誓ではなく俺自身の言葉を口に出してしまう。

　涼花もそうだったが、舞も新しい分野にチャレンジして、すぐにこんな結果を出せてしまうとは……。

　比較するまでもなく、俺なんかとは大違いだ。昨日に引き続き、才能の差ってやつを強く感じさせられて、俺は内心寂さびしい思いだった。

　だが、

「……なに言ってんのよあんた」

　気がつくと、舞の表情が不ふ機き嫌げんな色に変わっていた。

　さっきまでのあからさまな喜びはもはやなく、どこか真しん剣けんな顔で俺を睨にらんでいる。

「私に才能なんかないわよ。迂う闊かつなこと言わないで」

「え？　だって現に、新ジャンルの一発目でこんな作品が書けてるじゃないか」

「だから、それは才能なんかじゃないって言ってんの」

　舞は明らかに怒おこっていた。

　だがそれは爆ばく発はつするようなものではなく、静かに燃え盛さかるような怒いかりだった。

「……私に才能なんてない。それは私が一番よく知ってるのよ。その作品が書けたのも才能なんかじゃなく、研究のおかげだもん」

「研究って……」

「もちろんあんたの──永遠野誓の研究に決まってるでしょ」

　ふんっと拗すねたように鼻を鳴らす舞。

「……えっと、つまりこれは永遠野誓作品を参考にして書いたってことなのか？」

　確かに、作風がそっくりな部分はあったし、俺もそんな感じはしていた。

　けど、参考にしたから面白く書けたなんて、口で言うほど簡単じゃないだろ。それができたら誰だれだって、大ヒット作を参考にしてラノベ作家になれちまうじゃねえか。

「まあ大おお雑ざつ把ぱに言うとそうなんだけど……、作品を真ま似ねたってわけじゃないわよ？　それに研究したのは作品だけじゃなく、あんたの言動とかも合わせて総合的にだから」

　……ま、まあ俺は代理人だから、その研究は的外れなわけだがな。

「……あんたに出会ってからずっと研究を続けてきたわけだけど、その結果、これだって思えるものが一つ見つかったの。その成果が、今回の作品なのよ」

「これだって思えるもの……？」

「そう。……と言っても、別に大したことじゃないけどね。真理でも秘ひ訣けつでも何でもない当たり前のことに、今いま更さら気付けたって感じかしら？」

「そ、それは……？」

「別にそんな緊張するようなことじゃないってば。ただ単に『自分にないものを出そうとしてはいけない』っていう、当たり前すぎることだから」

　本当に当然のことを語るように、舞は軽くそう言った。

　だが俺は、その言葉に何か強く引っかかるものを感じていたのだ。

　……自分にないものを……出そうとしては……いけない……？

「……ねえ祐」

　そんな思考に沈しずもうとしていると、舞の声が聞こえて俺はハッと顔を上げた。

「ついでっていうのも変なんだけどさ、私の告白、聞いてくれない？」

「こ、告白!?」

「あ、ち、違うわよ!?　こここ告白って言ってもそういう意味じゃなくて！　っていうか、ななななんで私があんたに告白しないといけないのよぉ！」

「自分で言ったんだろうが告白って！」

「……はぁはぁ、そうじゃなくて、ちょっと聞いてほしいことがあるって意味！」

　だったら最初からそう言えよ紛まぎらわしい！

　だが舞は俺を悪者にして睨みつつ、ふう……と息を整えてから語りだした。

「……実はさ、私って今までずっと、あんたを真似て妹モノの作品を書こうとがんばってきたのよね。ひそかに」

「え？　妹モノ？　お前が？」

　意外なことを言われて、俺は思わず真顔で訊きき返す。

「そ。もちろん理由は、あんたみたいに面白い作品が書きたかったから。憧あこがれのあんたに面白いって言われるような作品をこの手で生み出したかったから。だから何度も妹モノを書こうとしたのよ。何度もね」

　でも──と舞は続けて、

「無理だった。妹モノを書こうとしても、全然筆が進まないのよ。無理矢理書いても全然面白くないし、とてもあんたに追いつくなんて次元じゃない。それで結局、妹モノを書くのは諦あきらめるしかなかったわ。自分にはあんたみたいな才能なんてないんだから仕方ないって思って。……死ぬほど悔くやしかったけど」

　しかしそう言う舞の顔は穏おだやかで、どこか楽しげにさえ見えた。

「やっぱり才能の差はどうしようもないのかなって思って、あんたに追いつくのは無理なんじゃないかって諦めかけてたの。……でもそんなある日、あんたを──……あ、今のなし！　今のなしね!?　……こほん、あることが起きて、それ以来考え方がガラッと変わってきたのよ」

「……どう変わったんだ？　あ、それと『あること』ってのは──」

「そそそそんなこと言えるわけないでしょ!?　『あること』っていうのは『あること』なの！　ボカしてるんだから追つい及きゆうすんな！」

「えええ!?」

「と、とにかく！　考え方が変わってきたの！　妹モノじゃないラブコメを書いてみたいって思うようになったのよ！」

　舞は真っ赤になってそうまくしたてる。

　……なんでそうなったのかは、教えてくれそうな気配はないな。

「まあその時は、そんな明確な気持ちじゃなかったんだけど、でも無意識のうちにそう思ってたわけ。そんな中、この前の出来事が起きて、その気持ちがハッキリしたのよ」

「この前の出来事ってのは、ラブコメ祭りの話か？」

「そう。それと、涼花さんがうちの高校を受験したって聞いたことも」

「……ん？　なんでそれがきっかけに？」

「ふ、深く考える必要はないわ！　とにかく私はラブコメ祭りにあんたが新作を書くって話を聞いて、その瞬間にわかったのよ。あ、私はラブコメが書きたかったんだって。それから、そのラブコメであんたに勝ちたいって。なにより面白くて萌もえる作品だと、あんたに思わせたいってね」

　舞はそう言って、ふふんといたずらっぽそうに笑う。

「そ、そんな理由で勝負を持ち掛かけたのかお前は……」

「まあね、刹せつ那なの閃ひらめきってやつよ。それで、できあがったのがその作品ってわけ」

　舞が得意げに原稿を指さす。なんだかその瞬間、重みが増した気がした。

「あんたはさっき、私に才能があるとかなんとか言ってたけど、そんなんじゃないから。むしろ私には才能なんてないからね？　そんなのあったら、ラノベを書くのにこんなに苦労なんてしてないわよ」

　舞のその言葉に、ドクリと胸が鳴った。

　……な、なんでプロラノベ作家が、俺と同じようなことを考えてるんだ……？

「でも、書きたいって気持ちはあったからそれが書けたわ。……ただ、なんて言ったらいいかわからないけど、その『書きたい』って気持ちは今までみたいなガツガツした感じじゃなくて、そうしないといけないって気持ちと、そうするのが当然って気持ちが混ざったような感覚だったのよね。……ああもう、上う手まく言えない」

　しかし舞はすぐに「まあいいわ」と気を取り直し、

「私が言いたいのは、その作品は私の中にある気持ちが自然に出たものだってこと。それを書きたいって欲求に沿ってそのまま書いただけよ。だから才能なんて関係ないわけ。わかった？　……つ、つまり、それは私の素直な気持ちってこと！」

　舞はなぜか真っ赤になりながら、そう話を締しめくくった。

「で、それをあんたは面白いって思ったのよね!?　ヒロインに萌えたのよね!?　ふっふーん！　ふふふふーん！　えへへへへー！」

　一人で喜びながら、バシバシと俺の肩かたを叩たたきまくる舞。

　痛いし鬱うつ陶とうしいし調子に乗ってるのはムカつくし、でもうれしそうな舞は不思議と可愛かわいいから憎にくめないけど──……でも、俺はそんなことを気にしている余よ裕ゆうはなかった。

　自分の思考に集中していたのだ。さっきからずっと、舞の話していたことが頭の中をグルグルと回っている。

　だが、それは本人も言ってたようにわかりづらい抽ちゆう象しよう的なもので、俺自身もどうしてこんなにも気にしているのかわからない。

　……どうして俺はこんなにもドキドキしているんだ？　何か、何かが引っかかっているけど、その何かがわからない。言葉として浮うかび上がってこない。

　……ああくそっ！　また『何か』かよ！　なんなんだよこの感覚は！　なんで舞の話を聞いて、昨日と同じような感じになってんだよ俺は……！

　そうやって俺が頭を抱かかえていると、そんなことはまるで気にした風のない舞が、相変わらず俺の肩をバシバシ叩きながらこんなことを言った。

「それで、あんたの新作はどうなの？　あんたは天才作家で絶対新作も面おも白しろいと思うし、私も一番のファンとしてそこは保証するけど、でも勝負は負けないからね！」

　その瞬しゆん間かん、俺は今の今まで一番大事なことを忘れていたことに気がつく。

　……そ、そうだ。これは勝負だったんだ。つまり、どっちがより面白いか白黒つけなきゃいけないわけで、涼花と舞の両方を読んだ俺の感想は…………っ！

「永遠野誓は誰にも負けちゃいけない世界最高のラノベ作家だけど、今回のこの勝負だけは例外よ！　わ、私の気持ち……じゃなかった、私の作品の方が絶対に面白いに決まってるんだから──きゃっ!?」

　ドヤ顔で得意げに何か語っていた舞だが、俺がいきなり立ち上がったことに驚おどろいて、椅い子すごとひっくり返りそうになる。

「ちょ、ちょっと急にびっくりするじゃない！　……って、こら祐！　どこ行くのよ！」

「帰る！　作品が大変なんだよ！　だから帰る！　じゃあなー！」

　俺は後ろでなにやらギャーギャー言ってる舞を置いて、一目散に走り出した。

　正門を抜ぬけ、普ふ段だんの家路をいつもの何倍ものスピードで駆かけ抜ける。息が切れてもおかまいなしに、今はひたすら急ぐしかない！

「……ヤバイ！　ヤバイヤバイヤバイヤバイこれはヤバイ……！」

　無意識のうちに、口がそんなことを繰くり返していた。だが、何がどうヤバイのかは具体的にはわからない。ただただ漠ばく然ぜんとした不安が、胸の中を覆おおうばかりだ。

　間もなく家に着くと、俺はバァンッと玄げん関かんのドアを勢いよく開けた。

「ただいま！」

「お帰りなさいお兄ちゃ──ど、どうしたんです!?」

　出で迎むかえた涼花が、俺の様子を見て目を見開く。走ってきたから髪かみはボサボサ、冬なのに全身汗あせだく、さらにはぁはぁと息を切らして帰ってきたんだから当然だ。

　……だけど、今はそんなことはどうでもいい。

「す、涼花！　もう一度、原げん稿こうを見せてくれ！」

「え？　原稿って、イベントに出す新作のことですか？　でも、どうして……」

「いいから頼たのむ！　とにかく一刻も早く確かく認にんしないと……！」

　俺の様子が尋じん常じようじゃなかったからか、涼花は戸と惑まどいながらも自室へ向かう。俺は待っているのももどかしかったので、階段を上って涼花の後を追った。

「どうぞ、これです……。でも、本当に何があったんですか？」

　涼花が訝いぶかしそうな顔をするが、俺は受け取った原稿に集中して答える余裕がなかった。

　そのまま、原稿を読みこんでいく。本文を目で追うごとに、自分の中にあるあの正体不明の暗雲がみるみる膨ふくれ上がっていくのがわかる。

　そしてそれは、最後まで読み終わった時には明確な姿を形作っていた。

「や、やっぱりだ……」

　……そ、そうか……。あの不安の正体が、ようやくわかった……。

　それは受け入れがたい事実だった。だが事実は事実。目を逸そらすことはできない。

「このままだと、舞に勝てない……」

　そう言葉にした瞬間、俺は既すでにそれを確信していた。

「なっ!?　ど、どういうことですかそれは!?」

　当たり前だが、涼花が俺の言葉にかみつく。

　両手でブレザーの胸元をギュッと摑つかんで、紅潮した顔をこちらに近づけてきた。

「さっき、舞の原稿を見たんだ……」

「え？　な、なぜ氷室さんの原稿を？」

「あいつから読んでくれって言われたんだよ。それで読んだら……、面白かった」

「ななななんですって!?　わ、私の作品よりも面白かったというんですか!?」

　俺がコクリと頷うなずくと、涼花は「どこがですか！」とさらに迫せまってきた。

「ひ、氷室さんの作品のどこがどういう風に、私のよりも面白かったって言うんですか！　教えてください！」

　だが、俺はその問いに答えられない。

　というのも、それはものすごく漠然とした感覚だったからだ。

　だが、二人の作品を読み比べて、何がどう違うのかはようやくわかった。

　舞の作品には、涼花の作品にあったあの謎なぞの違い和わ感がまるでなかったのだ。

　何かが引っかかるような、何かが足りないような、あの感覚だ。

　一方で、涼花の作品にはやはりそれがあった。今もう一度読んでみても、昨日の感覚は残ったままだ。つまりあれは気のせいとか錯さつ覚かくじゃなかったということになる。

　……けど、

「なにを黙だまってるんですかお兄ちゃんは！　緊きん急きゆう事態なんですよ!?」

「く、苦しい……！　絞しまってる絞まってる……！」

　……けど……、ああもう！　言葉にして説明できないんだよ！

　自分でもこの感覚が何なのかわかってないんだ。そりゃ説明できるはずがない。

　いや、俺だって自分で言い出したことなのに無責任だってわかってるんだ。でも、これはあくまでも感覚の問題だった。

　何かわからないけど、舞の作品には涼花の作品にはないものがある。

　内容もストーリーもほとんど遜そん色しよくのない二人の作品だけど、その『何か』が決定的に面白さに差をつけている──……という印象だ。

　もちろんそれは俺個人の印象で、ひょっとしたら気のせいかもしれない。

　だが、ああも強く、確信するまでに感じてしまったことを、今いま更さらなかったことにはできなかった。涼花に負けてほしくないからこそ、余計に。

「……な、なんですかそれは」

　仕方なく、俺は涼花に思っていたことを正直に話す。

　と言っても、元が漠然とした感覚の話なだけに、我ながらつかみどころがなかった。

　しかし涼花は呆あきれることなく、真しん剣けんな目で俺を見つめていた。

「氷室さんの作品にあって、私の作品にないもの？　そ、それは一体なんなんです？」

「すまん、それが俺もわからないんだ……」

「でも、お兄ちゃんはそう感じたんですよね？」

「あ、ああ。……もしかしたら、俺だけの感覚で、気のせいかもしれないけど」

「気のせいだろうがなんだろうが、お兄ちゃんがそう感じているのなら大問題です！」

　一いつ蹴しゆうされるかとも思ってたが、意外にも涼花はこれを重大な問題として認識しているようだった。それも、かなり強く。

「わ、私の作品が氷室さんの作品よりも面白くない……!?　も、もしそうなら私は氷室さんに負ける……!?　わ、私の想おもいが誰だれかに負けるなんて……！　そ、そんなことはダメです……！　でも、その原因がわからないのでは……！」

　涼花はしばらくの間、その場をグルグルと回ってなにやら考え込んでいたが、間もなく「こうしてはいられません……！」と言って、いきなり部屋を出て行ってしまった。

「おい、涼花!?」

　慌あわてて追いかけると、涼花は玄関で急いで靴くつを履はいているところだった。

「ど、どうしたんだ!?　ってか、どこへ行くつもりなんだよ！」

「氷室さんのところに決まってます！　私も氷室さんの原稿を見せてもらうんです！　私の作品よりどんな風に面白いのか、この目で確かめないと……！」

「ええ!?　で、でもお前がいきなり行ってそんなこと頼んだらおかしいだろ!?」

「言い訳なんてどうとでもなります！　そんなことより、氷室さんの作品をこの目で見ることの方が重要なんです！　……こ、この勝負だけは絶対に負けるわけにはいかないんですから、そのためならなんだってしないと……！」

　……ほ、本気だ。涼花は本気で、勝負に勝つためならなんだってするって目だ。

　俺がその迫はく力りよくに気け圧おされている間に、涼花は「行ってきます！」とだけ言い残し、家を出て行ってしまった。止める暇ひまさえなかった。

　一人残された俺はしばらくの間玄関に立ち尽つくしていたが、やがてハッと我に返ると、すぐに靴を履いて同じように家から飛び出した。もちろん、涼花を追うためだ。

「……くそっ!!」

　別に、追いかけてどうするというプランがあるわけでもなかった。

　涼花なら上手く舞を言いくるめて原稿を見せてもらえるだろうし、それが涼花にとって必要だというなら、そもそも止める理由もない。

　だが頭ではそうわかっていても、俺は涼花を追いかけないといけないという思いに駆り立てられていた。ここで追いかけないと、取り返しのつかないことになるという漠然とした不安があった。もちろん、それが具体的にどんなものかはわからなかったが。

　あるいは……、もしかして俺は責任を感じているのかもしれない。

　責任──そう、責任だ。俺が言い出したことで、涼花があんな行動をとってしまっているんだ。張本人の俺が何もせずに家で帰りを待っているなんてあり得ない。

「はぁはぁ……っ！　そ、そうだ……！」

　とその時、ある考えが浮かんできた。

　この状じよう況きようで俺がすべきこと。それは、やっぱりあの違和感の正体を明確にすることだ！

　俺自身が言い出したことなんだから、俺自身が涼花の作品に何が足りないのかを把は握あくして伝えるんだ！　それが代理人として、いや、兄貴としての義務だ！

　俺は息を切らせて走りながらも、必死になって頭を回転させる。酸欠で上う手まく思考がまとまらないが、そんなことはおかまいなしだ。舞の作品にあって涼花の作品にないもの。謎の違和感、引っかかる感覚、足りないと思える『何か』。

「ぜぇ、ぜぇ……っ！」

　だが、そんな俺の努力もむなしく、一向に有効な考えは浮うかんでこない。

　漠然とした感覚は依い然ぜんとして漠然なままで、俺の心の底を靄もやのように漂ただよっている。

「くそ……っ、なんなんだよ！　どうしてこんな……！　どうし……て？」

　だが、そんな時ふと、この状況では直接関係がないはずの疑問が、なぜかぽっかりと頭の中に浮かび上がってきた。

　関係ないことを考えている暇はない。

　そう思うのに、根を張ったように俺の頭から離はなれてくれない疑問。それは──

「はぁはぁ……、そう言えば涼花のやつ、なんで妹属性を禁止にしたんだ……？」

　そんなことは今はどうでもいいはずだったのだが、思考は急速にその点へと収束していく。まるでそれがどうしても必要なことだと言わんばかりに。

　……でも思い返してみれば、その点を深く考えたことはなかったな。

　新作だから──そういう理由でなんとなく納なつ得とくしていたけど、よく考えてみたら、別に新作だからって妹モノがダメなんてことはないはずだ。二作連続で妹モノだって、なんの問題もないはずなのに。

　──んなことよりも、さっさと『何か』の正体を探さぐるのが先決だろ？

　理性はそう告げているものの、一度顔を見せた疑問が消えてくれることはなかった。

　むしろそれはどんどんと大きく膨らんでいき、気づいたら俺は走るスピードを上げていた。だが全力疾しつ走そうを続けているにもかかわらず、涼花の姿はまるで見えない。

「あ、あいつ足速すぎだ……！　スポーツ万ばん能のうだってのはわかってたけど──……あ！」

　だが次の瞬しゆん間かん、見慣れた後ろ姿が視界に入った。

　涼花だ。どうやら信号につかまったらしい。追い付くなら今しかない！

　チャンスだ！　と、そろそろ限界に近い身体からだに鞭むち打ってさらにスピードを上げる俺。

　だがその途と端たん、無む慈じ悲ひにも信号は青に変わり、涼花が猛もう然ぜんと走り出す。舞のマンションへの近道である公園へと入り、追い付かないといけない背中がどんどん小さくなる。

　……だ、ダメだ！　ここで引き離されたら、俺は永遠に涼花に……！

　疲ひ労ろうと酸欠で脳が悲鳴を上げ、すでに思考はグチャグチャだった。そして俺は、なんとか最後の力を振ふり絞しぼって公園に足を踏ふみ入れると、無意識のうちにこう叫さけんでいた。

「……涼花！　頼む！　待ってくれ!!」

「え？」

　自分でも驚おどろくような大きな声が、人ひと気けのない並木道に響ひびき渡わたった。

　涼花が振り向いて、俺を見て目を見開く。そこで俺は必死に駆かけ寄って、もう絶対に逃にがさないとばかりにしっかりと涼花の手を握にぎりしめた。

「お、おおおお兄ちゃん!?　て、ててて手をギュッて……！　い、いえ、それよりどうしてここに!?　も、もしかして、私を追いかけて来たんですか!?」

　突とつ然ぜんの俺の登場に、驚きを隠かくせない様子の涼花。

　だが俺は息を整えることも忘れて、ほとんど夢中でこう切り出していた。

「はぁ、はぁ……っ！　す、涼花、なんで、新作は……妹モノじゃないんだ……っ？」

「え、ええ？　なぜか追いかけて来たと思ったら、いきなり何を言い出すんですか？」

「ぜぇぜぇ……、ごほ……っ！　だ、大事なことなんだよ……っ。どうしてお前は今回、妹属性を禁止になんてしたんだ……？　はぁはぁ……、そんなことをする必要なんて、ないはずじゃないか……っ」

　荒あらい息を吐はきながら、俺はなんとか声を出す。

　涼花は最初戸と惑まどっていたが、俺が本気だとわかると、すぐに真剣な顔になった。

「そ、それは………………、別に深い意味はありません……」

　そして言葉を濁にごす。その反応に、カチリと何かが引っかかる。

「……はぁはぁ、深い意味がないんなら、新作は妹モノでもいいんじゃないのか……？　それならまた、魔まがさしてすごい作品になる可能性だって、あるはずだろ……」

「……それは、できません」

「だから、なんでなんだよ……。何か理由があるのか……？」

　俺がそう問い詰つめると、涼花は「う……」と黙り込んでしまった。

　話を聞いてもよくわからない。だが一つだけわかることがある。

　……それは、涼花が何かを隠してるってことだ。だが一体何を……。

　辺りに沈ちん黙もくが訪おとずれる。冷たい風が吹ふき、周囲の木々がざわざわと揺ゆらめく。

　俺はそんな中、無言で涼花の言葉を待った。

「そ、それは……」

　やがて、涼花が沈黙に耐たえきれなかったかのように口を開く。

「妹モノでは、氷室さんに勝てないからです……！」

「へ？」

　だがその意外な言葉に、俺は思わず気の抜ぬけた声を出してしまった。

「だから、妹モノでは氷室さんとの勝負に勝てないからだと言ってるんです！　だから新作は妹属性を禁止せざるを得なかったんです！」

「ちょ、ちょっと待て！　なんでそんな──」

「私にはわかるんですよ！　私はどうしても氷室さんに勝ちたい……！　勝たないといけないから、だから妹属性は禁止なんです……！」

　涼花は苦し気に顔を歪ゆがめながら、さらに続ける。

「……お兄ちゃんは以前、書きたいものを書くのが正しいんだって言ってましたよね？　私は氷室さんに勝てるような作品を書きたいんです。だから、妹属性じゃない新作を書いたんです。どこもおかしいところはないじゃないですか」

　確かに、俺はかつてそんなことを涼花に言った。

　出したくもない新キャラを出そうとして苦しんでいた涼花に、書きたいものだけを書けと言い、そしてそれは間ま違ちがってなかったと今でも思っている。

　けど──けどその言葉は、そんなにも苦しそうな顔で口にするものじゃないはずだ。

　……書きたいものを書いてるだけなら、お前は何でそんなにも辛つらそうなんだよ……。

　……まるであの時みたいに、書きたくないものを無理矢理書いてた時みたいな顔を、どうして今もしてるんだよ……！

　……どうしてそんなにも────

「…………あ」

　その時、誰かの声が頭の中で響いた気がした。

　同時に、あの違い和わ感が、『何か』が欠けているようなあの感覚が、急激に形を持っていくような気配がした。カチリカチリとパズルのピースがはまっていくような感じがして、それが声に向かって収束されていく。

　そして、俺はハッキリとその声を思い出した。




　──自分にないものを出そうとしてはいけない。




「ああ!!」

「え!?　い、いきなりどうしたんですお兄ちゃん!?」

　俺はその瞬間、全すべてを理解した。

　違和感の正体。欠けている『何か』。そして涼花がなぜ苦しんでいるのか。

　最後のピースをはめた瞬間絵が浮かび上がってくるパズルのように、俺は今、問題の全体像を完かん璧ぺきに把握したのだ。

　……ああ、そうか。そういうことだったのかよ！

「お、お兄ちゃん？　大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　涼花の声に、俺はハッと我に返る。見ると、不安そうな顔をした、そして若じやつ干かん引き気味の涼花が、恐おそる恐るといった感じで俺の顔を覗のぞき込んでいた。

　……そ、そうだ！　このことを、気づいたことを早く涼花に伝えないと！

　じゃないと大変なことになる。じゃないと涼花は舞に勝てない。

　そう思って口を開こうとするが、なぜか舌が動かない。言いたいことはわかっているのに、上手く説明できないのだ。……って、これじゃ意味がないじゃねえか！

　俺は自分の国語力のなさを呪のろいながら頭を抱かかえる。

　だが、その時ふと、もうこれ以外ないって案が思い浮かんだ。

　……く、くそ、こうなりゃ論より証しよう拠こだ！

「……涼花！　今すぐ家に帰るぞ！」

「え？　……ちょ、ちょっとお兄ちゃん!?」

　俺は呆あつ気けにとられる涼花の手を握ったまま、来た道を全力で駆け戻もどる。もちろん涼花が「ど、どういうことですか！」と抗こう議ぎするが、今は答えている暇ひまはない！

　家に帰り、階段を上がり、俺の部屋に入る。そして押し入れをひっくり返し、目当てのものを見つけると、それを涼花の目の前へと引きずり出した。

「……はぁはぁ、これを見てくれ……！」

「な、なんなんですかさっきから！　……それにこれは？」

　俺は押し入れから出した段ボール箱の蓋ふたを勢いよく開けた。

　中にギッシリ詰まっていたのは──

「……はぁ、こいつは俺の今まで書いた作品だ。ラノベ大賞に応おう募ぼして、そして落選した作品の原げん稿こうだよ」

「え!?　ど、どうしてそんなものを今？」

　戸惑う涼花に、俺は息を整えながら慎しん重ちように言葉を選んで続けた。

「こいつらは、全部俺が書きたいって思って書いた作品だ。……っつっても、その時のブームだったりとか、直近で読んだ作品に影えい響きようされたりとかしたのが結構あるんだけどな。もちろんそんなのが通るはずもなく、見事に全部落選したけど」

「は、話が見えません。それが一体どうしたと言うんですか？」

　抗議する涼花に、俺は落ち着いて答える。

「今なら、その理由がわかるんだ」

「……理由ですか？」

「そう。なんで落選したのか、どうしてダメだったのか。今までその理由を単なる実力不足だと思ってたし──……ま、まあもちろんそれもあるんだけど──でも、それだけじゃなく、ハッキリした理由があったんだって、今ならわかるんだ。……ってか、今さっき気づいたんだけどな」

「…………その理由とは何なんですか？」

「俺は確かに書きたいものを書いたけど、それは本当に書きたいものじゃなかった。それだけの、単純な話だよ」

　本当に書きたいもの……？　と首を傾かしげる涼花。

「ああ、書きたいって欲求はさ、大賞を受賞したいとか、誰だれかに勝ちたいとか、そういったところから出てくるもんじゃないんだってこと。本当に書きたいって欲求は、自分の中にある『何か』から自然と湧わき出てくるものだったんだよ」

　──まるで涼花に起こった『魔がさした』って現象みたいに。

　俺がそう言うと、涼花はハッと息を吞のんだ。

「で、何が言いたいかっていうと、お前にとってのその『何か』ってのが、妹モノ・妹属性のはずだって、俺は思うんだ」

「ど、どどどどうしてそんな……！」

　涼花が真っ赤な顔でたじろいでいる。

　その理由を説明するのは、俺にとっては情けない話だ。だけど、俺はもうとっくにこいつにとって『情けない兄貴』なので、そんなことは気にしない。

　だから、俺は一息吐いてからゆっくりと口を開いた。

「……俺さ、今までお前のことを天才だと思ってたんだ」

「……え？」

「でも今は、それは違うって気がついた。もちろんお前はお前の作品の天才だとは思う。けど、決してラノベの天才じゃなかったんだって」

「ど、どういうことですか」

「……実は俺、お前に気き後おくれしてたんだよな。ほら、俺ってこの前、お前のおかげで理想の女の子像を把は握あくしただろ？」

「あ、ああ、私ですね！」

「妹とか関係なしに客観的に見た場合のお前な!?　……で、これからはヒロイン描びよう写しやもバッチリで、いよいよ受賞できるような作品が書けるって意気込んでたら、急に何を書けばいいのかわからなくなってさ」

「そ、そうだったんですか？」

「ああ。なのにお前や舞は、新作とかジャンル違いでもバリバリ面おも白しろい作品を書いてるだろ？　だから恥はずかしながら、ああこれが才能の差なのかー俺なんかじゃ敵かなわないのかーなんて、すっかり気落ちしてたんだよ」

「お兄ちゃんがスランプだったのに私は……！　ど、どうしてそれなら私に相談してくれなかったんですか！」

「だから気後れしてたんだって！　お前の才能に引け目を感じてたの！」

　……ああもう！　妹の前でなんつー情けない告白をしてんだ俺は……！

「……でもさ、実はそうじゃないんだって気がついたんだよ。もちろん実力の差はあるけど、お前が抱えてる悩なやみは俺と同じ次元なんだってことがわかったんだ」

「わ、私は悩みなんて」

「お前、無理に妹モノ以外の作品を書いただろ？」

　俺がそう指し摘てきすると、涼花は咄とつ嗟さに口を開いたが、言葉は出てこなかった。

　たぶん「違います！」と言おうとして、できなかったんだろう。

「いや、お前は無理してるよ。自分が本当に書きたいと思ってるものを書いてないから上う手まくいってないんだ。お前の作品に足りないものがあると感じる理由も同じさ。舞はそれができてるから、あいつの作品では足りないものなんて感じなかったんだ」

　ずっと拭ぬぐえなかった違和感。欠けている『何か』の正体。

　それは、その人から自然と湧き出てくる書きたいという欲求──その人が書かずにはいられないと感じる使命のようなもの──もっと言うと、世界でただ一人その人にしか書けないと思わせてくれるもの……だと思う。

　それは才能なんかとは関係ない。作品を書こうとする人間の全すべてに根差したものだ。

　涼花はそれから外れた作品を書いた。だから何かが欠けていると思ったんだ。

　一方俺は、自分の欲求が──俺にしか書けないものが何かを理解できていないから、しっくりくる作品が書けなかったってわけだ。

　根っこの部分は同じ。だからこそ、俺の作品と涼花の作品には同じ違和感があった。

　俺の方はまだ、何が自分の本当に書きたいものかを把握してないから時間がかかるだろうけど、涼花は違う。だってお前はそれがわかっているんだから。

「……だから、お前は妹モノを書けばいいんだよ」

　俺は結論として最後にそう口にした。涼花は俺なんかとは違って賢かしこいから、きっとすぐに理解するだろう。……そう思っていたのだが、

「い、いえ、それはできません……」

　なぜか涼花は、シュンとした顔で首を横に振ふった。

「な、なんでだよ。俺の言ってることが、どこかおかしかったか？」

「そうじゃありません……。お兄ちゃんの言ったことには反論できませんけど、……でもやっぱりダメなんです……！」

　……お、おかしい。論理的な涼花とは思えないような反応だ。

　だが、俺はその時ふとあることに思い至った。……そう言えば、俺は肝かん心じんなことを見落としてないか？　重要なのは、涼花がなぜ妹属性を禁止したかではなく──

「……そう言えば、なんでお前、妹モノだと舞に勝てないなんて思い込んでるんだ？」

　そう、そこだ。そんな根こん拠きよはないはずなのに、どうして？

「う、それは……」

「教えてくれ、涼花。なぜなんだ？」

「う、ううう……」

　俺の追つい及きゆうに、涼花は真っ赤になって俯うつむく。

　だがやがて、それ以上誤ご魔ま化かせないと思ったのか、キッと顔を上げると、

「い、妹属性だと限界があるからです!!」

　すごい勢いで、そう言い切ったのだった。

「げ、限界？」

　だが俺は、意外な言葉が飛び出してきて面食らう。

「そ、そうですよ……！　妹属性は所しよ詮せん妹属性でしかないんです……！　同じ場所に他の属性が出てきたら──たとえばクラスメートの美人さんとか！　そうしたら妹属性なんて霞かすんでしまうじゃないですか！」

「ちょ、ちょっと涼花さん？」

「お、同じ学校に通っても学年が違いますし！　妹じゃ恋こい人びとにもなれないし結けつ婚こんもできないし！　い、いえ、できたとしても、周囲はそんなこと認めません！　妹だって聞いただけで『なーんだ』って本気にしないじゃないですか！」

　ぜぇぜぇと肩かたで息をしながら、涼花はそうまくしたてた。

　顔は真っ赤で涙なみだ目めで、どこかすがるような視線をこちらに向けている。

　……そうか、そういうことだったのか。

　妹属性の限界──涼花の言っていたことが、今ようやく理解できた。

　そうか、だから涼花は妹属性じゃ舞に勝てないと思ったんだな……。

　表現しきれないことがあるから見切りをつけざるを得なかったと、そういうことか。

　……うん、なるほど。




　そいつは────簡単だな。




　何が問題かはわかった。そして、それは何の問題じゃないこともわかった。

　だから、俺は涼花のその悩みを一いつ蹴しゆうする。

「涼花」

「な、なんですか。私の言ったことは正しいと、お兄ちゃんもそう思うでしょう？」

「いや、全然」

「そうでしょう！　そうなんですよ！　そうに決まって──ええ!?」

　うんうんと頷うなずいていた涼花が、俺の答えに驚きよう愕がくする。

「いいか、ハッキリ言ってやるぞ？　……お前のその考えは、単なる思い込みだ！」

「お、思い込み!?」

「そうだ。妹属性が限界？　バカ言うな。ラノベに限界なんてものはないんだよ！　ラノベってのはな、何をやっても自由なんだからな！」

「な……っ！」

「他の属性と一いつ緒しよにいたら霞む？　だったらそれ以上に可愛かわいく書けばいいだけだ！　恋人にもなれないし結婚もできない？　すればいいじゃないか！　妹と結婚する描写の何が問題だってんだ！　周囲が認めない？　認めさせればいいんだよ！　説得力のあるストーリーを書いて、モブどころか読者さえも納なつ得とくさせりゃいい！」

　俺は一いつ切さいの淀よどみなく言い続ける。だって自分の言葉に、何一つ疑問を抱いだいてないんだから当然だ。どこの誰相手にだって、俺は同じことを声高に主張できるぜ。

「妹だってわかると『なーんだ』って言われるとか、そりゃそういうキャラや状じよう況きようにした作者の力不足だろうが！　ようするに、全部何とかなることだ！　不可能じゃない！　だから、思い込みだって言ってるんだよ！」

　俺の言葉に、涼花はパクパクと口を動かしながら呆ぼう然ぜんとしている。

　俺は声のトーンを落とし、諭さとすように続けた。

「……だから、お前は妹モノを書けばいいんだよ。本当に書きたいことをそのまま書けばいいんだ。その点に関しては、やっぱりお前は天才なんだから、負けることなんてあるはずないさ」

「で、でも……」

「こうじゃないとダメだ、なんてのは、ラノベにはないんだよ。そこはなんだって許される可能性がある世界だ。それを切り拓ひらいて新しい物語を作るのがラノベ作家の仕事だろ？　だからお前は、お前しか書けない物語を追求する──それだけでいいんだよ」

　俺はそう言って、話を終えた。

　涼花は俯いたままなにも答えない。静せい寂じやくがその場を包み、時間だけが静かに流れる。

「……わ、私は」

　しかしやがて、涼花が絞しぼり出すような声で話し始めた。

「私は、どこか妹属性に負い目を感じていたのかもしれません……」

「そんなもん、全然感じる必要はないぞ」

「妹だから、どこか控ひかえ目にしないといけないという思いがあって……」

「それだって、勝手な思い込みだ」

「じゃあ、妹は妹のままで、好きにしてもいいんですか……？」

「当たり前だろ？」

　俺はその問いに、笑って答える。




「だって妹って、最高の存在なんだぜ？」




　もちろん『俺にとっては』というのと『ラノベの中では』という二つの条件は付くが、それでも言葉は変わらない。……妹は、最高だ！

「あ、う……。あうう、あううううう……！」

　涼花が俺の言葉を聞いて、真っ赤になって震ふるえている。

　心の重しがとれたのがうれしいのか……。いや、もしかして兄貴に目の前であんなことを言われたのが恥ずかしかったからなのかも。

　でも、俺が妹萌もえだってことはもう知ってるわけだから、今いま更さらだよな？

「そ、そうですか……！　そうだったんですね……！」

　涼花は震えながら、グッとこぶしを握にぎっている。俯いていて表情はよく見えないが、首筋まで赤くなってるのは大だい丈じよう夫ぶだろうか。

「妹であることはマイナスじゃない……！　むしろアドバンテージとして、どんどん前に出ればいいんですね！」
















「そうだ。その調子で是ぜ非ひこれからも、ラノベ界の妹を牽けん引いんして行ってくれ！」

「……そう、そうですよ！　そもそもお兄ちゃんは妹好きなんですから、なにを負い目に感じることがあるというんですか……！」

「あ、いや、別に俺のことは気にしなくていいんで……」

「周囲の反応など一切気にする必要などなかったんです！　我が道を進み、立ちはだかるなら逆に従わせればよかったんですよ！」

「ま、まあ、基本好きに書けばいいけど、作家なんだから読者の反応とか編集のアドバイスなんかには耳を傾かたむけるべきかとは思うぞ」

　……ってかなんか、さっきから微び妙みように話が嚙かみ合ってないような？

　涼花はもちろん、ラノベの話をしてるんだよな？　……は、はは、当たり前か。

「お兄ちゃん!!」

「うわっ!?」

　そんなことを考えていたら、急に涼花がガバッと顔を上げた。

　その顔は本当にうれしそうで、瞳ひとみはキラキラと輝かがやき、思わず眩まぶしさに目を細める俺。

　さっきまでの苦し気な雰ふん囲い気きはもうまるでなく、それはそれで俺としてもうれしいんだけど──……なんだろう、なんか素す直なおに喜べない気が……？

「私、目からウロコが落ちました！　妹属性禁止だなんて、今までなんてバカなことを考えていたんだろうって思います！」

「そ、そうか、そりゃよかった」

「もうこれからは決して迷いません！　妹は妹のままでいいんです！　それがよくわかりましたから！」

「うんうん」

「というわけで、新作はすぐに書き直します！　今までのはもちろん没です！　あんな制限のかかったイチャイチャなんてダメです！」

「制限……？　なんの話だ……？」

「新作は……、そうです！　兄と妹のラブラブ高校生活を題材に書きますから！　これで氷室さんに勝つんです！　えへへへへ！」

　……聞いちゃいないでござる。

「ありがとうございましたお兄ちゃん！　お兄ちゃんのおかげで、私、気づきました！　妹でも思いっきりイチャイチャしていいんですね！」

「あ、ああ……。ラノベの中ではな……」

　俺は言うまでもないことを一応付け加えておいたが、えへえへといつの間にかバグっている涼花の耳に届いているかは謎なぞだった。……い、いや、届いてるよな。

「さあ、そうと決まればぼんやりしてはいられません！　早さつ速そく今から書き直します！　すいませんがお兄ちゃんは、一時間くらい待っててくれますか！」

　そう言って、目にもとまらない速さでノートＰＣの前に座ったかと思うと、文字を打っているとは思えない速度でキーボードを叩たたき始める涼花。

　……いや、あの、締しめ切りまでまだ少し時間はあるし、そんな急ぐ必要はないんだが。

　ってか一時間って。まさか短編とはいえ、そんだけの時間で書き上げる気か？　しかもゼロから？　し、信じられない……。

　でもまあ一巻分の量を一晩で書き上げたこともあったから、可能なんだろう。

　相変わらず俺の妹さまは超ちよう人じんすぎるぜ……と、俺はため息を吐つく。

「えへへ、えへへへへ……！　……あ、そういえば」

　その時、邪じや魔まをしないように部屋から出て行こうとしていたら、不意に涼花が手を止めて振ふり返った。「訊ききたいことがあったんです」と続ける。

「お兄ちゃんも今、自分の新作のことで悩なやんでいるんでしたよね？」

「え？　ああ、そうだけど」

「さっきの話だと……、じゃ、じゃあお兄ちゃんの本当に書きたいものは何なんですか？　私にとっての『妹属性』のように、お兄ちゃんの中にある『何か』とは……」

「ああ、それな。……お前にあんなに偉えらそうに言っといてなんだけど、実は俺、俺自身の本当に書きたいものってのがまだわからなくてな……」

　言ってみると本当に情けなくて、語ご尾びが沈しずんでいく。

　しかし涼花は「そ、そうですか」となぜか顔を赤らめてそっぽを向くと、

「だ、大丈夫です。お兄ちゃんならいつか絶対書けるようになりますよ。……そ、その、お兄ちゃんの理想の女の子像を生かすような物語を、きっと」

　そんな感じで、俺を励はげましてくれたのだった。

　でも俺は、当の涼花に理想の女の子像のことを言げん及きゆうされてカッと顔が熱くなる。

　なにせそれって涼花みたいな女の子なわけだからな……。そう言う涼花だってそれがわかってるから、顔を真っ赤にしてるわけだし。

「あ、ありがとな」

　俺は照れくさくなって、そそくさと涼花の部屋を後にした。

　……でも、励まされたのは素直にうれしかった。涼花の言葉がウソにならないように、俺もがんばって自分の本当に書きたいものを見つけないといけない。

「……よし、探すか」

　俺はそう呟つぶやきながら自室に戻もどり、文書作成ソフトを立ち上げる。

　その一いつ瞬しゆん、頭の中に「俺も妹モノのラブコメを書いたら？」なんて考えが浮うかんだが、

「……そ、そんなこと、できるわけねえだろ……！」

　すぐにぶんぶんと頭を振り、バカな思考を振り払はらった。

　それから宣言通り一時間後、涼花の新作はきっちり完成して、

「お兄ちゃん！　読んでみてください！　早く、早く！」

　そうやって促うながす涼花の笑え顔がおと同じくらい、それはなんの文句もない最高の作品に仕上がっていたのだった。




　　　　　　　▼




　その日、俺は舞まい散る桜を眺ながめながら、白はく桜おう女学院の門前に佇たたずんでいた。

　空は雲一つない晴天で、涼すずしい風の中に感じる春の暖かさが心ここ地ちいい。

「絶好の卒業式日和びより……かな」

　……今いま頃ごろ涼花は多くの生徒に別れを惜おしまれながら、卒業生代表としてスピーチでも行っているんだろうな。

　俺はそんな妹の姿を想像しながら、スマホを取り出して再度例のページを表示した。

　皇すめらぎファンタジー文庫・春のラブコメ祭り。

　──読者投票の結果、一位は永遠野誓先生の作品〈妹とお兄ちゃんが結けつ婚こんするのは当然です！〉に決定しました！　そして初のラブコメ作品に挑ちよう戦せんした炎竜焰先生の〈やっぱり好きだから本気出してみた〉が僅きん差さで二位！　この両作品、ものすごい接戦でギリギリまで勝負の結果はわかりませんでしたが、やはり永遠野先生の妹モノは強かった！　しかしラブコメ初挑戦の炎竜先生もそれに迫せまる勢いで──

　俺は、今朝出たばかりの結果をもう一度見直して、ほっと胸をなで下ろす。

　書き直したことで涼花の作品は最高のものになったが、舞の作品もそれと遜そん色しよくがないくらい面おも白しろいものだった。だから結果がどうなるか、最後までわからなかったのだが、

「……ふう、勝ててよかったな」

　接戦の勝利だったからか、うれしさよりも安心したという思いの方が強い。

　……というか、このレベルになると、どっちが勝っても納なつ得とくできると覚かく悟ごしてたんだろうな。無意識のうちに。

「っと、電話か」

　ぼんやりしながらそんな自己分ぶん析せきをしていると、不意に電話がかかってきた。

　篠しの崎ざきさんからだ。きっとこの話だろう。

『やあ永遠野先生。結果はもう見たと思うが、ラブコメ祭り一位おめでとう。やはり先生の作品は素す晴ばらしかったな。もっとも、炎竜先生があそこまでやるとは私も予想外だったが、おかげでイベントが盛り上がってよかった』

「そうですね。どちらが勝ってもおかしくなかったです」

『ふふふ、謙けん虚きよだな先生は。……ところで、新作の件は覚えているかな？』

「もちろん。そのことでちょうどお話ししたいことがありまして」

『ほう、何かな？　聞こう』

「新作のことですが、今はまだお断りします。俺は妹モノ作家ですから。新しい作品を書いても結局妹モノになっちゃいます。だったら、現行のシリーズを最高のものにするために集中したいんです。……すいません」

　それは、あらかじめ涼花が出していた結論だった。

　篠崎さんから連れん絡らくがきたらそう答えるよう、事前に二人で話し合っていたのだ。

『……そうか。まあ先生がそう言うなら、残念だが仕方あるまい。どうしても急ぐという話でもなかったからな。それに……、実はなんとなく、そんな答えが返ってくるかもしれないという予感はあったのだ』

「そうなんですか？」

『ああ、ラブコメ祭りの作品も妹モノだったのを見て、そんな気がしたんだよ』

　さすがは永遠野先生だな、と篠崎さんは電話の向こうで笑った。

　褒ほめられているのかそうじゃないのか、いまいちわからないけど。

『まあいいさ。新作のことはまた徐じよ々じよに意識してくれればいい。そういうわけで、先生の言う通り現行のシリーズに集中していただきたい。このシリーズが世界遺産に登録されるまで、お互たがい死力を尽つくすとしよう』

「見果てぬ夢すぎる……」

　これを冗じよう談だんで言ってないってところが、篠崎さんの怖こわいところだ……。

『おっと、そういえば、この春から妹さんは君と同じ高校に通うと言っていたな。あれはもちろん君がそうさせたのだろう？　作品のために妹を自分の高校に引っ張り込むとは、さすが永遠野先生だ！　私も鼻が高い！』

「俺が引っ張り込んだんじゃないですよ!?　妹の意思でそうなっただけで！　しかもなんで篠崎さんが鼻を高くするんですか！」

『ふっふっふ、ＪＫともなると、いよいよいろんなことができるな！』

「いろんなことって何!?」

『いや失敬、先生は別にＪＫもＪＣも関係なく、既すでにいろんなことをやっているな！』

「だから、いろんなことって何なんです!?」

　相変わらず上じよう機き嫌げんに笑い続ける篠崎さん。

　俺はこれ以上は損しかしないと判断し、さっさと電話を切った。……ったく。

　気を取り直して、再び卒業式を終えた涼花が出てくるのを待つ。

　しかしその時、とんとんと肩かたを叩かれて振り向くと、そこには意外な顔があった。

「……舞？　なんでこんなとこに？」

「決まってるでしょ。直接あんたに会いたかったから来たのよ。……あ、も、もちろんラブコメ祭りの件でね!?」

「そりゃわかってるけど、なんでここだってわかったんだ？」

「今日は涼花さんの卒業式でしょ？　そこからあんたの居場所を推理しただけよ」

「あ、相変わらずストーカー能力がすごいなお前は……」

「す、ストーカー言うな！　こんなの誰だれだってわかることでしょ！」

　頰ほおを染めて憮ぶ然ぜんとした表情で睨にらむ舞だが、ふと神しん妙みような顔になって、

「……結果、見たわ」

「お、おう」

「あんたの作品、すごかった。やっぱり永遠野誓の作品は最高だった。私も思わずあんたに投票しちゃったくらいよ」

「さすがに勝負してるのにそれはマズイんじゃ……」

「な、なによ！　私はあんたの一番の大ファンなんだから、当たり前でしょ！　それに、そんなことしなくても結果は変わらないでしょうが！」

　興奮しながらまくしたてる舞だが、やがてふっとため息を一つ吐いた。

「……私の負けよ。認めるわ。やっぱり私のラブコメじゃあんたに敵わなかった」

「いや、お前の作品もすごく面おも白しろかったよ。勝負だって接戦だったし、実際にはほとんど差なんてなかったと思う」

「そ、そう？　……でも結局、私のラブコメはあんたの妹モノに負けちゃったし……」

　シュンと俯うつむく舞。こんな殊しゆ勝しような舞はらしくない──そう言おうとした矢先、

「ああもう！　祐！　あんたは本当にどうしようもないくらいの妹萌もえね！　魂たましいまで完全に妹に染まって、もはや矯きよう正せい不可じゃない！」

「えええ!?」

　な、なんかいきなり面と向かって罵ば倒とうされた!?

　この感じは実に舞らしいわけだけど……、って言ってる場合か！

「しかも今度は涼花さんを高校にまで入学させるし……！　あんたはどこまでやれば気が済むわけ!?　妹のことしか頭にないの!?」

「だから、それは濡ぬれ衣ぎぬだって！」

「ふ、ふん！　でも私はくじけないわよ！　いつか必ずその筋金入りの妹萌えを超こえるような作品を書いて、あんたを一番萌えさせてやるんだからね！」

　人の話を聞かないまま、ビシッと人差し指をこちらに突つきつけて宣言する舞。

「あ、あのな……。別に俺にこだわらなくても、お前はお前で人気作家だし、今回のラブコメで実力も発揮したし、存分に活かつ躍やくすりゃいいだろうが……」

「はあっ!?　何言ってんのよ！　あんたが一番重要に決まってるでしょ!?」

「だから、なんでそこまで!?」

「そんなの──」

　舞は前のめりになって何か言おうとしたが、なぜか次の瞬間、かああぁと顔を赤くして引っ込んでしまった。

「……そ、そんなの、私はあんたのファンだからよ……。ファンだから、心から崇すう拝はいしてるから……、だからこそあんたを萌えさせるような作品を書きたいんじゃないのよ……。わかってよ、バカ……」

　頰を染めて上うわ目め遣づかいでそんなことを言う舞。

　……なぜだろう。内容は相変わらず身勝手な話なのに、なんか聞いててすごくむずがゆいというか、恥はずかしいというか……。そ、その上目遣いは反則だろ……。

　俺は舞を直視できなくて、視線を逸そらしながら「そ、そうか」とだけ答える。

　すると舞も、どこか緊きん張ちようした様子で「そ、そうよ」と返す。

　……な、なんか落ち着かない、変な雰ふん囲い気きだな。

「と、とにかく！　いつかあんたの妹萌えを矯正するような作品を書いてやるから覚悟して待ってなさいってこと！　……で、それとは別に、今回は私の敗北ってことよ！」

　舞もそんな雰囲気に耐たえられなかったのか、空気を変えるように大声で言う。

　敗北宣言でもこんなに偉えらそうなんだから、マジで舞らしい。

　……でも、こういうところは本当に、心から尊敬できる。

　自分の足りないところを認め、そして次につなげようとする。そういう姿勢を見ていると、やっぱり舞は──炎竜焰は一流のラノベ作家なんだなって思うよ。

「……で？」

「え？　なにがだ？」

　そんなことを考えていると、舞が腕うでを組みながら何かを促うながしてきた。

「だから、……は、早く言いなさいよね」

「いや、だからいきなりなんの話だよ」

「だから！　私は負けたって言ってんの！　負けた方は勝った方のいうことをなんでも一つきくって約束でしょうが！」

　顔を真っ赤にしてそっぽを向きながらまくしたてる舞。

　……そういえばそんな約束だったっけ。今思い出したぞ……。

　もともと、負けたら何をさせられるかとは思っていたけど、勝った時に何をさせるかなんて考えてなかったから、いきなり言われてもどうすりゃいいんだ？

「な、何でも言いなさいよ……。自分で言い出したことだもん、どんな命令でも遂すい行こうしてみせるわ……。む、胸を揉もませろって言うんなら従うし、ぱ、パンツを見せろって言うんなら見せるわよ……！　そそそそれ以上のことだって私は……！」

「ちょっ!?　ちょっと待て!?　俺はそんなこと言わないぞ!?」

「……え？」

　なにその顔!?　なんでちょっと拍ひよう子し抜ぬけしたみたいな表情してんの!?

「じゃ、じゃあ何を命令するのよ！　……まさかもっともっとエロいことを……!?」

「だからなんで俺がエロい命令をするって前提なんだよ！」

　そんなこと考えたこともないわ！　一いつ瞬しゆん想像しちゃったけど！

　……大体、今回の勝負で涼花が勝てたのは、舞の言葉のおかげで俺が大事なことに気がつけたからだ。つまりは、舞のアドバイスのおかげで勝てたようなものなんだよ。

　涼花とのことは秘密だから、それについての感謝はしたくてもできないんだ。

　ましてや命令なんてできるわけないだろ。

「……いいよ。別に何もしなくていい。お前の作品は面白かったし、勝ったって言っても接戦だ。実質引き分けだよ」

　だから俺は、本心からそう答えた。……のだが、

「な、何言ってんのよ！　それで済ませるわけないでしょ！　負けは負けなんだからちゃんと命令しなさいよ！」

「なんで命令される方が食い下がるんだよ!?」

　あああ面めん倒どうくせえ！　ここまでこだわるとは思ってなかった！

　ラノベが命だなんて公言するくらいのやつだから、それに関しては超ちよう真しん剣けんだってのはわかってたけど、これほどまでとは……。きっちりケジメをつけるって姿勢は好感が持てるが、この場合はただただ厄やつ介かいなだけだ。

　……で、どうしたもんかな？　下手なこと言っても納なつ得とくしないだろうし、ここはうやむやにするしかないか。とりあえず話題を換かえて時間を稼かせごう！

「そ、そんなことより、お前の作品はマジで面白かったよ！　特に──……えっと、そうだ！　あのキスシーンな！　ラストでヒロインが主人公の頰に不意打ちでキスするところなんてマジでよかった──」

　そんな感じで、俺が早口でまくしたてていた時だった。

　──ちゅっ。

　と、不意に柔やわらかく、ほのかに温かい感かん触しよくが俺の頰に触ふれた。

　それに弾はじかれたように振ふり向くと、いつの間にか舞が傍そばにいて、しかも爆ばく発はつしそうなほど赤い顔でこちらを見つめていた。

　……え？　な、なんだ今の……？

　……ま、まさか、まさかまさか!?　い、いいい今の感触は……!?

「こ、これで命令は果たしたわよ……！」

　恥ずかしさに耐えるように、震ふるえる声でそんなことを言う舞。

　……や、やっぱり、今のはき、きき、きききキス──……!?

「お、おまっ!?　な、なにをいきなり……！」

　俺は手で頰を押さえながら慌あわてて飛び退のく。

　なんかもういろいろ混乱してて、頭の中がグチャグチャだった。

「だから！　あ、あんたが命令したんだから仕方ないじゃない……！」

「め、命令って、俺はそんなこと一言も……！」

「さっきキスシーンがどうとか言ってたじゃないのよ……！　よ、ようするに、あれってキスしろって命令なんでしょ!?」

　だからしたんじゃないのよ！　と、舞は俺を睨みながらそう言いきった。

　そして、俺はそれを聞いて愕がく然ぜんとする。

　……そ、そんなわけあるかああああああ！　何考えてんだお前はあああああ！

　あれは話題転てん換かんのために持ち出しただけで、キスしてほしかったから遠回しに言ったとか、そういうことじゃ全然ないんだ！　ってか、どこをどうやったらそんなトンデモナイ勘かん違ちがいができるんだよおおおおお！

　俺はあまりの事態に混乱してたのと、舞にキスされてしまったという恥ずかしさから、反論しようにも言葉が出なかった。

　顔を赤くしてワタワタと手を振っている俺を、舞は最初不思議そうな顔で見ていたが、

「あ……」

　しばらくして、ようやく自分が曲解したことに気がついたらしい。

　どれほど恥ずかしいことをしてしまったのか自覚したのだろう。舞は顔と言わず身体からだ中を真っ赤に染め、今にも泣きだしそうな顔になると、

「い、いいい今のは事故なんだから……！　祐のバカ──────っ!!」

　それだけ言い残して、すさまじい速度で走り去ってしまった。

「……な、なんだったんだよ……」

　取り残された俺は、舞が去って行った方向を呆ぼう然ぜんと見つめていたわけだが、

「…………お兄ちゃん」

　間もなく背後から聞こえてきたそんな声に、ビクリと背筋を伸のばした。

「す、すすす涼花!?　そ、卒業式は終わったのか!?」

「ひ、氷室さんと何をしてたのか、説明してもらいましょうか……！」

　単刀直入。容よう赦しや無用。

　卒業式を終えた余よ韻いんも何もなく、涼花は引きつった顔で俺を詰きつ問もんする。

　手には卒業証書の入った筒つつを持っているが、それが一いつ瞬しゆん鈍どん器きに見えたのは、きっと俺の恐きよう怖ふが見せた錯さつ覚かくに違いない……！

「い、いや!?　ささささっきのはつまり、その!?」

「な、なんだか氷室さんが、お兄ちゃんにき、ききき、ききききき……っ！　……を、していたように見えたんですが……!?」

　こ、これは間違いなく怒おこってるな……。その上で、なんとか爆発するのを抑おさえてるって感じだ。キスって単語が怒いかりのあまり言えてないのがなによりの証しよう拠こ。

　……って、冷静に分ぶん析せきしてる場合か！　そりゃ卒業式の日に自分の学校の前で兄貴が不ふ埒らちなことをしてたらキレるわ！　いや、俺がしたわけじゃないけども！

「ち、違うんだ涼花！　あれはだな……！」

　俺は文字通りに必死に、事の顚てん末まつを説明する。

　あくまでもあれは舞が曲解した結果であるという点を、特に丁てい寧ねいに。

「う、ううう……、だからってお兄ちゃんに……！　自分だけ抜ぬけ駆がけを……！」

　そのおかげか、涼花も一応理解はしてくれたみたいだが、それでもまだ怒りが収まりきらないといった感じだった。

　……にしても抜け駆けって、命令権を俺が勝手に使ったことか？（使ってないけど）

「…………わ、わかりました」

「お、おお、わかってくれたか……！」

　やがて、涼花は深呼吸してなんとか怒りを鎮しずめてくれたらしい。

　俺は安あん堵どから胸をなで下ろす。だが、涼花は「で、ですが！」と続けて、

「……そ、その、あの……」

　なぜか一転して、顔を赤くしながらモジモジし始めた。

「こ、ここで取材を一つしたいんですが……」

「……取材？　しかもここで？　なんでまた急に」

「と、突とつ然ぜんいいアイデアが思い浮うかんだんです……。ほ、ほら、最近新作にかまけて、次巻の取材がおろそかだったじゃないですか。だから、その、今できればと……」

「それは、別にいいけど」

　よりにもよって、こんな卒業式の日の帰り道にしなくてもいいと思うんだが。

　けど、涼花が取材したいと言っている以上、代理人である俺は付き合う義務がある。

　……それに、舞の話題から遠ざかれるんだから、俺としてもありがたいしな。

「で、何の取材をするんだ？」

　そんなことを考えながら、俺は涼花に訊たずねる。……だが、

「そ、それは……！　お、お兄ちゃんが私にき、ききき、キスをする取材で……！」

「はあっ!?」

　その内容のトンデモさに、俺は素すっ頓とん狂きような声を出す。

　……って、き、キス!?　俺が涼花に!?

「な、ななななんでそんな……！」

「おおお落ち着いてください！　い、言ったじゃないですか！　これは取材、次巻の取材なんです！　そ、それに理由はそれだけじゃありません！」

　自分で言っておきながら、俺と同じくらい慌てている涼花。

「こ、これは別に氷室さんに対たい抗こうしてとかじゃなく……！　そ、そうです！　そ、卒業記念です！　卒業した記念にお兄ちゃんが妹に記念品を贈おくってもいいでしょう!?」

「いやいや！　だからってさすがにキスは……！」

「そ、それに！　兄妹がイチャイチャしても問題ないって言ったのはお兄ちゃんじゃないですか！」

「だからそれはラノベの話で！」

「し、しかもお兄ちゃんは勝手に氷室さんに命令してしまったじゃないですか！　私に断りもなく勝手に！　だからお兄ちゃんが代わりに、私に勝利のご褒ほう美びをください！」

　謎なぞ理論！　そんなのありかよ！

　だが涼花は、俺が何かを言う前に、キュッと目と口を閉じてしまった。

　顔を真っ赤にして、目を瞑つぶったまま俺を見上げる涼花。

　……ああもう！　そんないかにも『キス待ちです』みたいな顔をしてんじゃねえよ！　誰だれかが見てたら絶対惚ほれちまうだろうが！　俺の妹は無防備で困る！

「……は、早くキスをしてください！　こ、これは取材です……！」

　さらに、そのままの姿勢で促うながしてくる涼花。

　……く、くそっ、こうなったらやるしかない……！

　取材である以上、俺に拒きよ否ひ権はないんだ！

　俺は「これは取材これは取材……！」と心の中で繰くり返しながら、そっと涼花の両りよう肩かたに手を置く。ビクリと身体が震えたのが伝わってくる。

　……で、キスってどこにすれば……？

　唇くちびるは絶対あり得ない。ってか、あり得ないと想像することさえあり得ない。

　じゃあ、ここはやっぱりほっぺたか……？　い、いや、それでも兄妹でそれはダメだ！

　……となると、もうあそこしかない……！

「い、いくぞ涼花……」

「ははははい……！」

　俺は覚かく悟ごを決めて、涼花に顔を近づけていく。

　そして涼花の前まえ髪がみをサッと手で払はらい、

　──ちゅ……。

　と、軽くその額に唇を触れさせた。……そう、いわゆるデコチューだ。
















「お、おでこに……!?　ふにゃぁ……」

「お、おい涼花!?」

　ガクリと膝ひざを折った涼花を、俺は慌てて支える。

　当の本人は「えへへ、えへへへへ」とすっかりバグってしまっており、そんなになるくらいなら最初から無茶な取材なんてするなよ……、と言いたかったが、どうやら俺の声は届いていないようだった。

「えへへ……、み、見ましたか……！　氷室さんでも誰でも、私は絶対に負けないんですよ……！　えへへへへ……」

　俺はそんな涼花の華きや奢しやな身体を腕うでの中に抱だきながら、天を仰あおぐ。

　……ああもう！　これだから、やっぱり俺だけは、どうしても妹モノのラブコメを書いちゃいけないんだ！　うん！







　　　エピローグ







　四月。新しい年度が始まり、俺は高校二年生になった。

　とはいっても、中学から高校に上がるほどの変化があるはずもなく、今までと同じ通学路を今までと同じように歩いていくだけだ。

　……と、数カ月前まではそう思ってたんだがな……。

「もうすっかり春ですね、お兄ちゃん」

　俺はその声の方向を振ふり向く。

　去年までの通学路にはいなかったはずの存在が、そこにはいた。

　私立七なな海み坂さか高等学校の制服を着た涼すず花かが、空を見上げながら俺の隣となりを歩いている。

「……？　どうかしましたか、お兄ちゃん」

　俺の視線に気がついたのか、不思議そうな顔で首を傾かしげる涼花。

　髪かみ形がたも背せ丈たけも変わっていない。ただ制服が変わっただけだ。なのに、ただそれだけでどうしてこうも雰ふん囲い気きが違うのだろう。

　……なんつーか、大人っぽく見えるというか、見慣れてないだけだと思うけどさ。

　俺はそんな涼花にどぎまぎしてしまい、ちょっとした会話もぎこちなくなってしまう。

　一方涼花は、そんな俺を「変なお兄ちゃん」と笑い、すごく自然に振る舞まっていた。

　……やっぱり、俺の妹は超ちよう絶ぜつ美少女すぎるよ。

　いつもと違う雰囲気からか、そんな今いま更さらな思考をしてしまう俺。

　そんなこんなで歩いていると、学校に近づくにつれ、生徒達の姿も多くなってきた。

　そのほとんどが俺達の（正確には涼花の）方をチラチラと見ているように感じるのは、きっと気のせいじゃないんだろうな……。

　……ん？

　その時、腕になにか柔やわらかな感かん触しよくがして、俺は思わず振り向く。

「な……っ!?　おまっ、何してるんだ……!?」

　するとそこには、俺の腕に抱きついて歩いている涼花の姿があって、もちろん慌あわてる。

「お、落ち着いてください。取材に決まってるじゃないですか」

　だが涼花は、まるで慌てる方が悪いというような感じで、俺にジト目を向ける。

「しゅ、取材って……」

「シリーズも次回から、私達と同じように高校生編に入るんです。だから、そのための取材をこれからどんどんしていかないといけません」

　これはその一いつ環かんですと言って、ほんのり頰ほおを染めながら顔を逸そらす涼花。

　……い、いや、取材ってのはいつものことだし、高校生編が始まるからってのも納なつ得とくいくけど、だからってこんな高校生活初日から……。

　もちろん、周りからはメチャクチャ注目されていた。

　涼花の美び貌ぼうも相まって、ざわめきが広がっていく。それとなんか視線が痛い……。

「すごく見られてるんですが……」

「わ、私は気にしません。しゅ、取材ですし」

　俺はお前みたいに精神力が強くないんだよ……。それに、涼花に変な噂うわさでも立ったら嫌いやだしさ。

　そんなことを考えていると、不意に反対側の腕に涼花と同じような──いや、涼花とはまるで違ちがう豊満な感触が抱きついてきた。こ、これは……!?

「お、おはよう祐ゆう」

「ま、舞まい？　なんでお前がここに？」

「氷ひ室むろさん……。おはようございます……」

「お、おはよう涼花さん。これからよろしくね」

「そ、そんなことより、なんだよこの体勢は……！」

　和なごやか（？）に挨あい拶さつを交かわす二人の間に割り込んで、俺は舞に詰きつ問もんする。

　ただでさえ目立っていたのに、校内一の美少女と名高い舞が現れたことでさらに注目度が高まってるじゃねえか……！　しかも野や郎ろうどもの視線がさらに痛くなってるし！

「き、決まってるじゃない、取材のためよ」

「な、なんですって？　氷室さんが取材……？」

「そ。この前のラブコメ祭りの作品が評判良くて、次はそっち方面を視野に入れたらどうかって編集から言われたの。だから、いずれ出すラブコメの新作のために、今のうちに取材しとこうと思ったのよ。……永と遠わ野の誓ちかいみたいにね」

「む、むむむ……！」

　図ずう々ずうしいことをしれっと言う舞に、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔の涼花。

「そ、それに、涼花さんが入って来て早さつ速そくこんな取材をしてるじゃないの。私の目標はあんたを最高に萌もえさせる作品を書くことなんだから、負けないように私も取材しようって決めたのよ」

「そんな……！　お、お兄ちゃんが取材するのは私とだけです！」

「わ、私は私で勝手に取材してるだけよ。……とにかく、そういうわけだから祐、これからもあんたを研究し続けてあげるんだから、覚悟しときなさいよね！」

　そう言ってますます強く抱きついてくる舞。

　そんな舞に対抗するように、自分も抱きつく力を強める涼花。

　それに合わせてさらにざわめきが増す外野。

　……マジで勘かん弁べんしてくれ。

　涼花が高校に入学して来て、さらに舞は今まで以上のストーカー宣言をしてくるし、俺のこれからの高校生活は、一体どうなっていくんだよ……。

　……い、いや、途と方ほうに暮れてる場合じゃないな。

　どんな環かん境きようになろうが、俺のすべきことはラノベ作家になるって夢をかなえるだけ。

　そのためには、本当に俺が書きたいもの──世界にただ一つ、俺にしか書けないものを見つけるしかないんだ。

　だから、たとえどんな状じよう況きようになろうが、俺は俺のラノベを追い求め続ける──！

　……と、カッコよく決めたいんだけどさぁ……。

「ひ、氷室さん？　いくら取材だからって、そんなことをしてると誤解を受ける可能性がありますから、控ひかえた方がいいのでは？」

「す、涼花さんこそ、祐をそろそろ妹離ばなれさせた方がいいんじゃないかしら？」

　お、お前ら……！

　せめて、俺を間に挟はさんで火花を散らすのはやめてくれませんかねえ!?










　　　あとがき




　こんにちは、恵え比び須す清せい司じです。この度は「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」六巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　六巻と一言で言ってはいますが、思えばここまで来たのかと感かん慨がい深いものがあります。このシリーズを始めた時には考えもしなかった領域なので、幸せな気分になる反面、ますますがんばっていかないと、と気が引ひき締しまる思いです。

　それはさておき六巻のこと。今回は祐ゆうと涼すず花かが同じ高校に通うことになるまでのお話になっておりますが、いかがだったでしょうか？

　徐じよ々じよに成長しているのは兄妹だけじゃなく、周りの人々もいつの間にか変化していっているようで、それも含ふくめて今後の新しい環かん境きようで二人の関係はどうなっていくのか──作者の私自身も楽しみにしながら書いていきたいと思います。

　それでは次回『魅み惑わくの高校生活編（仮）』をお楽しみに！　……とセンスの欠片かけらもないうたい文句で宣伝したところで、メディアミックスのお話を少々。




　……と前置きはしたものの、アニメ周りのことに関しては、まだ正式に皆みなさんにお伝えできるような情報がないというのが実情だったりします。（すいません……）

　もちろん裏では企き画かくは着実に進行しています。

　先日もアニメスタジオさんに招かれ、そこで打ち合わせなどをしてきました。

　もちろんアニメスタジオに足を踏ふみ入れるのも初めてだったので、とても興味深い体験をさせていただきました。

　「……なるほど、アニメっていうのはこんな感じで作られるんだなぁ」と肌はだで感じられたのも非常によかったですし、またアニメならではの事情や裏話（？）なども直接聞かせてもらったりして、実に有意義な時間を過ごせました。（どんな内容だったのかは詳くわしく言えないのですが……）

　なにはともあれアニメについては、またいずれちゃんとした形で情報が出てくると思います。なので焦じらされたように感じるかもしれませんが、そちらの方をお待ちください。

　作者である私も続報待ちな立場には変わらないので、そこはどうかご容よう赦しやを……。

　それと、情報が公開されたらこのあとがきでも思いっきりダイレクトマーケティングすると思いますので、そのこともあらかじめお詫わびしておきます。申し訳ありません。

　……でもみんな見てね！




　さてアニメのお話はこの辺りにして、コミカライズの方は月刊ドラゴンエイジにて順調に連れん載さい中です。

　作画担当の成なり田たコウさんが描えがくキャラクター達は、みんなとても可愛かわいらしく生き生きとしていて、原作を読んだ人なら絶対に楽しんでいただけると思います。

　やはりコミックになると動きがあって、ラノベとはまるで違ちがった雰ふん囲い気きになりますね。

　作者である私自身も、いつも新しん鮮せんな気持ちで作品を見させていただいています。

　まだ読んでないという方は、是ぜ非ひコミックの方もよろしくお願いします。




　そしてファンレターを送ってくださった方々へ、この場でお礼を返したいと思います。

　本当にありがとうございます。とても励はげみになっています。宝物として大事に保管し、何度も読み返しては執しつ筆ぴつの力にさせてもらっています。

　小説に限らず、モノを作るという作業は基本的に一人で孤こ独どくなものなので、そんな時に受け手の声が伝わるというのはとても心強いことなのです。なので、よかったらまたお手紙をくだされば幸いです。




　最後に、本書が出版に至るまでに尽じん力りよくしていただいた方々、そして読者の皆さんに感謝を捧ささげつつ、この辺りで失礼したいと思います。

　それでは、またお会いできる機会があることを願って──





二○一八年二月七日　恵比須　清司










恵比須清司

●えびすせいじ



第26回ファンタジア大賞にて金賞を受賞してデビュー。アニメ化企画も始動し、最近は『初めて』なことがいろいろと続いて右往左往する日々が続いています。でも周りの人達がいっぱい助けてくれるので、そのことに感謝しつつ、これからもがんばっていこうと思います。


















カバー・口絵・本文イラスト／ぎん太郎

カバーデザイン／草野剛










俺おれが好すきなのは妹いもうとだけど妹いもうとじゃない６








恵え比び須す清せい司じ
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